
必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

貸出可能台数

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

パンフレット
等

貸出期間

製品カタログ https://www.hi-lex.co.jp

使用方法等の動画 https://www.youtube.com/watch?v= 
jTFL6SPxNes

２台２週間～１ヶ月
（ご要望に応じて対応します）

試用期間中のサポート

・日常のメンテナンスが必要ない機器となっております。
・�故障や機器操作方法などの問合せに関しては、午前９時から午後５時までメールもしくは電
話でお受け致します。（土日祝日、GW、夏季、冬季休暇を除く）

設置可能な浴槽が必要です。
条件（浴槽間口：横幅�97cm以上×奥行�56cm以上、深さ：44cm�～�55cm、縁の幅：3.5cm�
～�10.5cm）
＊貸出前に設置可能か確認します。

E-01　入浴支援

機器の使用場面
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販売開始

機器の仕様

TAISコード

機器の概要

タイプ：浴槽内設置型昇降リフト
昇降方法：水圧式（使用水量：約 15リットル / 回）
動力源：最低水圧 0.1Mpa
推奨水圧： 0.15 ～ 0.3Mpa　昇降速度（参考）７mm / 秒前後（水圧、水温、ホース長さ、給湯器性能により変動）
重量：約 7.8㎏（本体）、約 1.0㎏（操作部）
外形寸法：幅623mm × 奥行641mm × 高さ947mm（本体、最上位）、 159mm × 154mm × 55mm（操作部、ホー
ス・吸盤類を除く）
ご使用体重：35 ～ 80㎏、最大使用荷重：80㎏

01929-000001387,200 円（税込み）
販売価格

2019 年 10 月

機器の機能

・ 本体に手摺、背もたれがあるので移乗時
に機器本体からの転落が防げます。

・ 座面が回転するのでまたぎ動作の時、臀
部がすれません。

・ 水圧式で上昇するので、充電の必要が無
く、感電の心配が無い安心設計。丸洗い
可能でいつも清潔です。

・ 大掛かりな水道工事が不要、シャワーホー
スを機器に設置するだけです。（シャワー
も使えます）

・ 本体約 7.8㎏と軽量で必要な時、必要で
無い時に設置や取り外しが可能です。

問い合わせ先 株式会社ハイレックスコーポレーション
住　所 〒665-0845　兵庫県宝塚市栄町１-12-28
TEL 0797-85-2551 MAIL kento-ueda@hi-lex.co.jp
FAX 0797-83-2070

所属部署 産業機器事業部

バスアシスト
株式会社ハイレックスコーポレーション 品番・型番

RRT613-R（右仕様）
RRT613-L（左仕様）

E-01　入浴支援

機器の写真
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）35 ～ 80kg
・座位が保てる方

対象者（介護者） 機器の操作が理解でき、介護可能な健康状態の方
専門職の関与 専門職の方は必要ないが、必ず付き添いの方が必要

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：全ての浴槽には設置できないので貸出前に設置可

能か確認要
・その他：大浴場への設置は不可

使用上の注意
安全に利用するための配慮 ・機器への移乗は必ず介護者が付き添い、ゆっくり移乗して転倒を予防する

・コントローラは手の届く所に設置して緊急時に停止できるようにする

倫理面の配慮 機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシーに関わる情報集・活
用等。同意書の取得

使用方法

使用方法

座って移乗する為のシャワーチェア等の準備及び高さ調整、低身長の方は踏み
台を準備する
①シャワーチェア等からバスアシトへの移乗
②足を浴槽内へ移動させる
③レバーの操作にて座面を下降させる
④コントローラの操作にて座面を上昇させる
⑤足を浴槽外へ出す
⑥シャワーチェアへ移乗する
介助者は移乗の補助、機器の操作、見守りを行う

使用環境
・ 動作環境：近くにシャワーホースがあり、十分な水圧がある（最低水圧：

0.1Mpa、推奨水圧：0.15 ～ 0.3Mpa）
・ 使用できない環境：シャワー水栓への接続が出来ない、全ての浴槽には設置で

きないので貸出前に設置可能か確認要

使用場面 シャワーチェア⇔バスアシスト本体への移乗
浴槽底への出入り

習熟期間 操作が簡単で、２から３日あれば十分に使いこなせる

高齢者に対する安全面の配慮 足や手が機器に挟まれる場合があるので使用時に利用者の足や手の位置を介護
者は確認する

介護者に対する安全面の配慮 特になし

効果

使用することで実現する高齢
者への効果 移乗時の緊張緩和による負荷軽減、抱え上げの廃止による皮膚の擦れ低減

使用することで実現する介護
者への効果 介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる

使用することで実現する施設
への効果 労働環境改善、職場の魅力向上
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製　品　情　報

製　品 メーカー名 株式会社ハイレックスコーポレーション
製 品 名 バスアシスト 型　番 RRT613-R（右仕様）　RRT613-L（左仕様）

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 浴室
サイズ 幅 623mm ×奥行 641mm ×高さ 947mm
重量（バッテリー含む） 本体：約 7.8kg、　操作部：約１kg

材質 本体 アルミ、ポリプロピレン、座面 ポリエチレン、バックレスト ポリプロピ
レン、サイドレスト ＥＶＡ樹脂、コントローラー ＡＢＳ樹脂、ステンレス

形状 浴槽内椅子設置型
電源・バッテリー 必要なし、シャワーの水圧利用
連続使用時間 特に設定無し
連続使用回数 特に設定無し
使用時の音 水が、本体に流れる音のみ
緊急発報の方法 無し
安全性の認証取得 無し
防水・防塵加工 必要なし
稼働方式 水圧による上下昇降
必要な通信環境 無し
データの記録機能、有無と内
容 無し

他の機器との連携・互換性 無し

メンテナンス

準備・片付け ハンドルによる機器の着脱、水洗い、乾燥
保管方法 本体に注入された水を抜いた後、乾燥させる
メーカーによるメンテナンス 特に必要無し
ユーザーによるお手入れ 中性洗剤をスポンジにつけ、丸洗い可能
消耗品の有無 特になし
保証期間 １年間
修理対応期間 生産終了後５年間
耐用年数 ４年間

コスト

本体・付属品の定価 387,200 円（税込）
設置導入に伴う費用 初期設置工事、機器調整費用：別途相談
ランニングコスト 約２円 / １昇降（水道代）
教育研修費 無し

オプション 追加できる機能 無し

問合せ先
緊急時の問合せ先 0797-85-2551
デモ・貸出 有り
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

・適用身長（目安）140 ～ 180cm
・適用体重（目安）35 ～ 80kg
・座位が保てる方

対象者（介護者） 機器の操作が理解でき、介護可能な健康状態の方
専門職の関与 専門職の方は必要ないが、必ず付き添いの方が必要

禁止事項 禁止事項
・ 使用できない環境（場所）：全ての浴槽には設置できないので貸出前に設置可

能か確認要
・その他：大浴場への設置は不可

使用上の注意
安全に利用するための配慮 ・機器への移乗は必ず介護者が付き添い、ゆっくり移乗して転倒を予防する

・コントローラは手の届く所に設置して緊急時に停止できるようにする

倫理面の配慮 機器使用の画像撮影などの高齢者・介護者のプライバシーに関わる情報集・活
用等。同意書の取得

使用方法

使用方法

座って移乗する為のシャワーチェア等の準備及び高さ調整、低身長の方は踏み
台を準備する
①シャワーチェア等からバスアシトへの移乗
②足を浴槽内へ移動させる
③レバーの操作にて座面を下降させる
④コントローラの操作にて座面を上昇させる
⑤足を浴槽外へ出す
⑥シャワーチェアへ移乗する
介助者は移乗の補助、機器の操作、見守りを行う

使用環境
・ 動作環境：近くにシャワーホースがあり、十分な水圧がある（最低水圧：

0.1Mpa、推奨水圧：0.15 ～ 0.3Mpa）
・ 使用できない環境：シャワー水栓への接続が出来ない、全ての浴槽には設置で

きないので貸出前に設置可能か確認要

使用場面 シャワーチェア⇔バスアシスト本体への移乗
浴槽底への出入り

習熟期間 操作が簡単で、２から３日あれば十分に使いこなせる

高齢者に対する安全面の配慮 足や手が機器に挟まれる場合があるので使用時に利用者の足や手の位置を介護
者は確認する

介護者に対する安全面の配慮 特になし

効果

使用することで実現する高齢
者への効果 移乗時の緊張緩和による負荷軽減、抱え上げの廃止による皮膚の擦れ低減

使用することで実現する介護
者への効果 介助動作の腰部負荷軽減、腰痛リスク軽減、１人移乗が可能になる

使用することで実現する施設
への効果 労働環境改善、職場の魅力向上
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機器の仕様
支柱設置式の入浴用介護リフト（入浴支援ロボット）です。駆動方式は電動垂直昇降式で、巻き上げベルトが上下します。
アームは手動で旋回させます。最大吊り荷重は90kgの設定となり、90kgを超える過負荷がかかると過電流を検知し、安全上
の理由で停止します。手動旋回式のアームは、第一アーム＆第二アームの組み合わせで曲げ伸ばしができ、直径約2000mm
の範囲で旋回します。旋回範囲内では吊り降ろしの位置が自由に設定でき、巻き上げベルトは垂直に1600mm昇降するの
で、掘り下がった浴槽に対しても有効です。リフトが上昇する際、ストラップに張力がかかった段階を感知し、ベルトの巻き
上げを制御し、停止する動作を行います。吊り具の掛け忘れが無いか？きちんと掛かっているか？を確認する為に機械的に一
時停止をする重要な機構を兼ね備えています。

815,000 円 ～（本体のみ。設置部材・設置費・吊り具は別途）
販売価格販売開始

2023 年 7 月

機器の機能

電動巻き上げ式の介護用リフト。
【主な機能】本体ユニット部分（駆動部）＝
ベルト昇降式・アーム部分＝手動旋回式・
リモコン＝電波式ワイヤレスリモコン、検
知器（センサー）＝吊り上げ時に張力がか
かると感知し、作動を停止、非常降下＝停
電時等に手動で降ろす事が出来る安全装置
です。

問い合わせ先 株式会社ミクニライフ＆オート
住　所 〒349-1145　埼玉県加須市間口４５６－１
TEL 0480-31-8541 MAIL fukushi@mikuni.co.jp

所属部署 ケア事業部 担当者名 岩木、倉林

ミクニマイティエースⅡ
浴室セットROBO

株式会社ミクニライフ＆オート

機器の概要

品番・型番

ACE-MBRW-R

E-02　入浴支援

機器の写真
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パンフレット
等

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

試用期間中のサポート

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

貸出期間 貸出可能台数

製品カタログ https://www.mikuni-la.co.jp

取扱説明書 https://www.mikuni-la.co.jp

使用方法等の動画 https://youtu.be/k-jTWPQY1Mw

1 台1ヶ月～2ヶ月程度

試用開始後（導入時）にスタッフ向けの勉強会を実施。試用期間中、万が一不具合等で作動し
なかった場合の代替品対応、吊り具のご相談対応も可能。

浴室の現場下見をさせていただき、設置に必要な部材を用意します。脱衣所のコンセント
（ＡＣ１００Ｖ）を１箇所お借りします。在来工法の浴室、又はユニットバス・システムバスでも対
応が可能です。

E-02　入浴支援

機器の使用場面
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機器の仕様
支柱設置式の入浴用介護リフト（入浴支援ロボット）です。駆動方式は電動垂直昇降式で、巻き上げベルトが上下します。
アームは手動で旋回させます。最大吊り荷重は90kgの設定となり、90kgを超える過負荷がかかると過電流を検知し、安全上
の理由で停止します。手動旋回式のアームは、第一アーム＆第二アームの組み合わせで曲げ伸ばしができ、直径約2000mm
の範囲で旋回します。旋回範囲内では吊り降ろしの位置が自由に設定でき、巻き上げベルトは垂直に1600mm昇降するの
で、掘り下がった浴槽に対しても有効です。リフトが上昇する際、ストラップに張力がかかった段階を感知し、ベルトの巻き
上げを制御し、停止する動作を行います。吊り具の掛け忘れが無いか？きちんと掛かっているか？を確認する為に機械的に一
時停止をする重要な機構を兼ね備えています。

815,000 円 ～（本体のみ。設置部材・設置費・吊り具は別途）
販売価格販売開始

2023 年 7 月

機器の機能

電動巻き上げ式の介護用リフト。
【主な機能】本体ユニット部分（駆動部）＝
ベルト昇降式・アーム部分＝手動旋回式・
リモコン＝電波式ワイヤレスリモコン、検
知器（センサー）＝吊り上げ時に張力がか
かると感知し、作動を停止、非常降下＝停
電時等に手動で降ろす事が出来る安全装置
です。

問い合わせ先 株式会社ミクニライフ＆オート
住　所 〒349-1145　埼玉県加須市間口４５６－１
TEL 0480-31-8541 MAIL fukushi@mikuni.co.jp

所属部署 ケア事業部 担当者名 岩木、倉林

ミクニマイティエースⅡ
浴室セットROBO

株式会社ミクニライフ＆オート

機器の概要

品番・型番

ACE-MBRW-R

E-02　入浴支援

機器の写真
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 自力で立位をとることが困難で、座位をとっての自力移乗も困難な方。
２人以上の介護職員から抱え上げや全介助を受けないと入浴が困難な方

対象者（介護者）
一日に何人も、全介助や部分介助が必要な利用者、又は体重の重い利用者の入
浴介助動作を行わなければならない介護スタッフの方々で、負担軽減を行いた
いと思われている方

禁止事項 禁止事項 【使用出来ない条件】体重が９０kg を超える利用者に対しての使用。過負荷、
過電流

使用上の注意

注意事項 設置場所に関しては、浴室の構造によって適切な取付方法を検討する事

安全に利用するための配慮 リモコンスイッチが落下や水没をしないように注意する事。（ストラップ等の取
付を推奨、脱衣所での保管）

倫理面の配慮 利用者を脱衣させたまま使用するので、浴室内という観点から、プライバシー
の確保に配慮が必要

使用方法

使用方法 リモコンスイッチで、巻き上げベルトの伸縮は「上」「下」の操作。アーム部分
は手動で旋回させて、移乗する元の位置から移乗先まで動かす

使用環境 浴室内・脱衣所等、入り口や浴槽跨ぎに段差のある環境
使用場面 脱衣所⇔洗い場⇔浴槽間、洗い場⇔浴槽間、脱衣所⇔洗い場間

高齢者に対する安全面の配慮 身体への圧迫や締め付け等の拘束感、及び転落や落下・転倒による事故等が無く、
安全に入浴動作が出来る点

介護者に対する安全面の配慮 浴室という、滑りやすい環境・特に裸足での介助動作の為に無理な姿勢や不安
定な大勢をとっての転倒や腰痛、腱鞘炎等を防ぐ事が出来る点

効果

使用することで実現する高齢
者への効果

高齢者の身体機能面と介助者の負担面から、浴槽の中へ入って身体を温める事
を諦めてしまい、シャワー浴で対応していた方々が、浴槽へ出入りする事が可
能となる。それによって、日常生活の一環となる入浴動作が行えるようになり、
新陳代謝による血行の改善や運動効果、身心的にも清潔や生活の活力を保つ事
が出来るようにもなる

使用することで実現する介護
者への効果

介護者が、無理な姿勢や力を入れた介助動作をとる事がなく、安全に利用者の
入浴動作を支援する事が出来る点

使用することで実現する施設
への効果

介護職員の人員不足等により、対応が難しかった入浴支援動作も本機器を使う
事によって最低限の人員で対応が出来る点。また、利用者と介護者の双方が、
安全に入浴及び入浴支援が出来る点から、（主に）職員の身体を守る為の対策を
とっている施設という評判につながり、差別化になって人材も確保出来る点
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製　品　情　報

製　品 メーカー名 株式会社ミクニライフ＆オート
製 品 名 ミクニマイティエースⅡ浴室セットROBO 型　番 ACE-MBRW-R

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど
浴室・脱衣所。スペースに関しての制限は特に無いが、移動をお考えのスペー
ス（Ａ点からＢ点）の距離が直径で 2100mm 程度が好ましい。ユニットバス
への設置も可能

サイズ 支柱の長さ：2500mm までの寸法で任意。アームの長さは、最長：900mm、 
最短：700mm の設定につき、移動の距離によって設定が可能

重量（バッテリー含む） 本体重量：２４kg
材質 アルミ、ステンレス、樹脂、ゴム、その他
電源・バッテリー ＡＣ１００Ｖ　DC24V 変換
連続使用時間 規定なし
連続使用回数 規定なし

使用時の音 スイッチ操作時に「ピー音」が１回鳴る。作動時には、モーター・ベルト巻き
上げ音がする

緊急発報の方法
リモコンスイッチの電池残量が無くなりかけると、操作時に手元ランプが点滅
し、「ピー音」が鳴り続ける。本体部分に過負荷（過電流）がかかると、パイロッ
トランプが点滅する

安全性の認証取得

・ ＪＩＳ　Ｔ　９２４１準拠（静的強度試験・静的負荷試験・連続運転試験・放射妨害
電磁界強度試験）

・ＪＩＳ　Ｄ　０２０４準拠（高温試験・低温試験・騒音試験）
・ＪＩＳ　Ｃ　００３４（耐水試験）
・ＪＩＳ　Ｚ　０２３２（振動試験）

防水・防塵加工 本体：防水加工、リモコン：防水加工（ＩＰＸ６）
検知方式（センサー、画像など） センサーで、安全性を検知（過電流式変位センサ）
稼働方式 本体ユニット部分は、工具なしで取り外して持ち運びが可能

他の機器との連携・互換性 お身体に装着する吊り具部分（分離型シャワーキャリー等）との互換がとれ、
種類を変えることが可能

昇降速度 （ｍ／ｍｉｎ）上昇：１．９ｍ／下降：３．４ｍ

メンテナンス

準備・片付け 使用前にメイン電源（スイッチ）を入れ、使用後には電源を切る

保管方法 本体は浴室内でそのまま保管が可能。操作用リモコンは、使用後に脱衣所等の
湿気の無い場所で保管のこと

メーカーによるメンテナンス 使用頻度により、１年又は３年に１度の定期点検（メンテナンスパック）を推奨
ユーザーによるお手入れ 使用後は電源を切っておくこと。乾いた布での拭き掃除程度で大丈夫
消耗品の有無 関節部・先端部のゴム部品、シャワーキャリーのシート生地部分は消耗品
保証期間 １年間
修理対応期間 本製品の生産・販売終了後から約６年
耐用年数 ８年（設計上の標準使用期間として設定）

コスト
本体・付属品の定価 本体：￥８１５，０００（※オプション品は別途）／取付部材：￥４５，０００～￥８５，０００

／バスキャリー￥２０５，０００（その他種類あり）設置費用及び送料：別途
ランニングコスト 電気代：約２００円／１ヶ月（１時間／１日ご使用×３０日間の計算）
教育研修費 スタッフに対する、本機器の使用方法を含めた勉強会（費用は別途）

オプション 追加できる機能 一時停止機構の設定（検知出来る負荷・体重の設定）

問合せ先

緊急時の問合せ先 ㈱ミクニライフ＆オート　ＴＥＬ：0480-31-8541

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

① 浴室で使用するが、湿気等大丈夫か？　→　本体は防水仕様になっており、
錆びにくい材質を使用しているので、大丈夫。

② 浴室内で電気を使用して、心配はないか？　→　交流 AC100V を直流
ＤＣ２４Ｖに変圧しており、浴室で使用しても感電や漏電等の心配はない。

③ ユニットバスへの設置は可能か？　→　可能。過去に設置した浴室の半分以
上がユニットバスである。施工方法については別途お問合せのこと。
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 自力で立位をとることが困難で、座位をとっての自力移乗も困難な方。
２人以上の介護職員から抱え上げや全介助を受けないと入浴が困難な方

対象者（介護者）
一日に何人も、全介助や部分介助が必要な利用者、又は体重の重い利用者の入
浴介助動作を行わなければならない介護スタッフの方々で、負担軽減を行いた
いと思われている方

禁止事項 禁止事項 【使用出来ない条件】体重が９０kg を超える利用者に対しての使用。過負荷、
過電流

使用上の注意

注意事項 設置場所に関しては、浴室の構造によって適切な取付方法を検討する事

安全に利用するための配慮 リモコンスイッチが落下や水没をしないように注意する事。（ストラップ等の取
付を推奨、脱衣所での保管）

倫理面の配慮 利用者を脱衣させたまま使用するので、浴室内という観点から、プライバシー
の確保に配慮が必要

使用方法

使用方法 リモコンスイッチで、巻き上げベルトの伸縮は「上」「下」の操作。アーム部分
は手動で旋回させて、移乗する元の位置から移乗先まで動かす

使用環境 浴室内・脱衣所等、入り口や浴槽跨ぎに段差のある環境
使用場面 脱衣所⇔洗い場⇔浴槽間、洗い場⇔浴槽間、脱衣所⇔洗い場間

高齢者に対する安全面の配慮 身体への圧迫や締め付け等の拘束感、及び転落や落下・転倒による事故等が無く、
安全に入浴動作が出来る点

介護者に対する安全面の配慮 浴室という、滑りやすい環境・特に裸足での介助動作の為に無理な姿勢や不安
定な大勢をとっての転倒や腰痛、腱鞘炎等を防ぐ事が出来る点

効果

使用することで実現する高齢
者への効果

高齢者の身体機能面と介助者の負担面から、浴槽の中へ入って身体を温める事
を諦めてしまい、シャワー浴で対応していた方々が、浴槽へ出入りする事が可
能となる。それによって、日常生活の一環となる入浴動作が行えるようになり、
新陳代謝による血行の改善や運動効果、身心的にも清潔や生活の活力を保つ事
が出来るようにもなる

使用することで実現する介護
者への効果

介護者が、無理な姿勢や力を入れた介助動作をとる事がなく、安全に利用者の
入浴動作を支援する事が出来る点

使用することで実現する施設
への効果

介護職員の人員不足等により、対応が難しかった入浴支援動作も本機器を使う
事によって最低限の人員で対応が出来る点。また、利用者と介護者の双方が、
安全に入浴及び入浴支援が出来る点から、（主に）職員の身体を守る為の対策を
とっている施設という評判につながり、差別化になって人材も確保出来る点
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機器の仕様

機器の概要

F-01　介護業務支援

サイズ：［排泄検知ユニット］ 76mm × 32mm × 30mm
　　　　［制御ボックス］ 210mm × 50mm × 245mm
　　　　［個人識別センサ］ 50mm × 51mm × 179mm
防水性能：ＩＰＸ５（排泄検知ユニット）
ネットワーク：無線ＬＡＮ　ＩＥＥＥ 802.11 b/g/n（2.4GHz）
動作環境：0 ～ 40℃、10 ～ 90%（結露しないこと）
排泄情報：［排尿］時間（５段階）、色（９段階）
　　　　　［排便］性状（７段階）、量（５段階）、色（７段階）
　　　　　 ブリストルスケールやＰＯＯマスター「おまかせうんチッチ」に準拠
通知情報：入室、着座、排泄開始、排泄終了、退座、退室
◆ ほとんどの便器にそのまま設置できます。また、簡単に清掃ができます。
◆ センサデータは機器に保存せずに即時廃棄しますので、プライバシーに配慮しています。
◆ 取り外し簡単なので、個人トイレ間の移設も職員自ら行うことができます。

販売開始
2021 年 12 月 構成により価格が異なるためご相談ください。

販売価格

NEC サニタリー利用記録システム

機器の機能

トイレ利用者の排泄状況および排泄情報が
自動記録されるとともに、スマートフォン
にリアルタイムに通知されます。また、過
去の統計情報を日／週／月単位で確認でき
ます。オプションの個人識別センサを利用
することにより、複数の利用者を自動で識
別し、利用者ごとに排泄情報を管理できま
す。対応する介護記録ソフトと記録データ
を連携し、介護記録ソフト上で排泄記録を
見ることができるオプションサービスがあ
ります。

問い合わせ先 NECプラットフォームズ株式会社
住　所 〒980-0021　宮城県仙台市青葉区中央三丁目 4-7（メットライフ仙台ビル）
MAIL support_sanitary@necpf.jp.nec.com

NECサニタリー利用記録システム
NEC プラットフォームズ株式会社 品番・型番

NWA-A10508-F0W-01
他
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

試用期間中のサポート

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

貸出期間 貸出可能台数

F-01　介護業務支援

パンフレット
等

製品カタログ https : //www.necp lat forms .co . jp/ 
solution/sanitary/

使用方法等の動画 https://youtu.be/qfd0Huw5-zA

機器の使用場面

1-2 台程度（要相談）１ヶ月

ヘルプセンター（月～金：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00）によるメールでのサポート
弊社による設置、使用方法の説明を致します。

・インターネットにアクセスできるＷｉ－Ｆｉ環境
・スマートフォン／タブレット端末（Android，iPhone，iPad 対応）
・トイレ設備（既存トイレ）および電源（AC100V）
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機器の仕様

機器の概要

F-01　介護業務支援

サイズ：［排泄検知ユニット］ 76mm × 32mm × 30mm
　　　　［制御ボックス］ 210mm × 50mm × 245mm
　　　　［個人識別センサ］ 50mm × 51mm × 179mm
防水性能：ＩＰＸ５（排泄検知ユニット）
ネットワーク：無線ＬＡＮ　ＩＥＥＥ 802.11 b/g/n（2.4GHz）
動作環境：0 ～ 40℃、10 ～ 90%（結露しないこと）
排泄情報：［排尿］時間（５段階）、色（９段階）
　　　　　［排便］性状（７段階）、量（５段階）、色（７段階）
　　　　　 ブリストルスケールやＰＯＯマスター「おまかせうんチッチ」に準拠
通知情報：入室、着座、排泄開始、排泄終了、退座、退室
◆ ほとんどの便器にそのまま設置できます。また、簡単に清掃ができます。
◆ センサデータは機器に保存せずに即時廃棄しますので、プライバシーに配慮しています。
◆ 取り外し簡単なので、個人トイレ間の移設も職員自ら行うことができます。

販売開始
2021 年 12 月 構成により価格が異なるためご相談ください。

販売価格

NEC サニタリー利用記録システム

機器の機能

トイレ利用者の排泄状況および排泄情報が
自動記録されるとともに、スマートフォン
にリアルタイムに通知されます。また、過
去の統計情報を日／週／月単位で確認でき
ます。オプションの個人識別センサを利用
することにより、複数の利用者を自動で識
別し、利用者ごとに排泄情報を管理できま
す。対応する介護記録ソフトと記録データ
を連携し、介護記録ソフト上で排泄記録を
見ることができるオプションサービスがあ
ります。

問い合わせ先 NECプラットフォームズ株式会社
住　所 〒980-0021　宮城県仙台市青葉区中央三丁目 4-7（メットライフ仙台ビル）
MAIL support_sanitary@necpf.jp.nec.com

NECサニタリー利用記録システム
NEC プラットフォームズ株式会社 品番・型番

NWA-A10508-F0W-01
他
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

・ 介助付き有無問わず座位でトイレ利用される方、とくにトイレでの排泄状況の
把握がし辛い方や、トイレでの排泄前後に介助を必要とするがそれを伝えられ
ない方

対象者（介護者） ・ 高齢者の尊厳を配慮したトイレ見守りをしたい方、トイレ介助の負担を軽減し
たい方、排泄情報を自動的に記録したい方など

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：トイレ以外の場所、和式便器、特殊な形状の便器
・その他：分解、改造、オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直

ちに使用を中止し、コンセントから電源プラグを抜くこと
・タコ足配線は行わない
・清掃時はコンセントから電源プラグを抜くこと

安全に利用するための配慮 ・ 制御ボックスや個人識別センサには水などの液体をかけない。水などが直接か
かる場所や湿気の多い場所で使用しない

倫理面の配慮
・利用者本人、家族、介護者から同意書を取得する
・センサー情報は保存せず、即時廃棄し、プライバシーに配慮している
・サービス利用解約後、サーバの個人情報を廃棄する

使用方法

使用方法 利用者はこれまでどおりトイレを利用するだけとなる
施設職員はスマートフォンにアプリを入れて利用者登録等を行うことで利用する

使用環境

・気温 0℃～ 40℃
・湿度 10% ～ 90%（但し、結露しないこと）
・センサーレンズ、カメラを覆い隠さない事
・入室時に顔が捉えられる位置へ個人識別センサを設置
・便器を利用
・Ｗｉ－Ｆｉ環境

使用場面
・離れた場所から利用者のトイレの利用状況を把握したいとき
・適切なタイミングで利用者のトイレ介助を行いたいとき
・利用者へヒアリングすることなく排泄状況を把握したいとき
・排泄情報を自動的に記録したいとき

高齢者に対する安全面の配慮 ・制御ボックスやケーブルは足元が引っかからない位置に配置する
・ケーブル類はケーブルモール等で固定する

介護者に対する安全面の配慮 ・制御ボックスやケーブルは足元が引っかからない位置に配置する
・ケーブル類はケーブルモール等で固定する

効果

使用することで実現する高齢
者への効果 尊厳の確保、ＱＯＬ向上、自立支援向上

使用することで実現する介護
者への効果 職員の負担軽減、高齢者の排泄状況の把握

使用することで実現する施設
への効果 作業時間の削減、確認者の主観を排除した排泄情報の自動記録
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製　品　情　報

製　品 メーカー名 NECプラットフォームズ株式会社
製 品 名 NECサニタリー利用記録システム 型　番 NWA-A10508-F0W-01　他

項 目 内 容

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど Ｗｉ－Ｆｉ通信（2.4GHz）が届くトイレ

設置場所
［排泄検知ユニット］ 便器
［制御ボックス］ 便器付近の床
［個人識別センサ］ トイレ内の壁（共用トイレの場合）

設置方法
［排泄検知ユニット］ 専用固定金具で便器へ取付け
［制御ボックス］ 床置き
［個人識別センサ］ 壁取付け （共用トイレの場合）

サイズ
［排泄検知ユニット］ 76mm × 32mm × 30mm
［制御ボックス］ 210mm × 50mm × 245mm
［個人識別センサ］ 50mm × 51mm × 179mm

重量（バッテリー含む） 1.2kg（ＡＣアダプタ含む）
電源・バッテリー AC100V
使用時の音 状況に応じて制御ボックスからブザー音やスマホから通知音、音声読み上げあり
緊急発報の方法 スマホにアラート通知が発せられる

安全性の認証取得
・ＡＣアダプタは「特定電気用品」用の認証（◇ＰＳＥマーク）取得
・かわさき基準（ＫＩＳ）認証
・内部通信モジュールは技適取得

防水・防塵加工 防水性能 ：ＩＰＸ５（排泄検知ユニット）

検知方式（センサー、画像など）・センサーで入退室検知、画像解析で個人識別
・センサーで着座、退座検知、画像解析で排泄物識別

検知範囲 ・共用トイレの場合は、2.4m x 2.4m 以内のトイレ空間であること

最大見守り人数 ・ 共用トイレの場合、1 つのトイレ空間内に利用者 1 人まで（介護者を含めて 3
人まで）

必要な通信環境 ・Ｗｉ－Ｆｉ環境（2.4GHz）およびインターネット環境

必要なシステム・設備 ・専用アプリをインストールしたスマートフォン、タブレット等
・プリンタ（排泄記録の印刷をする場合）

データの記録機能、有無と内
容

・排泄情報
［排尿］時間（5 段階）、色（9 段階）
［排便］  性状（7 段階）、大きさ（5 段階）、色（7 段階） 

ブリストルスケールやＰＯＯマスター「おまかせうんチッチ」に準拠
・ 時刻情報 

入室日時、着座日時、排泄開始日時、排泄終了日時、退座日時、退室日時
他の機器との連携・互換性 ・介護記録ソフトとの連携可能

メンテナンス

メーカーによるメンテナンス
・リモートから制御ボックスのソフトウェアバージョンアップ
・ 不具合の場合、電話、メールにて対応。必要に応じて、現地で不具合の確認・

適切な処置（必要と認められれば、本体の交換）を行う
・クラウドサーバの定期メンテナンス、システムバージョンアップ

ユーザーによるお手入れ
・排泄検知ユニットの清掃
・制御ボックスの清掃
・個人識別センサの清掃

消耗品の有無 ・特になし
保証期間 1 年間（最長 4 年間までの延長保証サービスあり）
耐用年数 約 5 年

コスト
本体・付属品の定価 オープン価格
ランニングコスト オープン価格

オプション 追加できる機能 ・介護記録ソフトとの連携
問合せ先 緊急時の問合せ先 support_sanitary@necpf.jp.nec.com
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者）

・ 介助付き有無問わず座位でトイレ利用される方、とくにトイレでの排泄状況の
把握がし辛い方や、トイレでの排泄前後に介助を必要とするがそれを伝えられ
ない方

対象者（介護者） ・ 高齢者の尊厳を配慮したトイレ見守りをしたい方、トイレ介助の負担を軽減し
たい方、排泄情報を自動的に記録したい方など

禁止事項 禁止事項 ・使用できない環境（場所）：トイレ以外の場所、和式便器、特殊な形状の便器
・その他：分解、改造、オーバーホール

使用上の注意

注意事項
・ 使用中に煙が出る、においがする、異常な音がするなどの症状が発生したら直

ちに使用を中止し、コンセントから電源プラグを抜くこと
・タコ足配線は行わない
・清掃時はコンセントから電源プラグを抜くこと

安全に利用するための配慮 ・ 制御ボックスや個人識別センサには水などの液体をかけない。水などが直接か
かる場所や湿気の多い場所で使用しない

倫理面の配慮
・利用者本人、家族、介護者から同意書を取得する
・センサー情報は保存せず、即時廃棄し、プライバシーに配慮している
・サービス利用解約後、サーバの個人情報を廃棄する

使用方法

使用方法 利用者はこれまでどおりトイレを利用するだけとなる
施設職員はスマートフォンにアプリを入れて利用者登録等を行うことで利用する

使用環境

・気温 0℃～ 40℃
・湿度 10% ～ 90%（但し、結露しないこと）
・センサーレンズ、カメラを覆い隠さない事
・入室時に顔が捉えられる位置へ個人識別センサを設置
・便器を利用
・Ｗｉ－Ｆｉ環境

使用場面
・離れた場所から利用者のトイレの利用状況を把握したいとき
・適切なタイミングで利用者のトイレ介助を行いたいとき
・利用者へヒアリングすることなく排泄状況を把握したいとき
・排泄情報を自動的に記録したいとき

高齢者に対する安全面の配慮 ・制御ボックスやケーブルは足元が引っかからない位置に配置する
・ケーブル類はケーブルモール等で固定する

介護者に対する安全面の配慮 ・制御ボックスやケーブルは足元が引っかからない位置に配置する
・ケーブル類はケーブルモール等で固定する

効果

使用することで実現する高齢
者への効果 尊厳の確保、ＱＯＬ向上、自立支援向上

使用することで実現する介護
者への効果 職員の負担軽減、高齢者の排泄状況の把握

使用することで実現する施設
への効果 作業時間の削減、確認者の主観を排除した排泄情報の自動記録
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機器の仕様

機器の概要

F-02　介護業務支援

・サイズ：幅53×奥行63×高さ76～90cm（便座までの高さ35～49cm［1cmピッチ］）
・重量：13.5kg
・バケツ容量：約9L
・定格：（ＡＣアダプター）入力：AC100V・50/60Hz、出力：DC5.0V
・消費電力：約1W
・BluetoothⓇ規格：4.2
・無線ＬＡＮ規格：IEEE 802.11b/g/n（nは2.4GHzのみ）
・コード長：ＡＣアダプター：約1.9m
・計量範囲：0～5kg、計測精度：±30g
・着座と離座の判断
　着座判定：着座後10秒、離座判定：離座後約3秒

TAISコード
00221-000739

販売開始
2023 年 11 月 132,000 円（税込み）

販売価格

機器の写真

機器の機能

スマホやタブレットで「日々の排泄記録」
と「排泄状態の通知」を受け取れるポー
タブルトイレです。自動で計測できる情報
は「排泄重量」「着座時刻」「着座時間」で
す。自動的に計測し記録することで排泄リ
ズム、頻尿、便秘、脱水症状などの健康状
態を把握できます。通知される情報は「着
座／離座」「長時間着座」「バケツ交換」で
す。排泄状況を通知することで、見守り負
担や排泄介助の負担を軽減することができ
ます。

問い合わせ先 アロン化成株式会社
住　所 〒105-0003　東京都港区西新橋 2-8-6 住友不動産日比谷ビル 8F
TEL 03-3502-1448 MAIL takuya_sakaguchi@aronkasei.co.jp
FAX 03-3502-1452

所属部署 ライフサポート事業部 担当者名 坂口拓也

ポータブルトイレ　FX－30
標準便座　自動計測タイプ

アロン化成株式会社 品番・型番

532-990
532-991
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製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

試用期間中のサポート

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

パンフレット
等

F-02　介護業務支援

製品カタログ https://www.aronkasei.co.jp/anju/ 
products/1006873/

取扱説明書
https://www.aronkasei.co.jp/anju/wp-content/ 
themes/anju_theme/media/manual/01haisetsu/ 
jyushi_portable/fx-30_jidoukeisoku_manual01.pdf

使用方法等の動画 https://youtu.be/DPktSMA1x9w

初期設定方法の 
動画

https://youtu.be/rjhFKUvYBY0

貸出可能台数 1 台貸出期間 2 週間から 1 か月程度

・ 試用期間中に不明点があれば、メール、電話、Web 会議システムでサポートさせていただき
ます。お気軽にお問い合わせください。

・施設や居宅の無線ＬＡＮを使って通信しますので事前に無線ＬＡＮの設備をご用意ください。
・アプリのダウンロード及びサービスはインターネットへ常時接続が必要です。
・スマホまたはタブレットをご用意ください。

機器の使用場面
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機器の仕様

機器の概要

F-02　介護業務支援

・サイズ：幅53×奥行63×高さ76～90cm（便座までの高さ35～49cm［1cmピッチ］）
・重量：13.5kg
・バケツ容量：約9L
・定格：（ＡＣアダプター）入力：AC100V・50/60Hz、出力：DC5.0V
・消費電力：約1W
・BluetoothⓇ規格：4.2
・無線ＬＡＮ規格：IEEE 802.11b/g/n（nは2.4GHzのみ）
・コード長：ＡＣアダプター：約1.9m
・計量範囲：0～5kg、計測精度：±30g
・着座と離座の判断
　着座判定：着座後10秒、離座判定：離座後約3秒

TAISコード
00221-000739

販売開始
2023 年 11 月 132,000 円（税込み）

販売価格

機器の写真

機器の機能

スマホやタブレットで「日々の排泄記録」
と「排泄状態の通知」を受け取れるポー
タブルトイレです。自動で計測できる情報
は「排泄重量」「着座時刻」「着座時間」で
す。自動的に計測し記録することで排泄リ
ズム、頻尿、便秘、脱水症状などの健康状
態を把握できます。通知される情報は「着
座／離座」「長時間着座」「バケツ交換」で
す。排泄状況を通知することで、見守り負
担や排泄介助の負担を軽減することができ
ます。

問い合わせ先 アロン化成株式会社
住　所 〒105-0003　東京都港区西新橋 2-8-6 住友不動産日比谷ビル 8F
TEL 03-3502-1448 MAIL takuya_sakaguchi@aronkasei.co.jp
FAX 03-3502-1452

所属部署 ライフサポート事業部 担当者名 坂口拓也

ポータブルトイレ　FX－30
標準便座　自動計測タイプ

アロン化成株式会社 品番・型番

532-990
532-991
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 座位が保てる方、又は介助者や補助器具を使って座位を保てる方
対象者（介護者） 介護者全員

専門職の関与 特に無いが、排泄データを用いた排泄アセスメントが必要な場合は、看護師や
専門職の関与が望ましい

禁止事項 禁止事項

・絶対に分解、修理、改造をしないこと
・ 介助者がいない場合、自分自身の身体を十分に安定させられない時は使用しな

いこと
・脚部固定ナットが緩んだ状態で使用しないこと
・体重が 100kg を超える方は使用しないこと
・不安定な場所や近くに火気や水気がある場所には設置しないこと
・製品に過度な力や強い衝撃を加えないこと
・立ち座り時にペーパーホルダーや側方ガードを手すり代わりに使用しないこと

使用上の注意

注意事項

・制御ボックスやコードを引っ張って製品を移動させないこと
・立ち小便でトイレ利用しないこと
・ＡＣアダプターのコードを移動経路上に設置しないこと
・着座センサーカバーの表面を傷つけないこと
・バケツの中には水・汚物を 5kg 以上溜めないこと
・バケツのふたをバケツにセットしたままトイレに座らないこと

安全に利用するための配慮 ・取扱説明書の『安全上のご注意』を参照のこと

誤報の有無

【着座状況の検知機能】
・通信環境により誤検知の可能性や検知できない場合がある
・本製品は利用者の着座状態を把握するための補助的なシステムである
【排泄重量の測定機能】
・ 平坦で固い床の上で安定した場所に置くこと（絨毯等の上では正しく重量計測

できない可能性があるため）
・振動の激しい場所に設置及び保管しないこと
・汚物処理袋を使用しないこと（重量誤差が大きくなり正しく計測できないため）

使用上の注意 ・取扱説明書の『安全上のご注意』を参照のこと

倫理面の配慮
・自動計測トイレプライバシーポリシーを参照のこと
https://www.aronkasei.co.jp/anju/wp-content/themes/anju_theme/ 
media/manual/01haisetsu/fx30_privacypolicy01.pdf

使用方法

使用方法

1. 利用者の状態に合わせてトイレ各部を調整し電源を入れる
2. スマホ／タブレット、無線ＬＡＮ、ルーターの準備をする
3. アプリをダウンロードしてログインする
4. アプリの初期設定を行う
5. バケツに水を入れてアプリのバケツ重量リセットをタップし、トイレを利用

する
6. トイレの利用状況や排泄状況をアプリで確認・分析する。

使用環境
・温度：5 ～ 35℃
・湿度：45 ～ 85%（ただし結露無きこと）
・設置場所：平面で振動が生じない場所
・通信環境：無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ（2.4GHz のみ））の電波が届く場所

使用場面 ・ベッドサイドに設置して排泄に使用
・排泄パターンの把握やポータブルトイレの見守り時に使用

習熟期間 ・基本操作は即日可能
高齢者に対する安全面の配慮 ・取扱説明書の『ご使用の前に』『使いましょう』を参照のこと
介護者に対する安全面の配慮 ・取扱説明書の『ご使用の前に』『使いましょう』を参照のこと
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製　品　情　報

製　品 メーカー名 アロン化成株式会社
製 品 名 ポータブルトイレ FX－30 標準便座 自動計測タイプ 型  番 532-990 / 532-991

項 目 内 容

効果

使用することで実現する高齢
者への効果

・トイレ着座状況や長時間着座状況の把握による事故リスク低減
・ 排泄パターンの把握による自立支援（適切なトイレ誘導による自立排泄向上、

失禁減少）

使用することで実現する介護
者への効果

・ トイレ利用時刻と排泄重量を自動測定、記録することによる排泄記録作成負担
軽減

・排泄重量の測定精度向上
・排泄パターンの情報共有によるケアの質向上
・頻尿や便秘に伴う服薬時の排泄量変化の評価への活用

使用することで実現する施設
への効果

・排泄パターンを把握し在宅復帰トレーニングへ活用
・排泄パターンを把握しおむつ・パッドの使用量最適化
・ 排泄状況を把握することによる適切なタイミングでのバケツ洗浄とそれによる

居室のニオイ低減

仕様、構造

サイズ ・幅 53 ×奥行 63 ×高さ 76 ～ 90cm
重量（バッテリー含む） ・13.5kg

材質
・（本体・バケツ・ひじ掛け）ＰＰ
・（前脚）ＡＢＳ
・（背もたれクッション）ＰＥ

電源・バッテリー ・（ＡＣアダプター）入力：AC100V・50/60Hz、出力：DC5.0V
連続使用回数 ・バケツの中の水・汚物は 5kg 以上溜めないこと
検知方式（センサー、画像など）・赤外線センサー、重量センサー

反応速度（タイムラグ） ・着座判定：着座後 10 秒、離座判定：離座後約 3 秒
　（ただし通信環境により検知が遅れる場合あり）

最大見守り人数 ・1 アプリにつき 30 台まで連携可能

必要な通信環境
・ 施設や居宅の無線ＬＡＮを使って通信するため、事前に無線ＬＡＮ（2.4GHz

のみ）の設備を用意すること
・アプリのダウンロード及びサービスはインターネットへ常時接続が必要

必要なシステム・設備
・専用アプリを使用するため、対応するスマートフォン、またはタブレットが必要
・対応機種一覧は以下の通り
https://www.aronkasei.co.jp/anju/wp-content/themes/anju_theme/ 
media/manual/01haisetsu/fx30_compatiblemodels01.pdf

データの記録機能、有無と内容 ・無線ＬＡＮでポータブルトイレからデータを送信し専用アプリで確認が可能

メンテナンス

準備・片付け
・初回のみ初期設定を実施
・使用前にはバケツに水を 1L 入れ、バケツ重量リセットボタンをタップ
・使用後はバケツの汚物処理を行う

保管方法 ・屋外に放置したり直射日光に当てたりしないこと
・製品の上に重量物を乗せた状態で保管しないこと

メーカーによるメンテナンス ・不具合があった場合はメール、電話にて連絡のこと
ユーザーによるお手入れ ・取扱説明書の『お手入れしましょう』を参照のこと

消耗品の有無 ・なし（交換用バケツなどの販売はあり）
　（スマートフォン、またはタブレットは介護施設の物を使用すること）

保証期間 ・取扱説明書の『保障とアフターサービス』を参照のこと
修理対応期間 ・取扱説明書の『保障とアフターサービス』を参照のこと
耐用年数 ・約 5 年

コスト
本体・付属品の定価 132,000 円（税込）
ランニングコスト 専用アプリは無料で提供

問合せ先

緊急時の問合せ先 03-3502-1448
デモ・貸出 03-3502-1448

よくある質問（Ｑ＆Ａ） https://www.aronkasei.co.jp/anju/wp-content/themes/anju_theme/ 
media/manual/01haisetsu/fx30_jidoukeisoku_faq01.pdf
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用

対象者（高齢者） 座位が保てる方、又は介助者や補助器具を使って座位を保てる方
対象者（介護者） 介護者全員

専門職の関与 特に無いが、排泄データを用いた排泄アセスメントが必要な場合は、看護師や
専門職の関与が望ましい

禁止事項 禁止事項

・絶対に分解、修理、改造をしないこと
・ 介助者がいない場合、自分自身の身体を十分に安定させられない時は使用しな

いこと
・脚部固定ナットが緩んだ状態で使用しないこと
・体重が 100kg を超える方は使用しないこと
・不安定な場所や近くに火気や水気がある場所には設置しないこと
・製品に過度な力や強い衝撃を加えないこと
・立ち座り時にペーパーホルダーや側方ガードを手すり代わりに使用しないこと

使用上の注意

注意事項

・制御ボックスやコードを引っ張って製品を移動させないこと
・立ち小便でトイレ利用しないこと
・ＡＣアダプターのコードを移動経路上に設置しないこと
・着座センサーカバーの表面を傷つけないこと
・バケツの中には水・汚物を 5kg 以上溜めないこと
・バケツのふたをバケツにセットしたままトイレに座らないこと

安全に利用するための配慮 ・取扱説明書の『安全上のご注意』を参照のこと

誤報の有無

【着座状況の検知機能】
・通信環境により誤検知の可能性や検知できない場合がある
・本製品は利用者の着座状態を把握するための補助的なシステムである
【排泄重量の測定機能】
・ 平坦で固い床の上で安定した場所に置くこと（絨毯等の上では正しく重量計測

できない可能性があるため）
・振動の激しい場所に設置及び保管しないこと
・汚物処理袋を使用しないこと（重量誤差が大きくなり正しく計測できないため）

使用上の注意 ・取扱説明書の『安全上のご注意』を参照のこと

倫理面の配慮
・自動計測トイレプライバシーポリシーを参照のこと
https://www.aronkasei.co.jp/anju/wp-content/themes/anju_theme/ 
media/manual/01haisetsu/fx30_privacypolicy01.pdf

使用方法

使用方法

1. 利用者の状態に合わせてトイレ各部を調整し電源を入れる
2. スマホ／タブレット、無線ＬＡＮ、ルーターの準備をする
3. アプリをダウンロードしてログインする
4. アプリの初期設定を行う
5. バケツに水を入れてアプリのバケツ重量リセットをタップし、トイレを利用

する
6. トイレの利用状況や排泄状況をアプリで確認・分析する。

使用環境
・温度：5 ～ 35℃
・湿度：45 ～ 85%（ただし結露無きこと）
・設置場所：平面で振動が生じない場所
・通信環境：無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ（2.4GHz のみ））の電波が届く場所

使用場面 ・ベッドサイドに設置して排泄に使用
・排泄パターンの把握やポータブルトイレの見守り時に使用

習熟期間 ・基本操作は即日可能
高齢者に対する安全面の配慮 ・取扱説明書の『ご使用の前に』『使いましょう』を参照のこと
介護者に対する安全面の配慮 ・取扱説明書の『ご使用の前に』『使いましょう』を参照のこと
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機器の機能

機器の概要

機器の仕様

F-03　介護業務支援

システム構成
・入力に特化したAndroidスマホ用アプリ
・�データ検索、可視化の可能なWebアプリ（Googleスプレッ
ドに出力可）

特徴
【通信圏外でも利用可能！オフライン利用】入力に必要なのはスマ
ホ本体だけ
　ネットにつながらない状態（オフライン）でも入力できますの
で、施設ではデータ通信契約やＷｉ－Ｆｉの全館敷設も不要です
※閲覧用ＰＣと施設で1カ所はＷｉ－Ｆｉが必要です

【優れた操作性と視認性】スマホが苦手な方でも、新人の方にもお
すすめ！
　たった２つの画面で簡単操作

【施設の運用に併せてカスタマイズ可能】必要な入力項目のみを
表示します！
　入力項目を事業所に合わせてカスタマイズ
　介護記録、業務記録、それぞれの時間測定も可能
　出力帳票もスプレッドシートでカスタマイズ可能

【AIによる行動予測】AIにより介護記録を自動化！
　過去の記録とスマホセンサデータで行動を予測
　記録内容詳細も予測

【DXコンサルティング】
　介護ITインストラクターが運用のサポートやDXコンサルティ
ングを提供します

販売開始
2020年 12月 初期費用（都度御見積　22万円～33万円程度）

初期費用無しパッケージあり（ご相談）
月額費用 27,500 円～（税込み）

販売価格

記録を楽に、さらにデータ活用も PC管理画面

FonLog（フォンログ）とは国立大学法人
九州工業大学で開発された記録AI アプリ
です。入力に特化した画面設計やスマホ行
動認識技術により、記録業務効率を大幅に
改善します。入力項目や出力帳票は自由
に設定できるため、業務記録など生産性向
上のために必要なデータを楽に収集できま
す。さらに、ストップウォッチ機能でタイ
ムスタディが行え、生産性向上に向けた業
務の「見える化」が可能です。

問い合わせ先 合同会社AUTOCARE
住　所 〒808-0139　北九州市若松区小敷ひびきの 2-10-6
MAIL autocare@autocare.ai
担当者名 岸田

ケア記録AIアプリFonLog（フォンログ）
合同会社 AUTOCARE
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試用期間中のサポート

必須環境・推奨環境

機 器 の 貸 出

貸出期間

製品に関する詳細については各企業にお問合せ下さい。

パンフレット
等

F-03　介護業務支援

製品カタログ https://autocare.ai/fonlog

使用方法等の動画 https://youtu.be/21pxsqT9xd0?si=9y10izo 
7jja7ewbh

「スマホを持つ」から始める タイムスタディ

貸出可能台数 Android スマホ ２台程度（要相談）2 週間から 1 か月程度

介護 IT インストラクターが、入力項目の設定、出力帳票の検討、データ分析の内容などをサポー
トします。

< スマートフォン >　ＯＳ：Android　Ver. 8.0 以上　　メモリー：２GB 以上　ストレージ
容量：16GB 以上　バッテリー容量：3500 ｍ Ah 以上　ディスプレイ：5.5 インチ以上
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機器の機能

機器の概要

機器の仕様

F-03　介護業務支援

システム構成
・入力に特化したAndroidスマホ用アプリ
・�データ検索、可視化の可能なWebアプリ（Googleスプレッ
ドに出力可）

特徴
【通信圏外でも利用可能！オフライン利用】入力に必要なのはスマ
ホ本体だけ
　ネットにつながらない状態（オフライン）でも入力できますの
で、施設ではデータ通信契約やＷｉ－Ｆｉの全館敷設も不要です
※閲覧用ＰＣと施設で1カ所はＷｉ－Ｆｉが必要です

【優れた操作性と視認性】スマホが苦手な方でも、新人の方にもお
すすめ！
　たった２つの画面で簡単操作

【施設の運用に併せてカスタマイズ可能】必要な入力項目のみを
表示します！
　入力項目を事業所に合わせてカスタマイズ
　介護記録、業務記録、それぞれの時間測定も可能
　出力帳票もスプレッドシートでカスタマイズ可能

【AIによる行動予測】AIにより介護記録を自動化！
　過去の記録とスマホセンサデータで行動を予測
　記録内容詳細も予測

【DXコンサルティング】
　介護ITインストラクターが運用のサポートやDXコンサルティ
ングを提供します

販売開始
2020年 12月 初期費用（都度御見積　22万円～33万円程度）

初期費用無しパッケージあり（ご相談）
月額費用 27,500 円～（税込み）

販売価格

記録を楽に、さらにデータ活用も PC管理画面

FonLog（フォンログ）とは国立大学法人
九州工業大学で開発された記録AI アプリ
です。入力に特化した画面設計やスマホ行
動認識技術により、記録業務効率を大幅に
改善します。入力項目や出力帳票は自由
に設定できるため、業務記録など生産性向
上のために必要なデータを楽に収集できま
す。さらに、ストップウォッチ機能でタイ
ムスタディが行え、生産性向上に向けた業
務の「見える化」が可能です。

問い合わせ先 合同会社AUTOCARE
住　所 〒808-0139　北九州市若松区小敷ひびきの 2-10-6
MAIL autocare@autocare.ai
担当者名 岸田

ケア記録AIアプリFonLog（フォンログ）
合同会社 AUTOCARE
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 記録を必要とする全対象者
対象者（介護者） 介護記録を行う職員

使用上の注意
使用上の注意 通常のスマートの利用条件に従ってご利用ください

倫理面の配慮 通常のスマートフォンのセキュリティ対策、個人情報流出の対策に従ってご利
用ください。

使用方法

使用方法 スマートフォンアプリ
ＰＣ Web アプリとスプレッドシート

使用環境
スマートフォンアプリ：1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロード
が必要
ＰＣ：インターネット環境

使用場面 記録詳細を入力できない状況の時は、時間のみ登録が可能で、後から詳細を登
録できる

習熟期間 通常の入力は、5 分で習得可能

効果 使用することで実現する施設
への効果 職員の業務負担軽減、定着、提供する介護サービスの質の向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 充電に必要なスペース
サイズ Android スマートフォンサイズ　Android タブレットサイズ
重量（バッテリー含む） Android スマートフォン重量　Android タブレット重量
材質 モバイル機器の仕様による
形状 モバイル機器の仕様による
電源・バッテリー モバイル機器の仕様による
充電時間 モバイル機器の仕様による
連続使用時間 モバイル機器の仕様による
防水・防塵加工 モバイル機器の仕様による

必要な通信環境
スマートフォンアプリ：1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロード
が必要
ＰＣ：インターネット環境

必要なシステム・設備 スマートフォン
ＰＣ

データの記録機能、有無と内
容 記録項目は自由に設定可能

他の機器との連携・互換性 請求システムとの連携あり
見守りセンサーとの連携あり

スマートフォンアプリの画面
設計

たった２つの画面で簡単操作
入力項目が自由に設定可能
導入時の記録者の負担軽減

AI 行動予測 スマホセンサーデータと過去の記録を基に行動を予測
記録時間の短縮、記録の漏れを削減

データ分析 記録データをスプレッドシートに出力
帳票作成やデータ分析、タイムスタディが可能

オフライン利用 通信圏外でも利用可能　※ 1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロー
ドが必要

サポート 介護 IT インストラクターが運用をサポート

327

432



製　品　情　報

製　品 メーカー名 合同会社AUTOCARE
製 品 名 ケア記録AIアプリFonLog（フォンログ）

項 目 内 容

コスト

本体・付属品の定価 初期費用（都度御見積　22万円～ 33万円程度）　初期費用無しパッケージあ
り（ご相談）　月額費用 27,500 円～

設置導入に伴う費用 初期費用に含む
ランニングコスト 月額費用 27,500 円～
教育研修費 初期費用、月額利用料に含む

オプション 追加できる機能 スプレッドシートツール連携

問合せ先
緊急時の問合せ先 autocare@autocare.ai
デモ・貸出 あり
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製　品　情　報

項 目 内 容

適用
対象者（高齢者） 記録を必要とする全対象者
対象者（介護者） 介護記録を行う職員

使用上の注意
使用上の注意 通常のスマートの利用条件に従ってご利用ください

倫理面の配慮 通常のスマートフォンのセキュリティ対策、個人情報流出の対策に従ってご利
用ください。

使用方法

使用方法 スマートフォンアプリ
ＰＣ Web アプリとスプレッドシート

使用環境
スマートフォンアプリ：1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロード
が必要
ＰＣ：インターネット環境

使用場面 記録詳細を入力できない状況の時は、時間のみ登録が可能で、後から詳細を登
録できる

習熟期間 通常の入力は、5 分で習得可能

効果 使用することで実現する施設
への効果 職員の業務負担軽減、定着、提供する介護サービスの質の向上

仕様、構造

使用場所、必要スペースなど 充電に必要なスペース
サイズ Android スマートフォンサイズ　Android タブレットサイズ
重量（バッテリー含む） Android スマートフォン重量　Android タブレット重量
材質 モバイル機器の仕様による
形状 モバイル機器の仕様による
電源・バッテリー モバイル機器の仕様による
充電時間 モバイル機器の仕様による
連続使用時間 モバイル機器の仕様による
防水・防塵加工 モバイル機器の仕様による

必要な通信環境
スマートフォンアプリ：1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロード
が必要
ＰＣ：インターネット環境

必要なシステム・設備 スマートフォン
ＰＣ

データの記録機能、有無と内
容 記録項目は自由に設定可能

他の機器との連携・互換性 請求システムとの連携あり
見守りセンサーとの連携あり

スマートフォンアプリの画面
設計

たった２つの画面で簡単操作
入力項目が自由に設定可能
導入時の記録者の負担軽減

AI 行動予測 スマホセンサーデータと過去の記録を基に行動を予測
記録時間の短縮、記録の漏れを削減

データ分析 記録データをスプレッドシートに出力
帳票作成やデータ分析、タイムスタディが可能

オフライン利用 通信圏外でも利用可能　※ 1 日に一度のＷｉ－Ｆｉ環境でのデータアップロー
ドが必要

サポート 介護 IT インストラクターが運用をサポート
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介護ロボットの試用貸出リスト

厚生労働省　老健局高齢者支援課
〒100-8916　東京都千代田区霞が関1-2-2
電話：03-5253-1111（代表）

事業委託先：公益財団法人テクノエイド協会
〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸1番1号セントラルプラザ4階
電話：03-3266-6883
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令和6年７月

介護ロボットの
試用貸出リスト

厚生労働省「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」

令
和
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年
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月
　
　
テ
ク
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省 厚生労働省

Ministry of Health, Labour and Welfare
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ト
実
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化
支
援
事
業
」　
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試
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貸
出
リ
ス
ト

介護ロボットの試用貸出リスト

厚生労働省　老健局高齢者支援課
〒100-8916　東京都千代田区霞が関1-2-2
電話：03-5253-1111（代表）

事業委託先：公益財団法人テクノエイド協会
〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸1番1号セントラルプラザ4階
電話：03-3266-6883
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介
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補
助

1
20

24
年
4月

4日
～
5月

24
日

も
の
づ
く
り
開
発
・
グ
リ
ー

ン
成
長
分
野
推
進
事
業

公
益
財
団
法
人
　
北
海
道
科

学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

新
製
品
・
新
技
術
開
発
（
既
製
品
の
改
良
を
含

む
）
に
関
す
る
取
組
の
費
用
に
つ
い
て
支
援

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
ら
な
い

2
小
規
模
企
業
向
け
製
品
開

発
・
販
路
拡
大
支
援
事
業

一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産

業
振
興
財
団

開
発
の
前
段
階
の
取
組
（
試
験
、
試
作
、
調
査

等
）
、
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
取
組
、

開
発
の
後
段
階
の
取
組
（
販
路
開
拓
・
拡
大
）

に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
ら
な
い

下
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
小
規
模
企

業
。

（
１
）
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を

構
成
す
る
市
町
村
の
区
域
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業

　
※
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
構

成
す
る
市
町
村
は
以
下
の
と
お
り
。

札
幌
市
と
連
携
市
町
村
（
小
樽
市
、
岩
見
沢

市
、
江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島

市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
、
南
幌

町
、
長
沼
町
）

（
２
）
設
立
後
１
年
以
上
経
過
し
、
事
業
を

継
続
し
て
実
施
す
る
見
通
し
が
あ
る
こ
と

な
ど

北
海
道
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No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

研
究

開
発

支
援

部

担
当

者
小

原
、

梶
原

電
話

番
号

01
1-

70
8-

63
92

FA
X番

号

E-
m

ai
l

ke
nk

yu
@

no
as

te
c.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

no
as

te
c.j

p

20
24

年
4月

1日
～

5月
27

日

部
署

研
究

開
発

支
援

部

担
当

者
小

原
、

梶
原

電
話

番
号

01
1-

70
8-

63
92

FA
X番

号

E-
m

ai
l

ke
nk

yu
@

no
as

te
c.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

no
as

te
c.j

p

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
4件

総
額

：
10

,0
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
2件

総
額

：
4,

75
6,

00
0

円

事
業

遂
行

に
直

接
必

要
な

経
費

例
）

原
材

料
・

消
耗

品
費

、
機

器
リ

ー
ス

料
、

機
器

購
入

費
、

施
設

及
び

設
備

等
賃

借
料

、
産

業
財

産
権

等
出

願
費

、
外

注
費

等
①

補
助

率
10

/1
0

②
補

助
率

1/
2

20
24

年
4月

1日
～

6月
24

日
採

択
件

数
：

5件
総

額
：

5,
00

0,
00

0
円

採
択

件
数

：
5件

総
額

：
4,

28
0,

00
0

円

事
業

実
施

に
直

接
必

要
な

経
費

例
）

共
同

研
究

費
、

原
材

料
・

消
耗

品
費

、
人

件
費

、
外

注
費

、
産

業
財

産
権

等
出

願
費

等 ①
補

助
率

2/
3

②
補

助
率

1/
2

4
デ

ジ
タ

ル
ヘ

ル
ス

事
業

化
支

援
補

助
金

公
益

財
団

法
人

北
海

道
科

学
技

術
総

合
振

興
セ

ン
タ

ー
ヘ

ル
ス

ケ
ア

・
医

療
・

バ
イ

オ
分

野
に

お
い

て
、

人
工

知
能

（
AI

）
、

画
像

解
析

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
、

Io
T、

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
、

仮
想

現
実

（
VR

）
、

5G
通

信
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
て

行
う

人
を

対
象

と
し

た
技

術
・

製
品

開
発

に
つ

い
て

支
援

①
札

幌
市

内
に

本
社

を
有

す
る

中
小

企
業

②
札

幌
市

内
に

事
業

活
動

拠
点

を
有

す
る

市
外

本
社

の
中

小
企

業
※

 要
件

等
詳

細
は

HP
及

び
応

募
要

領
に

記
載

3
医

療
機

関
ニ

ー
ズ

対
応

型
開

発
補

助
金

公
益

財
団

法
人

北
海

道
科

学
技

術
総

合
振

興
セ

ン
タ

ー
医

療
機

関
等

の
現

場
従

事
者

や
患

者
等

を
取

り
巻

く
新

た
な

ニ
ー

ズ
や

課
題

を
具

体
的

に
把

握
し

、
そ

の
解

決
を

目
的

と
し

て
、

将
来

的
な

実
用

化
・

事
業

化
を

目
指

す
技

術
・

製
品

開
発

で
あ

り
、

医
療

機
関

等
で

の
試

験
導

入
や

試
作

評
価

を
実

施
ま

た
は

予
定

す
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

①
札

幌
市

内
に

本
社

を
有

す
る

中
小

企
業

②
札

幌
市

内
に

事
業

活
動

拠
点

を
有

す
る

市
外

本
社

の
中

小
企

業
※

 要
件

等
詳

細
は

HP
及

び
応

募
要

領
に

記
載

北
海

道
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

青
森
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

経
済
産
業
部
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課

担
当
者

電
話
番
号

01
7-

73
4-

94
20

FA
X番

号

E-
m

ai
l

in
no

va
tio

n@
pr

ef
.a

om
or

i.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.a

om
or

i.l
g.

jp
/s

os
hi

ki/
sa

ng
yo

/in
no

v
at

io
n/

R6
M

Cb
us

in
es

s_
ho

jo
kin

.h
tm

l

部
署

商
工
課

担
当
者

佐
々
木

電
話
番
号

01
78

ｰ4
3-
92

42
FA

X番
号

01
78

ｰ4
3-
21

46

E-
m

ai
l

sh
ok

o@
cit

y.h
ac

hi
no

he
.a

o
m

or
i.j

p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.h

ac
hi

no
he

.a
om

or
i.j

p/
so

sh
iki

ka
ra

s
ag

as
u/

sh
ok

ok
a/

ho
jo

/c
hu

s
ho

/2
16

02
.h

tm
l

部
署

産
業
労
政
課

担
当
者

里
村

電
話
番
号

01
78

ｰ4
3-
90

48
FA

X番
号

01
78

ｰ4
3-
21

46

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
@

cit
y.h

ac
hi

no
he

.a
o

m
or

i.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.h

ac
hi

no
he

.a
om

or
i.j

p/
so

sh
iki

ka
ra

s
ag

as
u/

sa
ng

yo
ro

se
ika

/k
ig

y
oy

uc
hi

/3
84

6.
ht

m
l

連
絡
窓
口

3
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
産
業
集
積

促
進
事
業
補
助
金

八
戸
市

成
長
も
の
づ
く
り
分
野
で
あ
る
自
動
車
、
航
空

宇
宙
、
医
療
福
祉
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
、

拠
点
開
設
や
展
示
会
出
展
、
試
作
開
発
等
に
係

る
費
用
を
補
助

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
内
（
八
戸
市
・

三
戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
の
企
業

（
大
企
業
・
中
小
企
業
不
問
）

・
先
駆
的
ま
た
は
革
新
的
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
市
内
の
中
小
企
業
者
等
へ
の
波
及
効
果

が
見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20

0万
円
（
経
営
革
新
計
画
認
定
事

業
及
び
事
業
承
継
を
契
機
に
実
施
す
る
事
業

は
30

0万
円
）

20
24

年
6月

7日
～
8月

5日
採
択
件
数
：
３
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

【
試
作
開
発
事
業
に
つ
い
て
】

・
対
象
経
費
・
・
・
原
材
料
費
、
技
術
導
入

費
、
外
注
加
工
費
、
委
託
費
、
そ
の
他
必
要

な
経
費

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
20

0万
円

20
24

年
12

月
20

日
ま
で

採
択
件
数
：
２
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
１
件

（
福
祉
用
品
・
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

の
採
択
は
無
）

2
八
戸
市
中
小
企
業
振
興
条
例

新
事
業
活
動
に
対
す
る
助
成

八
戸
市

新
商
品
の
開
発
ま
た
は
生
産
、
新
役
務
の
開
発

ま
た
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は
販

売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方

式
の
導
入
等
に
対
す
る
助
成

市
内
に
主
た
る
事
業
所
の
あ
る
中
小
企
業
者

採
択
件
数
：

４
件

総
額
（
予
定
）
：

2,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

１
件

総
額
：

99
5,
34

8円

随
時
（
予
算
が
な
く
な
り
次

第
終
了
）

1
令
和
6年

度
青
森
県
医
療
介
護

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
促
進
事

業
費
補
助
金

青
森
県

青
森
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
[2
02

1-
20

25
]に

基
づ
き
、
県
内
の

事
業
者
等
が
行
う
医
療
・
介
護
関
連
製
品
（
機

器
・
シ
ス
テ
ム
）
の
開
発
・
改
良
又
は
公
的
保

険
外
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
係
る
実
証
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
支
援

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
等

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

又
は
50

万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
以
内
の
額

青
森
県
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No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

部
署

(公
財
)八

戸
地
域
高
度
技
術
振

興
セ
ン
タ
ー

担
当
者

電
話
番
号

01
78

ｰ2
1-
21

31
FA

X番
号

01
78

ｰ2
1-
21

19
E-

m
ai

l
hc

21
@

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

/in
de

x2
.h

tm

部
署

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
プ

ラ
ザ

担
当
者

電
話
番
号

01
78

ｰ2
1-
21

11
FA

X番
号

01
78

ｰ2
1-
21

19
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

ha
ch

in
oh

e-
ip

.co
.jp

←
目
次
に
戻
る

5
産
学
官
共
同
研
究
開
発
支
援

事
業
（
八
戸
市
委
託
事
業
）

㈱
八
戸
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

プ
ラ
ザ

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
製
品
や
新
技
術
の
開
発

当
に
取
り
組
む
企
業
に
対
す
る
補
助

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
（
八
戸
市
・
三

戸
町
・
五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階
上

町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）
内
の
事
業
者

対
象
経
費
：
研
究
開
発
の
た
め
に
要
す
る
、

設
備
機
器
購
入
費
、
原
材
料
購
入
費
、
技
術

指
導
料
等

【
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
枠
】

　
・
補
助
率
10

／
10

　
・
上
限
25

万
円

【
成
果
育
成
枠
】

　
・
補
助
率
１
／
２

　
・
上
限
20

0万
円

１
次
募
集
：
20

24
年
6月

28
日
ま
で
（
応
募
な
し
）

２
次
募
集
：
20

24
年
8月

30
日
ま
で

採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

採
択
件
数
：
１
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
無

し
）

対
象
経
費
：
研
究
開
発
に
要
す
る
原
材
料
及

び
副
資
材
購
入
費
等

・
補
助
率
1／

2
・
上
限
10

0万
円

20
24

年
6月

3日
か
ら
７
月
31

日
ま
で

採
択
件
数
：
２
件

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
の
採
択
は
な

し
。
）

採
択
件
数
：
０
件

4
研
究
開
発
資
金
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
八
戸
地
域
高

度
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

高
度
技
術
の
開
発
、
高
度
技
術
を
利
用
し
た
新

製
品
の
開
発
又
は
製
品
の
高
付
加
価
値
化
等
に

対
す
る
助
成

八
戸
地
域
高
度
技
術
産
業
都
市
地
域
（
八
戸

市
、
十
和
田
市
、
三
沢
市
、
お
い
ら
せ
町
、

六
戸
町
、
東
北
町
、
五
戸
町
、
階
上
町
、
南

部
町
）
内
の
事
業
者
（
個
人
事
業
主
も
可
）

青
森
県

440



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岩
手
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

も
の
づ
く
り
自
動
車
産
業
振
興

室

担
当
者

槻
山
　
駿
人

電
話
番
号

01
9-

62
9-

55
52

FA
X番

号
01

9-
62

9-
55

69

E-
m

ai
l

ha
ya

to
-t@

pr
ef

.iw
at

e.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
wa

te
.jp

/s
an

gy
ou

ko
yo

u/
m

on
oz

uk
u

ri/
iry

ou
kik

i/1
07

48
74

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
等
製
品
化
促

進
事
業
費
補
助
金

岩
手
県

ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
等
分
野
の
製
品
開
発
や
事
業
化

に
取
り
組
む
場
合
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の

岩
手
県
内
に
生
産
拠
点
又
は
開
発
拠
点
を
有

す
る
中
小
も
の
づ
く
り
企
業

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

１
件
当
た
り
1,
50

0千
円
以
内

採
択
件
数
：
８
件

総
額
（
予
定
）
：

12
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：
７
件

総
額
：
8,
69

7,
00

0
１
次
公
募
：
4/
1～

5/
15

２
次
公
募
：
6/
3～

6/
28

岩
手
県

441



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
宮

城
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

成
長

促
進

部
 開

発
支

援
課

担
当

者
堀

口
、

稲
井

田
電

話
番

号
02

2-
72

4-
11

16
FA

X番
号

02
2-

71
5-

82
05

E-
m

ai
l

rd
un

it@
se

nd
ai

.fw
bc

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.si
ip

.ci
ty

.se
nd

ai
.jp

/o
ue

n/
ne

ws
/2

02
40

32
5_

we
llb

ei
ng

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
4件

総
額

：
10

,0
00

,0
00

円

令
和

6年
3月

25
日

（
月

）
～

令
和

6年
5月

9日
（

木
）

（
募

集
終

了
）

連
絡

窓
口

1
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
産

業
創

出
促

進
事

業
【

募
集

終
了

】
公

益
財

団
法

人
仙

台
市

産
業

振
興

事
業

団
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
分

野
に

お
け

る
諸

課
題

を
解

決
し

、
仙

台
・

宮
城

の
さ

ら
な

る
産

業
発

展
に

資
す

る
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
開

発
す

る
新

事
業

に
つ

い
て

公
募

・
委

託
し

、
市

場
化

に
向

け
た

開
発

を
サ

ポ
ー

ト
す

る

東
北

6県
に

事
業

拠
点

を
有

し
、

応
募

要
領

に
記

載
の

条
件

を
す

べ
て

満
た

す
中

小
企

業
ま

た
は

個
人

委
託

事
業

を
遂

行
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
（

人
件

費
、

試
作

費
等

）
採

択
件

数
（

予
定

）
：

5件
総

額
（

予
定

）
：

12
,0

00
,0

00
円

宮
城

県

442



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
秋

田
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

地
域

産
業

振
興

課
　

医
療

福
祉

産
業

チ
ー

ム

担
当

者
電

話
番

号
01

8-
86

0-
22

46
FA

X番
号

01
8-

86
0-

38
87

E-
m

ai
l

in
du

pr
om

@
pr

ef
.a

kit
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
kit

a.
lg

.j
p/

pa
ge

s/
ar

ch
ive

/6
44

66

部
署

経
営

支
援

部
　

研
究

推
進

課

担
当

者
電

話
番

号
01

8-
86

0-
57

02
FA

X番
号

01
8-

86
0-

56
12

E-
m

ai
l

se
ts

ub
i-k

en
@

bi
c-

ak
ita

.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.b
ic-

ak
ita

.o
r.j

p/

←
目

次
に

戻
る

【
補

助
対

象
事

業
】

事
業

内
容

参
照

【
対

象
経

費
】

原
材

料
及

び
副

資
材

費
、

構
築

物
費

、
研

究
開

発
の

み
に

用
い

る
機

械
装

置
費

又
は

工
具

器
具

費
、

外
注

加
工

費
、

技
術

導
入

費
、

技
術

導
入

取
得

費
、

技
術

情
報

取
得

費
、

そ
の

他
必

要
と

認
め

ら
れ

る
経

費
【

補
助

率
、

上
限

】
高

度
技

術
産

業
集

積
地

域
(秋

田
市

)
   

 補
助

対
象

経
費

の
3/

4以
内

で
、

上
限

30
0万

円
高

度
技

術
産

業
集

積
地

域
(秋

田
市

)
   

 補
助

対
象

経
費

の
2/

3以
内

で
、

上
限

25
0万

円

①
令

和
6年

6月
12

日
～

7月
17

日

②
追

加
公

募
令

和
6年

9月
2日

～
9月

30
日

採
択

件
数

：
10

件
総

額
：

21
,5

72
,0

00
円 (介

護
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

採
択

は
無

し
)

①
実

績
４

件
、

8,
94

3,
00

0円

②
追

加
公

募
分

6件
、

1,
26

29
,0

00
円

採
択

件
数

：
7件 総

額
(交

付
決

定
額

)：
15

,2
65

,0
00

円
(介

護
ロ

ボ
ッ

ト
関

連
の

採
択

は
無

し
)

2
あ

き
た

中
小

企
業

み
ら

い
応

援
フ

ァ
ン

ド
事

業
(助

成
金

)
公

益
財

団
法

人
あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
高

度
技

術
又

は
新

製
品

の
開

発
や

高
度

技
術

を
利

用
し

た
製

品
の

高
付

加
価

値
化

、
生

産
工

程
の

合
理

化
、

地
域

資
源

の
開

発
等

の
た

め
に

県
内

大
学

、
工

業
高

等
専

門
学

校
又

は
公

設
試

験
研

究
機

関
と

連
携

し
て

研
究

開
発

を
行

う
事

業
に

つ
い

て
支

援

高
度

技
術

産
業

集
積

地
域

(秋
田

市
)に

主
た

る
事

務
所

・
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

者
、

NP
O法

人
、

有
限

責
任

事
業

組
合

、
中

小
企

業
と

し
て

操
業

す
る

方

高
度

技
術

産
業

集
積

(秋
田

市
)以

外
に

主
た

る
事

務
所

・
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

者
、

NP
O法

人
、

有
限

責
任

事
業

組
合

、
中

小
企

業
者

と
し

て
操

業
す

る
方

連
絡

窓
口

1
ヘ

ル
ス

ケ
ア

・
医

療
機

器
等

開
発

支
援

事
業

（
開

発
型

）
秋

田
県

現
場

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

医
療

・
福

祉
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
関

連
機

器
等

の
開

発
に

関
す

る
費

用
に

つ
い

て
支

援

秋
田

県
内

に
企

業
活

動
の

拠
点

（
開

発
拠

点
、

生
産

拠
点

等
）

を
有

す
る

中
小

企
業

者
又

は
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

。

【
補

助
対

象
事

業
】

医
療

・
福

祉
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
関

連
機

器
等

の
開

発
【

対
象

経
費

】
直

接
人

件
費

、
謝

金
、

旅
費

、
原

材
料

費
、

機
械

器
具

費
、

共
同

研
究

費
、

外
注

委
託

費
、

認
証

取
得

関
連

費
等

【
補

助
率

、
上

限
】

補
助

対
象

経
費

の
1/

2以
内

で
、

上
限

15
0

万
円

採
択

件
数

：
5件

総
額

：
6,

10
9,

00
0

円

採
択

件
数

：
2件 総

額
：

2,
94

7,
00

0円

令
和

5年
4月

14
日

～
11

月
30

日

秋
田

県

443



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
山

形
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

新
価

値
創

出
支

援
部

担
当

者
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
グ

ル
ー

プ
電

話
番

号
02

3-
64

7-
31

63
FA

X番
号

02
3-

64
7-

31
39

E-
m

ai
l

in
fo

-b
ra

nc
h@

yn
et

.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yn
et

.o
r.j

p/

部
署

新
価

値
創

出
支

援
部

担
当

者
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
グ

ル
ー

プ
電

話
番

号
02

3-
64

7-
31

63
FA

X番
号

02
3-

64
7-

31
39

E-
m

ai
l

in
fo

-b
ra

nc
h@

yn
et

.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

yn
et

.o
r.j

p/

←
目

次
に

戻
る

2
令

和
６

年
度

山
形

県
医

療
機

器
等

開
発

促
進

事
業

費
補

助
金

交
付

事
業

公
益

財
団

法
人

や
ま

が
た

産
業

支
援

機
構

医
療

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
、

大
学

・
医

療
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

り
医

療
機

器
等

の
開

発
に

取
り

組
む

事
業

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

限
ら

な
い

①
山

形
県

内
に

事
業

所
（

本
社

又
は

生
産

若
し

く
は

製
造

に
関

す
る

事
業

所
に

限
る

）
を

有
す

る
こ

と
②

製
造

業
又

は
情

報
サ

ー
ビ

ス
業

に
属

す
る

事
業

を
主

た
る

事
業

と
し

て
営

む
者

で
あ

る
こ

と

1
令

和
６

年
度

や
ま

が
た

産
業

技
術

振
興

基
金

に
よ

る
助

成
金

交
付

事
業

（
研

究
開

発
等

支
援

事
業

）

公
益

財
団

法
人

や
ま

が
た

産
業

支
援

機
構

新
た

な
技

術
等

の
開

発
や

地
域

の
資

源
等

を
活

用
し

た
新

製
品

開
発

な
ど

、
新

規
市

場
の

創
出

や
新

事
業

展
開

の
た

め
の

研
究

開
発

に
取

り
組

む
事

業
※

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
に

限
ら

な
い

山
形

県
内

に
主

た
る

事
務

所
、

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

採
択

件
数

：
18

件
採

択
件

数
：

20
件

連
絡

窓
口

①
補

助
率

　
補

助
対

象
経

費
の

2/
3（

大
企

業
及

び
み

な
し

大
企

業
に

あ
っ

て
は

1/
2）

②
補

助
上

限
額

　
10

0万
円

採
択

件
数

：
３

件
採

択
件

数
：

３
件

令
和

６
年

４
月

23
日

～
５

月
22

日

①
助

成
率

 補
助

対
象

経
費

の
1/

2以
内

②
助

成
金

上
限

額
 4

00
万

円
令

和
６

年
６

月
10

日
～

６
月

14
日

山
形

県

444



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
福

島
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

商
工

労
働

部
次

世
代

産
業

課

担
当

者
電

話
番

号
02

4-
52

1-
85

68
FA

X番
号

02
4-

52
1-

79
32

E-
m

ai
l

ne
xt

-
ge

ne
ra

tio
n@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp
/s

ec
/3

20
21

f/
r6

ro
bo

t
kib

an
.h

tm
l

部
署

商
工

労
働

部
　

産
業

振
興

課
担

当
者

電
話

番
号

02
4-

52
1-

72
83

FA
X番

号
02

4-
52

1-
88

86

E-
m

ai
l

bu
sin

es
s@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

us
hi

m
a.

lg
.jp

/s
ite

/ji
ts

uy
ok

a/

部
署

商
工

観
光

部
　

産
業

雇
用

政
策

課
　

産
業

政
策

係
担

当
者

電
話

番
号

02
4-

51
5-

77
46

FA
X番

号
02

4-
53

5-
14

01

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u@

m
ai

l.c
ity

.fu
ku

sh
i

m
a.

fu
ku

sh
im

a.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
sh

i
m

a.
fu

ku
sh

im
a.

jp
/s

an
gy

ou
- se

isa
ku

/s
hi

go
to

/s
an

gy
o/

s
an

gy
os

hi
nk

o/
94

4.
ht

m
l

採
択

件
数

：
44

件
予

算
額

：
約

43
.4

億
円

採
択

件
数

：
53

件
総

額
：

約
44

.1
億

円
20

24
年

2月
5日

～
3月

25
日

（
応

募
受

付
終

了
）

福
島

市
新

製
品

・
新

技
術

開
発

支
援

事
業

福
島

市
市

内
企

業
が

新
製

品
や

新
技

術
の

開
発

事
業

を
行

い
、

付
加

価
値

の
高

い
も

の
づ

く
り

に
よ

り
新

た
な

産
業

や
事

業
の

創
出

を
図

り
、

本
市

経
済

の
活

性
化

及
び

発
展

に
寄

与
す

る
と

判
断

さ
れ

る
場

合
、

そ
の

開
発

事
業

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

。

１
年

以
上

市
内

に
主

た
る

事
業

所
又

は
工

場
を

有
し

、
原

則
と

し
て

事
業

に
よ

る
福

島
市

税
を

納
入

し
て

い
る

製
造

業
又

は
製

造
に

関
す

る
業

務
を

営
む

法
人

。
※

複
数

の
補

助
対

象
者

に
よ

る
共

同
開

発
も

対
象

。

補
助

対
象

経
費

の
３

/５
以

内
、

限
度

額
３

０
０

万
円

（
医

療
福

祉
機

器
等

・
ロ

ボ
ッ

ト
の

場
合

）
■

補
助

対
象

経
費

市
場

調
査

費
、

デ
ザ

イ
ン

開
発

費
、

原
材

料
及

び
副

資
材

費
、

機
械

装
置

及
び

工
具

器
具

費
、

外
注

加
工

費
、

技
術

指
導

費
、

産
業

財
産

権
取

得
費

、
販

路
開

拓
費

、
共

同
・

委
託

研
究

費

採
択

件
数

：
5件 総

額
（

予
定

）
：

15
,0

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
4件 総

額
：

11
,7

90
,0

00
円

公
募

20
24

年
3月

26
日

～
5月

13
日

（
応

募
受

付
終

了
）

 地
域

復
興

実
用

化
開

発
等

促
進

事
業

福
島

県
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ー
ス

ト
構

想
の

重
点

分
野

（
ロ

ボ
ッ

ト
・

ド
ロ

ー
ン

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
環

境
・

リ
サ

イ
ク

ル
、

農
林

水
産

業
、

医
療

関
連

、
廃

炉
、

航
空

）
に

つ
い

て
、

地
元

企
業

等
又

は
地

元
企

業
等

と
連

携
し

て
行

う
実

用
化

開
発

等
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助

・
地

元
企

業
等

：
福

島
県

浜
通

り
地

域
等

に
本

社
、

試
験

・
評

価
セ

ン
タ

ー
、

研
究

開
発

拠
点

、
生

産
拠

点
等

が
所

在
す

る
企

業
、

国
立

研
究

開
発

法
人

で
あ

る
研

究
、

大
学

も
し

く
は

国
立

高
等

専
門

学
校

又
は

農
業

協
同

組
合

そ
の

他
の

法
人

格
を

有
す

る
団

体
等

・
地

元
企

業
等

と
連

携
し

て
実

施
す

る
企

業

中
小

企
業

：
【

補
助

率
】

2/
3（

※
3/

4）
　

補
助

上
限

：
7億

円
大

企
業

：
【

補
助

率
】

1/
2（

※
1/

2）
　

補
助

上
限

：
7億

円
※

連
携

協
定

書
等

に
基

づ
い

て
福

島
県

浜
通

り
地

域
の

自
治

体
と

連
携

し
て

事
業

を
実

施
す

る
企

業
等

に
つ

い
て

は
、

（
 ）

内
の

補
助

率
を

適
用

す
る

。

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

産
業

基
盤

強
化

事
業

福
島

県
ロ

ボ
ッ

ト
へ

の
実

装
に

つ
な

が
る

可
能

性
の

あ
る

要
素

技
術

の
研

究
開

発
又

は
ロ

ボ
ッ

ト
本

体
の

開
発

に
つ

い
て

、
対

象
経

費
の

一
部

を
補

助

福
島

県
内

に
本

社
、

試
験

・
評

価
セ

ン
タ

ー
又

は
研

究
開

発
拠

点
、

研
究

成
果

を
用

い
た

生
産

拠
点

の
い

ず
れ

か
が

所
在

す
る

企
業

中
小

企
業

：
補

助
対

象
経

費
上

限
額

10
00

万
円

の
3/

4（
最

大
75

0万
円

）
を

補
助

大
企

業
：

補
助

対
象

経
費

上
限

額
10

00
万

円
の

2/
3（

最
大

66
6.

6万
円

）
を

補
助

連
絡

窓
口

1 3
応

募
受

付
終

了
（

一
次

：
令

和
6年

4月
22

日
～

5月
17

日
、

二
次

：
6月

17
日

～
7月

17
日

、
三

次
：

8月
1日

～
8月

21
日

）

採
択

件
数

：
11

件
総

額
78

,5
08

千
円

（
応

募
受

付
終

了
）

採
択

件
数

：
13

件
総

額
：

95
,2

40
千

円

2

福
島

県

445



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

商
工

観
光

部
商

工
労

政
課

担
当

者
木

幡
電

話
番

号
02

44
-2

4-
53

26
FA

X番
号

02
44

-2
3-

74
20

E-
m

ai
l

ro
bo

ts
ui

sh
in

@
cit

y.m
in

am
i

so
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

in
am

is
om

a.
lg

.jp
/p

or
ta

l/s
ec

tio
ns

/
16

/1
62

0/
16

20
4/

1/
77

29
.h

t
m

l

公
募

終
了

部
署

商
工

観
光

部
商

工
労

政
課

担
当

者
佐

藤
電

話
番

号
02

44
-2

4-
53

26
FA

X番
号

02
44

-2
3-

74
20

E-
m

ai
l

ro
bo

ts
ui

sh
in

@
cit

y.m
in

am
i

so
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

申
請

件
数

：
16

件
総

額
（

予
定

）
：

5,
00

0,
00

0円

4
南

相
馬

市
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

実
証

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

支
援

事
業

補
助

金

南
相

馬
市

イ
ノ

ベ
重

点
分

野
（

※
）

の
実

証
実

験
を

南
相

馬
市

内
で

行
う

場
合

、
そ

の
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

※
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

と
は

、
「

廃
炉

」
「

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
」

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
・

リ
サ

イ
ク

ル
」

「
農

林
水

産
業

」
「

医
療

関
係

」
「

航
空

宇
宙

」
の

６
分

野
。

た
だ

し
、

当
補

助
金

で
は

「
農

林
水

産
業

」
は

ス
マ

ー
ト

農
業

に
活

用
す

る
IC

T、
AI

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
等

の
先

端
技

術
に

限
る

。

申
請

件
数

：
6件 総

額
：

2,
22

6,
00

0円

イ
ノ

ベ
重

点
分

野
に

お
け

る
開

発
等

を
行

う
事

業
者

補
助

率
1/

2　
限

度
額

 6
0万

円
/年

度
  な

お
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ピ

タ
ル

お
よ

び
金

融
機

関
か

ら
資

金
調

達
を

受
け

て
い

る
場

合
は

、
補

助
率

3/
4　

限
度

額
 6

0万
円

/年
度

に
補

助
率

、
限

度
額

が
ア

ッ
プ

し
ま

す
。

　
※

年
間

申
請

回
数

は
１

事
業

者
３

回
ま

で
。

随
時

受
付

5
南

相
馬

市
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

開
発

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

支
援

事
業

補
助

金

1年
目

：
補

助
率

2/
3　

限
度

額
1,

00
0万

円
2年

目
：

補
助

率
1/

2　
限

度
額

75
0万

円
　

な
お

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
お

よ
び

金
融

機
関

か
ら

資
金

調
達

を
受

け
て

い
る

場
合

は
、

以
下

の
と

お
り

に
補

助
率

、
限

度
額

が
ア

ッ
プ

し
ま

す
。

1年
目

：
補

助
率

3/
4　

限
度

額
1,

00
0万

円
2年

目
：

補
助

率
3/

5　
限

度
額

75
0万

円

申
請

件
数

：
2件 総

額
（

予
定

）
：

20
,0

00
,0

00
円

令
和

6年
度

か
ら

の
新

設
補

助
制

度
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

に
お

け
る

開
発

等
を

行
う

事
業

者
で

あ
っ

て
、

市
が

開
催

す
る

本
補

助
事

業
の

採
択

審
査

委
員

会
に

お
い

て
採

択
を

受
け

た
も

の

南
相

馬
市

事
業

者
が

、
市

内
事

業
者

と
連

携
し

て
行

う
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

（
※

）
に

お
け

る
試

作
品

等
の

開
発

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

し
ま

す
。

※
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

と
は

、
「

廃
炉

」
「

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
」

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
・

リ
サ

イ
ク

ル
」

「
農

林
水

産
業

」
「

医
療

関
係

」
「

航
空

宇
宙

」
の

６
分

野
。

た
だ

し
、

当
補

助
金

で
は

「
農

林
水

産
業

」
は

ス
マ

ー
ト

農
業

に
活

用
す

る
IC

T、
AI

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

・
ド

ロ
ー

ン
等

の
先

端
技

術
に

限
る

。

福
島

県

446



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

商
工

観
光

部
商

工
労

政
課

担
当

者
星

電
話

番
号

02
44

-2
4-

53
35

FA
X番

号
02

44
-2

3-
74

20

E-
m

ai
l

sy
ok

or
os

ei
@

cit
y.m

in
am

iso
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

in
am

is
om

a.
lg

.jp
/p

or
ta

l/s
ec

tio
ns

/
16

/1
62

0/
16

20
2/

7/
10

36
.h

t
m

l

部
署

商
工

観
光

部
商

工
労

政
課

担
当

者
田

中
電

話
番

号
02

44
-2

4-
53

35
FA

X番
号

02
44

-2
3-

74
20

E-
m

ai
l

sy
ok

or
os

ei
@

cit
y.m

in
am

iso
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

←
目

次
に

戻
る

補
助

対
象

と
な

る
経

費
①

法
人

設
立

経
費

 ②
事

務
所

賃
借

料
③

住
居

賃
借

料
 ④

事
務

所
改

装
費

⑤
雇

用
者

賃
金

 ⑥
研

究
開

発
費

⑦
販

路
開

拓
費

 ⑧
利

子
補

給
金

⑨
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

手
数

料
上

記
の

ほ
か

、
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
経

費

補
助

率
・

補
助

上
限

度
額

①
助

成
率

 　
 ２

／
３

以
内

※
②

助
成

限
度

額
　

５
０

０
万

円
※

※
 旧

避
難

指
示

区
域

内
で

の
創

業
又

は
市

と
協

定
を

締
結

し
て

い
る

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ピ

タ
ル

等
か

ら
資

金
調

達
を

受
け

て
い

る
者

の
場

合
は

助
成

率
３

／
４

以
内

、
助

成
限

度
額

６
０

０
万

円
と

な
り

ま
す

。

公
募

終
了

採
択

件
数

：
3件

程
度

総
額

（
予

定
）

：
16

,0
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
2件 総

額
：

10
,0

00
,0

00
円

7
南

相
馬

市
創

業
者

支
援

事
業

助
成

金
南

相
馬

市
先

進
的

な
技

術
、

設
計

・
デ

ザ
イ

ン
、

ア
イ

デ
ア

の
活

用
及

び
隠

れ
た

価
値

の
発

掘
を

行
う

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
に

よ
り

、
需

要
及

び
雇

用
を

創
出

す
る

事
業

を
行

い
、

か
つ

、
南

相
馬

市
内

で
新

た
に

創
業

す
る

者
に

対
し

、
創

業
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
行

い
、

創
業

に
必

要
な

資
金

を
助

成
し

ま
す

。

助
成

金
を

申
請

す
る

年
度

内
に

南
相

馬
市

内
で

新
た

に
創

業
を

行
う

方
で

あ
っ

て
、

株
式

会
社

ゆ
め

サ
ポ

ー
ト

南
相

馬
か

ら
事

業
に

係
る

指
導

、
調

整
等

を
受

け
た

方
。

（
個

人
の

場
合

は
、

市
内

に
住

所
を

有
す

る
方

に
限

る
）

「
新

た
に

創
業

を
行

う
」

と
は

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
場

合
を

い
い

ま
す

。
（

1）
事

業
を

営
ん

で
い

な
い

者
で

あ
っ

て
、

市
内

で
個

人
開

業
又

は
会

社
の

設
立

を
行

い
、

そ
の

代
表

と
な

る
場

合
（

2）
市

外
で

事
業

を
営

ん
で

お
り

、
新

た
に

南
相

馬
市

内
に

事
業

所
を

設
置

す
る

場
合

採
択

件
数

：
9件 総

額
（

予
定

）
：

26
,5

00
,0

00
円

採
択

件
数

：
11

件
総

額
：

32
,2

89
,0

00
円

6
南

相
馬

市
基

盤
技

術
産

業
高

度
化

支
援

事
業

補
助

金
南

相
馬

市
製

造
業

者
及

び
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

（
※

）
の

事
業

者
の

技
術

力
の

高
度

化
を

図
る

た
め

、
試

作
品

等
開

発
の

取
り

組
み

に
対

し
、

補
助

金
を

交
付

し
ま

す
。

※
イ

ノ
ベ

重
点

分
野

と
は

、
福

島
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ー
ス

ト
構

想
の

「
廃

炉
」

「
ロ

ボ
ッ

ト
・

ド
ロ

ー
ン

」
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

・
リ

サ
イ

ク
ル

」
「

農
林

水
産

業
」

「
医

療
関

係
」

「
航

空
宇

宙
」

の
６

分
野

。

・
市

内
で

日
本

標
準

産
業

分
類

項
目

表
に

掲
げ

る
製

造
業

を
営

む
方

・
市

内
で

イ
ノ

ベ
重

点
分

野
の

事
業

を
営

む
方

試
作

品
等

開
発

事
業

に
要

す
る

費
用

の
う

ち
、

補
助

対
象

経
費

の
3/

4以
内

（
60

0万
円

を
上

限
と

す
る

。
）

た
だ

し
、

試
作

品
等

開
発

に
係

る
国

等
の

補
助

金
で

採
択

さ
れ

た
事

業
者

は
、

補
助

残
額

（
補

助
対

象
経

費
）

の
1/

2以
内

（
30

0万
円

を
上

限
と

す
る

。
）

随
時

受
付

福
島

県

447



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
経
済
部
商
工
課

担
当
者

櫻
井
　
隆

電
話
番
号

09
0-

23
2-

91
35

FA
X番

号
09

0-
23

2-
92

32

E-
m

ai
l

co
m

m
er

ce
@

cit
y.m

ito
.lg

.jp

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
水
戸
市
中
小
企
業
振
興
支
援

補
助
金

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
助
成

に
限
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

水
戸
市

新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
に
係
る
経
費
を
補

助
水
戸
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

※
上
記
の
も
の
が
，
介
護
機
器
の
新
製
品
及

び
新
技
術
の
開
発
を
行
う
際
は
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
１
又
は
1,
00

0,
00

0
円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

（
対
象
経
費
）

・
原
材
料
の
購
入
又
は
新
製
品
及
び
新
技
術

の
開
発
に
係
る
機
械
若
し
く
は
工
具
の
購
入

若
し
く
は
賃
借
に
係
る
経
費

・
新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
に
係
る
機
械

又
は
工
具
の
試
作
又
は
改
良
（
委
託
に
よ
り

行
う
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
経
費

・
外
部
講
師
に
よ
る
技
術
指
導
に
係
る
経
費

採
択
件
数
（
予

定
）
：
５
件

総
額
（
予
定
）
：

5,
00

0,
00

0円

R6
年
度
施
行
の
た

め
な
し

20
24

年
7月

8日
～
8月

20
日

※
公
募
期
間
の
申
請
が
予
算

額
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
，

そ
の
後
は
随
時
受
付

茨
城
県

448



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
栃

木
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

産
業

振
興

部
戦

略
産

業
振

興
チ

ー
ム

担
当

者
阿

部
　

雅
電

話
番

号
02

8-
67

0-
26

01
FA

X番
号

02
8-

67
0-

26
11

E-
m

ai
l

se
nr

ya
ku

@
to

ch
ig

i-
iin

.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ch

ig
i-

iin
.o

r.j
p/

in
de

x/
3/

2/

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

非
公

開
採

択
件

数
：

0件
1

と
ち

ぎ
未

来
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ァ

ン
ド

活
用

助
成

事
業

２
．

戦
略

産
業

等
分

野
②

技
術

高
度

化
・

製
品

開
発

等
助

成
事

業

公
益

財
団

法
人

栃
木

県
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
中

小
企

業
者

が
行

う
戦

略
３

産
業

、
 未

来
３

技
術

又
は

食
品

関
連

産
業

に
お

け
る

技
術

の
改

善
・

改
良

・
開

発
等

の
技

術
高

度
化

の
事

業
、

新
製

品
開

発
の

事
業

に
要

す
る

経
費

へ
の

助
成

。

と
ち

ぎ
産

業
振

興
協

議
会

（
自

動
車

、
航

空
宇

宙
、

医
療

福
祉

機
器

）
、

と
ち

ぎ
未

来
技

術
フ

ォ
ー

ラ
ム

又
は

フ
ー

ド
バ

レ
ー

と
ち

ぎ
推

進
協

議
会

の
い

ず
れ

か
の

会
員

で
あ

る
中

小
企

業
者

【
対

象
経

費
】

開
発

関
係

物
品

費
（

試
作

用
材

料
費

、
機

械
装

置
・

工
具

器
具

費
）

、
技

術
導

入
・

人
材

育
成

費
（

産
業

財
産

権
導

入
費

、
技

術
指

導
受

入
費

、
人

材
育

成
費

）
、

外
注

・
委

託
費

（
外

注
費

、
委

託
費

）
【

限
度

額
】

50
0万

円
以

内
【

助
成

率
】

 ２
／

３
 以

内

【
令

和
6(

20
24

)年
度

公
募

】
（

第
１

次
）

6月
20

日
～

7月
19

日
（

第
２

次
）

10
月

25
日

～
11

月
27

日

栃
木

県

449



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

群
馬
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

地
域
企
業
支
援
課
技
術
開
発
係

担
当
者

遠
藤

電
話
番
号

02
7-

22
6-

33
52

FA
X番

号
02

7-
22

3-
78

75

E-
m

ai
l

en
do

-n
@

pr
ef

.g
un

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

j
p/

sit
e/

ho
jo

kin
/1

06
41

.h
tm

l

部
署

地
域
企
業
支
援
課
技
術
開
発
係

担
当
者

遠
藤

電
話
番
号

02
7-

22
6-

33
52

FA
X番

号
02

7-
22

3-
78

75

E-
m

ai
l

en
do

-n
@

pr
ef

.g
un

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

j
p/

sit
e/

ho
jo

kin
/1

06
42

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

令
和
6年

4月
1日

（
月
曜

日
）
か
ら
5月

10
日
（
金
曜

日
）
午
後
5時

ま
で

令
和
6年

4月
1日

（
月
曜

日
）
か
ら
5月

10
日
（
金
曜

日
）
午
後
5時

ま
で

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1

採
択
件
数
（
予

定
）
：

10
件

総
額
（
予
定
）
：

40
,2
55

,0
00

円

採
択
件
数
：

11
件

総
額
：

42
,3
60

,0
00

円

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1

（
た
だ
し
、
小
規
模
事
業
者
は
5分

の
4）

採
択
件
数
：

28
件

総
額
（
予
定
）
：

10
,5
85

,0
00

円

採
択
件
数
：

28
件

総
額
（
予
定
）
：

9,
32

1,
00

0円

1
ぐ
ん
ま
DX

技
術
革
新
補
助
金

群
馬
県

県
内
中
小
企
業
の
新
技
術
・
新
製
品
開
発
に
補

助
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
製
品
開
発

や
Ｄ
Ｘ
推
進
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
図
り
、
競
争
力
を
高
め

る
も
の

県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
等

2
ぐ
ん
ま
技
術
革
新
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
金

群
馬
県

県
内
中
小
企
業
の
新
技
術
・
新
製
品
開
発
に
補

助
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
製
品
開
発

や
Ｄ
Ｘ
推
進
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
を
図
り
、
競
争
力
を
高
め

る
も
の

県
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
等

（
共
同
実
施
市
町
村
(※

注
)の

み
）

群
馬
県

450



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

埼
玉
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
創
造
課

担
当
者

も
の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
担
当

電
話
番
号

04
8-

83
0-

37
35

FA
X番

号
04

8-
83

0-
48

16

E-
m

ai
l

a3
76

0-
03

@
pr

ef
.sa

ita
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ai

ta
m

a
.lg

.jp
/a

08
12

/r
6-

ho
jyo

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
次
世
代
も
の
づ
く
り
技
術
活

用
製
品
開
発
費
補
助
金

埼
玉
県

高
度
な
デ
ジ
タ
ル
、
バ
イ
オ
、
マ
テ
リ
ア
ル
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
技
術
ま
た

は
製
品
を
開
発
す
る
た
め
の
経
費
を
助
成
す

る
。

県
内
中
小
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
(県

内
中
小
企
業
で
な
い
場
合
は
、
共
同
開
発
体
に

県
内
中
小
企
業
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
す

る
)

通
常
枠

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
補
助
金
額
：
上
限
1,
00

0万
円

小
規
模
企
業
者
枠

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
4分

の
3以

内
補
助
金
額
：
上
限
50

0万
円

採
択
件
数
：

12
件

総
額
：

99
,6
37

,8
35

円

採
択
件
数
：

通
常
枠
：
7件

程
度

（
予
定
)

小
規
模
企
業
者

枠
：
7件

程
度
（
予

定
）

総
額
（
予
定
）
：

10
5,
00

0,
00

0円

令
和
6年

4月
1日

～
令
和
6年

5月
14

日

埼
玉
県

451



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

商
工
労
働
部
産
業
振
興
課

担
当
者

宇
野

電
話
番
号

04
3-

22
3-

27
78

FA
X番

号
04

3-
22

2-
45

55

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

b@
m

z.p
re

f.c
hi

ba
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.c
hi

ba
.lg

.
jp

/s
an

sh
in

/k
en

ko
u/

ko
bo

/
ho

jo
kin

3.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

事
業
内
容
①
②
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
、
補
助

対
象
経
費
の
2/
3を

補
助

採
択
件
数
：

7件 総
額
（
予
定
）
：

30
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：

7件 総
額
：

23
,6
25

,0
00

円

1
千
葉
県
医
療
機
器
等
開
発
支

援
補
助
事
業

千
葉
県

以
下
の
２
カ
テ
ゴ
リ
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助

①
製
造
販
売
業
者
等
と
連
携
し
た
医
療
機
器
及

び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護
関
連
の
機
器
等

の
研
究
・
製
品
開
発

②
医
療
機
器
及
び
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
介
護

関
連
の
機
器
等
の
臨
床
試
用
、
性
能
評
価
、
薬

事
審
査
及
び
承
認
・
認
証

主
た
る
事
業
の
実
施
地
が
千
葉
県
内
で
あ
る

中
小
企
業
者

20
24

年
4月

1日
～
4月

19
日

千
葉
県

452



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
東

京
都

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

助
成

課

担
当

者
電

話
番

号
03

-3
25

1-
78

95
FA

X番
号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ky

o-
ko

sh
a.

or
.jp

/s
up

po
rt/

jo
se

i
/ji

gy
o/

sh
in

se
ih

in
.h

tm
l

部
署

助
成

課
担

当
者

電
話

番
号

03
-3

25
1-

78
95

FA
X番

号
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.to

ky
o-

ko
sh

a.
or

.jp
/s

up
po

rt/
jo

se
i

/ji
gy

o/
to

ky
o-

in
no

va
tio

n.
ht

m
l

ー

採
択

件
数

：
39

件
連

絡
窓

口

【
助

成
対

象
期

間
】

令
和

7年
1月

1日
か

ら
令

和
9年

12
月

31
日

ま
で

（
最

長
3年

）
【

助
成

限
度

額
】

8,
00

0万
円

 (申
請

下
限

額
:1

,5
00

万
円

)
【

助
成

率
】

助
成

対
象

と
認

め
ら

れ
る

経
費

の
2/

3以
内

【
対

象
分

野
】

東
京

都
が

作
成

し
た

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
ッ

プ
」

の
開

発
支

援
テ

ー
マ

に
該

当
す

る
こ

と
【

助
成

対
象

経
費

】
原

材
料

・
副

資
材

費
、

機
械

装
置

・
工

具
器

具
費

、
委

託
・

外
注

費
、

専
門

家
指

導
費

、
直

接
人

件
費

、
規

格
等

認
証

・
登

録
費

、
産

業
財

産
権

出
願

・
導

入
費

、
展

示
会

等
参

加
費

、
広

告
費

【
そ

の
他

条
件

】
他

企
業

・
大

学
・

公
設

試
験

研
究

機
関

等
と

の
連

携
(外

注
・

委
託

、
共

同
研

究
に

よ
る

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
)が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

【
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

】
令

和
6年

6月
28

日
か

ら
8月

6
日 【

申
請

期
間

】
令

和
6年

8月
8日

～
8月

28
日

【
申

請
方

法
】

 国
（

デ
ジ

タ
ル

庁
）

が
提

供
す

る
「

Jグ
ラ

ン
ツ

」
に

よ
る

電
子

申
請

※
事

前
に

「
Gビ

ズ
ID

プ
ラ

イ
ム

ア
カ

ウ
ン

ト
」

の
発

行
が

必
要

で
す

。
発

行
に

は
2週

間
ほ

ど
か

か
り

ま
す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

ー

採
択

件
数

：
16

件

＜
申

請
受

付
期

間
＞

令
和

6年
3月

11
日

（
月

）
～

4月
5日

（
金

）
17

時
00

分

1
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成

事
業

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社

2
TO

KY
O戦

略
的

イ
ノ

ベ
―

シ
ョ

ン
促

進
事

業
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

都
が

定
め

る
テ

ー
マ

に
基

づ
き

、
他

企
業

等
と

連
携

し
て

取
り

組
む

大
規

模
な

技
術

・
製

品
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
最

大
3年

間
助

成

・
都

内
の

本
店

又
は

支
店

で
実

質
的

な
事

業
活

動
を

行
っ

て
い

る
中

小
企

業
者

(会
社

及
び

個
人

事
業

者
)等

・
都

内
で

の
創

業
を

具
体

的
に

計
画

し
て

い
る

者

実
用

化
の

見
込

み
の

あ
る

新
製

品
・

新
技

術
の

自
社

開
発

を
行

う
都

内
中

小
企

業
者

等
に

対
し

、
試

作
開

発
に

お
け

る
経

費
の

一
部

を
助

成

・
都

内
の

本
店

又
は

支
店

で
実

質
的

な
事

業
活

動
を

行
っ

て
い

る
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
者

）
等

・
都

内
で

の
創

業
を

具
体

的
に

計
画

し
て

い
る

中
小

企
業

者
等

【
助

成
対

象
期

間
】

令
和

6年
9月

1日
～

令
和

8年
5月

31
日

（
最

長
1年

9か
月

）
【

助
成

対
象

経
費

】
①

 原
材

料
・

副
資

材
費

　
②

 機
械

装
置

・
工

具
器

具
費

　
③

 委
託

・
外

注
費

④
 産

業
財

産
権

出
願

・
導

入
費

　
⑤

 専
門

家
指

導
費

　
⑥

 直
接

人
件

費
【

助
成

限
度

額
】

15
00

万
円

【
助

成
率

】
１

/2

東
京

都

453



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

助
成

課

担
当

者
「

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
製

品
開

発
支

援
事

業
」

担
当

電
話

番
号

03
-3

25
1-

78
95

FA
X番

号
E-

m
ai

l

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.to

ky
o-

ko
sh

a.
or

.jp
/s

up
po

rt/
jo

se
i

/ji
gy

o/
ka

ig
on

ee
ds

/in
de

x.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

【
助

成
対

象
期

間
】

交
付

決
定

の
日

か
ら

最
長

1年
9カ

月
【

助
成

対
象

経
費

】
次

世
代

介
護

機
器

等
の

開
発

・
改

良
・

普
及

を
行

う
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

【
助

成
限

度
額

】
20

00
万

円
【

助
成

率
】

助
成

対
象

と
認

め
ら

れ
る

経
費

の
2/

3以
内

【
申

請
前

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
】

令
和

６
年

8月
1日

～
８

月
29

日 【
申

請
受

付
期

間
】

令
和

6年
8月

30
日

～
9月

20
日

ー
ー

3
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

製
品

開
発

支
援

事
業

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
介

護
従

事
者

の
身

体
的

負
担

の
軽

減
や

業
務

の
効

率
化

な
ど

、
介

護
環

境
の

改
善

に
資

す
る

次
世

代
介

護
機

器
等

の
開

発
・

改
良

及
び

普
及

を
行

う
中

小
企

業
の

取
組

へ
の

支
援

を
実

施
し

ま
す

。

 ・
都

内
の

本
店

又
は

支
店

で
実

質
的

な
事

業
活

動
を

行
っ

て
い

る
中

小
企

業
者

（
会

社
お

よ
び

個
人

事
業

者
）

等
・

都
内

で
の

創
業

を
具

体
的

に
計

画
し

て
い

る
個

人

東
京

都

454



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
神

奈
川

県
更

新
日

：
令

和
6年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

経
済

労
働

局
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

部

担
当

者
西

勝
電

話
番

号
04

4－
20

0－
25

13
FA

X番
号

04
4－

20
0－

39
20

E-
m

ai
l

28
in

no
va

@
cit

y.k
aw

as
ak

i.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ka
wa

s
ak

i.j
p/

28
0/

pa
ge

/0
00

01
6

70
84

.h
tm

l

部
署

産
業

支
援

・
雇

用
対

策
課

担
当

者
ロ

ボ
ッ

ト
・

企
業

支
援

班

電
話

番
号

04
2-

70
7-

71
54

FA
X番

号
04

2-
75

4-
10

64

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
u.

k@
cit

y.s
ag

am
ih

ar
a.

ka
na

ga
wa

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/in
du

st
ry

.ci
ty

.sa
ga

m
ih

ar
a.

ka
na

ga
wa

.jp
/c

at
_i

nf
o/

ke
nk

yu
/

連
絡

窓
口

1
川

崎
市

福
祉

製
品

等
開

発
支

援
補

助
金

川
崎

市
福

祉
製

品
、

共
用

品
及

び
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

及
び

改
良

等
に

か
か

る
経

費
を

助
成

市
内

事
業

者
又

は
市

外
事

業
者

（
当

補
助

対
象

事
業

を
市

内
事

業
者

と
共

同
で

行
う

者
）

※
川

崎
市

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

画
が

条
件

【
補

助
対

象
経

費
】

専
門

家
謝

金
、

原
材

料
費

、
消

耗
品

費
、

機
械

工
具

等
費

、
外

注
加

工
費

、
研

究
開

発
委

託
費

、
産

業
財

産
権

導
入

費
、

技
術

指
導

費
等 【

補
助

率
】

２
／

３
以

下
【

補
助

限
度

額
】

１
０

０
万

円
【

条
件

】
・

Ka
wa

sa
ki 

W
el

fa
re

 Te
ch

no
lo

gy
 L

ab
（

通
称

「
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
」

）
で

事
前

に
相

談
を

し
、

助
言

に
基

づ
き

実
施

す
る

事
業

で
あ

る
こ

と
等

令
和

6年
6月

17
日

か
ら

7月
31

日
ま

で
未

定
採

択
件

数
：

3件
総

額
：

2,
44

4,
00

0
円

2
相

模
原

市
中

小
企

業
研

究
開

発
補

助
金

相
模

原
市

■
市

内
中

小
企

業
者

の
新

製
品

・
新

技
術

開
発

や
新

分
野

進
出

を
支

援
す

る
た

め
、

研
究

開
発

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

■
相

模
原

市
内

に
事

業
者

を
有

し
、

補
助

対
象

事
業

に
係

る
研

究
開

発
拠

点
が

市
内

で
あ

る
中

小
企

業
者

等
■

市
税

に
未

納
の

税
額

が
な

い
者

■
補

助
率

：
補

助
対

象
経

費
の

2分
の

1以
内

■
補

助
額

：
1案

件
あ

た
り

50
万

円
以

上
10

0万
円

以
下

※
た

だ
し

、
産

学
連

携
枠

や
行

政
課

題
対

応
枠

に
よ

る
研

究
開

発
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

50
万

円
以

上
15

0万
円

以
下

■
補

助
対

象
経

費
：

①
原

材
料

費
、

②
機

械
装

置
・

工
具

器
具

費
、

③
外

注
加

工
費

、
④

技
術

指
導

受
入

れ
費

、
⑤

直
接

人
件

費
、

⑥
研

究
開

発
委

託
費

（
中

小
企

業
団

体
の

み
）

採
択

件
数

：
7件

総
額

（
予

定
）

：
8,

50
0,

00
0円

採
択

件
数

：
2件

総
額

：
2,

50
0,

00
0

円

■
令

和
6年

4月
15

日
か

ら
5

月
31

日
ま

で

神
奈

川
県

455



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

産
業

活
性

課
企

業
活

動
サ

ポ
ー

ト
係

担
当

者

電
話

番
号

04
6-

26
0-

51
35

FA
X番

号
04

6-
26

0-
51

38

E-
m

ai
l

sk
_s

an
gy

@
cit

y.y
am

at
o.

lg
.j

p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ya

m
at

o.
l

g.
jp

/g
yo

se
i/s

os
hi

k/
40

/s
a

ng
yo

/k
ig

yo
us

hi
en

/h
oj

ok
in

to
u/

41
91

.h
tm

l

部
署

事
業

企
画

部

担
当

者
電

話
番

号
04

5-
50

2-
48

10
FA

X番
号

04
5-

50
2-

98
10

E-
m

ai
l

tri
al

@
kih

ar
a.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/k
ih

ar
a.

or
.jp

/

新
規

取
得

し
た

土
地

を
除

く
固

定
資

産
の

固
定

資
産

税
及

び
都

市
計

画
税

見
込

額
の

12
倍

【
①

新
規

立
地

奨
励

金
・

②
事

業
拡

大
奨

励
金

】
上

限
額

：
2億

円
【

③
設

備
投

資
奨

励
金

】
上

限
額

：
1億

円

3
大

和
市

企
業

活
動

振
興

条
例

に
よ

る
奨

励
金

大
和

市
本

市
へ

の
進

出
を

希
望

す
る

企
業

や
、

事
業

拡
大

に
取

り
組

む
市

内
企

業
を

支
援

す
る

た
め

に
、

設
備

投
資

な
ど

の
補

助
を

行
う

奨
励

金
制

度

医
療

福
祉

関
連

ロ
ボ

ッ
ト

（
介

護
用

若
し

く
は

医
療

用
ロ

ボ
ッ

ト
又

は
高

齢
者

等
へ

の
生

活
支

援
を

目
的

と
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
）

、
又

は
、

 防
災

関
連

ロ
ボ

ッ
ト

（
災

害
対

応
用

ロ
ボ

ッ
ト

）
の

主
要

な
部

分
の

製
造

に
係

る
企

業
で

あ
っ

て
、

投
下

資
本

額
1千

万
円

以
上

で
あ

り
、

下
記

の
い

ず
れ

の
条

件
等

を
満

た
す

企
業

【
①

新
規

立
地

奨
励

金
】

市
内

に
事

業
所

を
有

し
な

い
企

業
が

市
内

に
お

い
て

新
た

に
操

業
を

開
始

す
る

場
合

【
②

事
業

拡
大

奨
励

金
】

市
内

で
継

続
し

て
3年

以
上

操
業

し
て

い
る

企
業

が
事

業
の

拡
大

の
た

め
に

、
市

内
に

お
い

て
事

業
所

を
増

設
又

は
既

存
事

業
所

の
移

設
・

建
替

え
を

行
う

場
合

【
③

設
備

投
資

奨
励

金
】

市
内

で
継

続
し

て
3年

以
上

操
業

し
て

い
る

企
業

が
事

業
の

拡
大

の
た

め
に

、
事

業
所

の
設

備
を

拡
大

し
、

又
は

更
新

す
る

場
合

随
時

－
－ 採

択
件

数
10

件
4

横
浜

市
ト

ラ
イ

ア
ル

助
成

金
公

益
財

団
法

人
木

原
記

念
横

浜
生

命
科

学
振

興
財

団
健

康
・

医
療

分
野

お
よ

び
バ

イ
オ

技
術

を
用

い
た

脱
炭

素
・

GX
の

基
礎

研
究

成
果

や
臨

床
ニ

ー
ズ

等
の

実
用

化
に

向
け

た
産

学
連

携
事

業
の

推
進

に
つ

な
が

る
取

組
の

う
ち

、
研

究
成

果
や

ア
イ

デ
ィ

ア
等

を
具

体
化

す
る

試
作

品
の

開
発

や
次

の
研

究
ス

テ
ッ

プ
に

進
む

た
め

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

取
得

お
よ

び
そ

の
検

証
に

対
す

る
研

究
開

発
費

の
助

成

・
中

小
企

業
で

あ
っ

て
、

横
浜

市
内

に
本

店
を

登
記

し
て

い
る

、
も

し
く

は
、

申
請

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

開
発

拠
点

を
有

す
る

者
・

大
学

等
で

あ
っ

て
、

横
浜

 大
学

・
都

市
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
協

議
会

会
則

第
3条

に
規

定
す

る
者

・
研

究
機

関
、

病
院

等
で

あ
っ

て
、

横
浜

市
内

に
申

請
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
研

究
開

発
拠

点
を

有
す

る
者

・
研

究
成

果
や

ア
イ

デ
ィ

ア
等

を
具

体
化

す
る

部
品

・
製

品
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
や

試
作

品
の

開
発

・
研

究
ア

イ
デ

ィ
ア

に
基

づ
く

予
備

試
験

又
は

仮
説

検
証

（
助

成
率

：
対

象
経

費
の

10
/1

0以
内

、
1

申
請

あ
た

り
の

助
成

限
度

額
：

中
小

企
業

は
20

0万
円

、
大

学
等

は
10

0万
円

）

令
和

6年
4月

1日
（

月
）

～
令

和
6年

5月
13

日
（

月
）

採
択

予
定

件
数

：
未

定

神
奈

川
県

456



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

事
業

化
支

援
部

担
当

者

電
話

番
号

04
6-

23
6-

15
00

FA
X番

号
04

6-
23

6-
15

27

E-
m

ai
l

m
or

iya
-t@

kis
te

c.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
st

ec
.jp

/

部
署

事
業

化
支

援
部

担
当

者

電
話

番
号

04
6-

23
6-

15
00

FA
X番

号
04

6-
23

6-
15

27

E-
m

ai
l

sm
-j.

s.k
en

9@
kis

te
c.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
st

ec
.jp

/s
up

_c
om

m
/r

6_
ko

ub
o/

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
 ３

件
程

度
  総

額
：

6,
28

3,
00

0円

採
択

件
数

：
 2

件
総

額
：

 6
,2

83
,0

00
円

チ
ー

ム
内

に
1法

人
以

上
、

神
奈

川
県

内
に

主
た

る
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

等
で

あ
る

こ
と

当
所

の
研

究
者

が
チ

ー
ム

内
に

入
っ

て
共

同
で

研
究

を
行

え
る

テ
ー

マ
で

あ
る

こ
と

令
和

6年
3月

1日
（

金
）

～
 3

月
25

日
（

金
）

採
択

件
数

：
4件

程
度 総

額
：

6,
00

0,
00

0
円

／
3年

／
チ

ー
ム

採
択

件
数

：
3件

総
額

：
6,

00
0,

00
0

円
／

3年
／

チ
ー

ム

令
和

6年
4月

8日
（

月
）

～
 5

月
7日

（
月

）
5

次
世

代
事

業
創

出
デ

ザ
イ

ン
支

援
事

業
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所

6
産

学
公

連
携

事
業

化
促

進
研

究
事

業
地

方
独

立
行

政
法

人
神

奈
川

県
立

産
業

技
術

総
合

研
究

所
中

小
企

業
等

の
開

発
ニ

ー
ズ

と
大

学
等

の
研

究
シ

ー
ズ

を
つ

な
い

だ
研

究
課

題
を

募
集

、
採

択
し

、
産

技
総

研
、

企
業

、
大

学
等

が
互

い
に

リ
ソ

ー
ス

を
提

供
し

な
が

ら
国

等
の

競
争

的
研

究
資

金
の

獲
得

を
視

野
に

入
れ

、
概

ね
3年

以
内

の
事

業
化

計
画

に
基

づ
い

て
共

同
で

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

支
援

研
究

シ
ー

ズ
（

大
学

／
企

業
）

、
開

発
ニ

ー
ズ

（
企

業
）

が
そ

れ
ぞ

れ
1法

人
以

上
の

チ
ー

ム
に

よ
る

申
請

次
世

代
を

担
う

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

新
製

品
・

新
サ

ー
ビ

ス
・

新
ビ

ジ
ネ

ス
開

発
に

関
わ

る
総

合
支

援

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

、
又

は
、

神
奈

川
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
者

を
構

成
員

に
含

む
グ

ル
ー

プ

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

デ
ザ

イ
ン

開
発

費
（

20
0万

円
以

内
）

・
知

財
戦

略
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
費

・
３

Dプ
リ

ン
タ

に
関

わ
る

試
作

に
関

わ
る

費
用

一
部

負
等

神
奈

川
県

457



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

新
潟
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
者

塚
原

電
話
番
号

02
5-

22
6-

05
50

FA
X番

号
02

5-
22

6-
05

55
E-

m
ai

l
in

fo
@

ni
ig

at
a-

ip
c.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/n
iig

at
a-

ip
c.o

r.j
p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
技
術
ア
イ
デ
ア
実
行
支
援
補

助
金

公
益
財
団
法
人
新
潟
市
産
業

振
興
財
団

新
潟
市
内
の
中
小
事
業
者
が
自
社
製
品
の
生
産

性
強
化
や
品
質
の
向
上
、
新
事
業
へ
の
展
開
、

新
製
品
開
発
の
た
め
に
取
り
組
む
研
究
、
技
術

開
発
に
つ
い
て
支
援
。

(※
対
象
は
介
護
機
器
に
限
り
ま
せ
ん
。
）

新
潟
市
内
に
本
社
又
は
研
究
・
新
技
術
開
発

を
行
う
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

・
補
助
上
限
額
10

0万
円

・
補
助
対
象
経
費
の
2/
3以

内
を
補
助

（
1次

募
集
）
20

24
年
6月

3
日
～
6月

28
日

（
2次

募
集
）

20
24

年
9月

11
日
～
10

月
9日

採
択
件
数
：

４
件

総
額
（
予
定
）
：

4,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：
４
件

総
額
：

3,
08

3,
00

0円

新
潟
県

458



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

富
山
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

溝
口
、
金
丸

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

溝
口
、
金
丸

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp

部
署

ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当

担
当
者

溝
口
、
金
丸

電
話
番
号

07
66

-2
4-

71
12

FA
X番

号
07

66
-2

4-
71

22
E-

m
ai

l
he

al
th

@
to

ni
o.

or
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.to
ni

o.
or

.jp

←
目
次
に
戻
る

補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

20
24

年
4月

26
日
～
5月

29
日

採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

6,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

2件 総
額
：

10
,0
00

,0
00

円

3
令
和
6年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
枠
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

と
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
設
定

し
た
介
護
施
設
等
の
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
具

体
的
な
製
品
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
開
発
を
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
に
利
用
者
支
店
の

製
品
の
開
発
を
図
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
県
内
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試

験
研
究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共

同
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ

採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

10
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：

2件 総
額
：

10
,0
00

,0
00

円

連
絡
窓
口

補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

採
択
件
数
：

2件 総
額
（
予
定
）
：

6,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

2件 総
額
：

10
,0
00

,0
00

円

20
24

年
4月

26
日
～
5月

29
日

補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

20
24

年
4月

26
日
～
5月

29
日

1
令
和
6年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
製
品
開
発
特
別
枠
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

と
や
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
毎

年
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
設
定
し
た
製
品
テ
ー
マ

に
関
す
る
研
究
開
発
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
迅
速
に
利
用
者
視
点
の
製
品
の
開
発
を
図

る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試
験
研

究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共
同
研

究
開
発
グ
ル
ー
プ

2
令
和
6年

度
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

育
成
創
出
事
業
（
ヘ
ル
ス
ケ

ア
製
品
開
発
加
速
化
枠
）

公
益
財
団
法
人
富
山
県
新
世

紀
産
業
機
構

富
山
県
に
蓄
積
さ
れ
た
産
業
基
盤
や
資
源
を
活

用
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
新
技
術
・
新
商
品

の
開
発
、
お
よ
び
事
業
化
に
資
す
る
研
究
開
発

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

製
品
の
開
発
を
図
る
も
の
。

富
山
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
の
研
究

者
と
大
学
等
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試
験
研

究
機
関
の
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
共
同
研

究
開
発
グ
ル
ー
プ

富
山
県

459



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

石
川
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

課
担
当
者

電
話
番
号

07
6-

26
7-

55
51

FA
X番

号
07

6-
26

8-
13

22
E-

m
ai

l
sh

ig
en

@
isi

co
.o

r.j
p

HP
_U

RL

部
署

成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
課

担
当
者

電
話
番
号

07
6-

26
7-

62
91

FA
X番

号
07

6-
26

8-
13

22
E-

m
ai

l
pr

oj
ec

t@
isi

co
.o

r.j
p

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
成
長
戦
略
フ
ァ
ン
ド

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

支
援
事
業
助
成
金

公
益
財
団
法
人

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構

社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
・
販
路
開
拓
支
援

県
内
中
小
企
業
等

県
内
中
小
企
業
等
　
３
，
０
０
０
千
円

２
/３

　
(３

年
以
内
）

２
０
２
４
年
４
月
２
２
日
～

６
月
１
４
日

ー
ー

①
３
，
０
０
０
万
円
以
内
　
2/
3（

３
年
以

内
）

②
５
０
０
万
円
以
内
　
10

/1
0（

１
年
以

内
）

２
０
２
４
年
４
月
２
２
日
～

６
月
１
４
日

ー
ー

2
成
長
戦
略
フ
ァ
ン
ド
補
助
金

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援

枠

公
益
財
団
法
人

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構

①
Ｄ
Ｘ
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

②
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事

業

①
県
内
中
小
企
業
を
代
表
者
と
す
る
県
内
外

の
企
業
又
は
大
学
・
公
設
試
等
に
よ
る
２
者

以
上
の
連
携
体

②
県
内
企
業
単
独
又
は
県
内
中
小
企
業
を
代

表
者
と
す
る
県
内
外
の
企
業
又
は
大
学
・
公

設
試
等
に
よ
る
２
者
以
上
の
連
携
体

石
川
県
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介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
福

井
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

産
業

技
術

課

担
当

者

電
話

番
号

07
76

-2
0-

03
74

FA
X番

号
07

76
-2

0-
06

46

E-
m

ai
l

sa
ng

yo
-

gi
ju

ts
u@

pr
ef

.fu
ku

i.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

ui
.lg

.j
p/

do
c/

ch
isa

ng
i/s

an
ga

ku
k

an
/k

ac
hi

du
ku

ri.
ht

m
l

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
７

件
(予

定
）

R6
新

設
令

和
６

年
３

月
１

２
日

（
火

）
～

　
令

和
６

年
４

月
１

９
日

（
金

）
１

７
時

連
絡

窓
口

1
県

内
産

業
価

値
づ

く
り

支
援

事
業

補
助

金
福

井
県

県
内

企
業

が
大

学
や

産
総

研
等

の
研

究
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
て

実
施

す
る

成
長

産
業

へ
の

参
入

や
市

場
拡

大
の

た
め

の
可

能
性

調
査

お
よ

び
技

術
開

発
を

支
援

A型
：

県
内

企
業

B型
：

県
内

中
小

企
業

（
脱

炭
素

に
資

す
る

技
術

開
発

の
場

合
、

県
内

大
企

業
も

可
）

A型
：

可
能

性
調

査
・

20
0万

円
（

補
助

率
2/

3以
内

、
1年

以
内

）
・

25
0万

円
（

条
件

あ
り

、
補

助
率

3/
4以

内
、

1年
以

内
）

B型
：

技
術

開
発

県
内

中
小

企
業

・
1,

00
0万

円
 /年

（
補

助
率

3/
4、

最
大

2
年

)
・

1,
20

0万
円

/年
（

条
件

あ
り

、
補

助
率

4/
5、

最
大

2年
）

県
内

大
企

業
（

脱
炭

素
に

資
す

る
技

術
開

発
の

場
合

応
募

可
）

・
1,

00
0万

円
/年

（
補

助
率

3/
4、

1年
以

内
)

・
1,

20
0万

円
/年

（
条

件
あ

り
、

補
助

率
4/

5、
1年

以
内

）

福
井

県
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介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
山

梨
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

成
長

産
業

推
進

課

担
当

者
臼

井
　

一
広

電
話

番
号

05
5-

22
3-

15
65

FA
X番

号
05

5-
22

3-
15

69

E-
m

ai
l

us
ui

-
am

rz
@

pr
ef

.ya
m

an
as

hi
.lg

.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.y

am
an

a
sh

i.j
p/

se
ich

os
an

gy
o/

in
no

v
at

io
n_

ho
jyo

/in
no

va
tio

n_
h

oj
yo

kin
.h

tm
l

部
署

新
産

業
創

造
部

新
市

場
開

拓
課

担
当

者
電

話
番

号
05

5-
24

2-
63

90
FA

X番
号

05
5-

24
3-

18
85

E-
m

ai
l

in
fo

@
yis

o.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.yi
so

.o
r.j

p/
su

bs
id

y/
pr

om
ot

e1
.h

tm
l

連
絡

窓
口

2
中

小
企

業
・

小
規

模
企

業
振

興
基

金
助

成
事

（
新

製
品

・
新

技
術

研
究

開
発

助
成

事
業

）

公
益

財
団

法
人

や
ま

な
し

産
業

支
援

機
構

新
製

品
・

新
技

術
開

発
等

の
研

究
開

発
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
助

成
山

梨
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
中

小
企

業
や

小
規

模
企

業
、

中
小

企
業

や
小

規
模

企
業

の
グ

ル
ー

プ
な

ど

助
成

限
度

額
：

10
0万

円
助

成
率

：
対

象
経

費
の

2/
3以

内
20

24
年

6月
3日

～
20

24
年

7
月

31
日

（
第

1回
）

20
24

年
11

月
1日

～
20

24
年

12
月

20
日

（
第

2回
）

採
択

件
数

：
6件 総

額
（

予
定

）
：

6,
00

0,
00

0円

採
択

件
数

：
5件 総

額
：

4,
57

8,
02

9円

1
や

ま
な

し
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

事
業

費
補

助
金

山
梨

県
 中

小
企

業
が

行
う

成
長

分
野

へ
の

進
出

に
向

け
た

研
究

開
発

及
び

小
規

模
事

業
者

が
行

う
経

営
革

新
や

事
業

承
継

に
向

け
た

取
り

組
み

に
対

し
助

成
す

る
。

山
梨

県
内

に
本

店
、

製
造

拠
点

又
は

研
究

開
発

拠
点

を
有

す
る

（
補

助
事

業
期

間
内

に
有

す
る

予
定

も
含

む
）

中
小

企
業

者

対
象

分
野

：
「

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

」
、

「
医

療
機

器
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
」

、
「

ス
マ

ー
ト

も
の

づ
く

り
」

、
「

知
事

が
認

め
る

分
野

」
（

１
）

一
般

枠
 ・

補
助

上
限

額
：

20
,0

00
千

円
 ・

対
象

事
業

者
：

中
小

企
業

 ・
補

助
対

象
経

費
の

1/
2以

内
（

２
）

小
規

模
事

業
者

枠
 ・

補
助

上
限

額
：

5,
00

0千
円

 ・
対

象
事

業
者

：
小

規
模

事
業

者
 ・

補
助

対
象

経
費

の
2/

3以
内

（
１

）
一

般
枠

令
和

6年
4月

12
日

～
令

和
6

年
7月

9日

（
２

）
小

規
模

枠
令

和
6年

4月
12

日
～

令
和

6
年

5月
31

日

採
択

件
数

（
予

定
）

：
6件

総
額

（
予

定
）

：
60

,0
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
5件

総
額

：
46

,7
91

,0
00

円

山
梨

県

462



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

部
署

新
産
業
創
造
部
新
市
場
開
拓
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

24
2-

63
90

FA
X番

号
05

5-
24

3-
18

85

E-
m

ai
l

in
fo

@
yis

o.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.yi
so

.o
r.j

p/
su

bs
id

y/
fu

nd
.h

tm
l

部
署

新
産
業
創
造
部
新
市
場
開
拓
課

担
当
者

電
話
番
号

05
5-

24
2-

63
90

FA
X番

号
05

5-
24

3-
18

85

E-
m

ai
l

in
fo

@
yis

o.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.yi
so

.o
r.j

p/
su

bs
id

y/
fu

nd
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

助
成
限
度
額
：
20

0万
円

助
成
率
：
対
象
経
費
の
2/
3以

内
採
択
件
数
：

4件 総
額
（
予
定
）
：

8,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

4件 総
額
：

7,
16

1,
46

6円

20
24

年
9月

2日
～
20

24
年
10

月
31

日
4

山
梨
み
ら
い
フ
ァ
ン
ド
（
次

世
代
技
術
活
用
支
援
事
業
）

公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
産

業
支
援
機
構

先
進
的
か
つ
革
新
的
な
技
術
を
活
用
し
た
新
た

な
事
業
活
動
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

山
梨
県
内
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者
又

は
そ
の
グ
ル
ー
プ

3
採
択
件
数
：

4件 総
額
（
予
定
）
：

2,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

2,
73

8,
21

6円

山
梨
み
ら
い
フ
ァ
ン
ド
（
成

長
分
野
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
資

金
助
成
事
業
業
）

公
益
財
団
法
人
や
ま
な
し
産

業
支
援
機
構

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
け
る
起
業

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を
設
置
し
て
起

業
す
る
者
、
山
梨
県
内
に
本
社
（
拠
点
）
を

設
置
し
た
企
業
後
5年

未
満
の
者

助
成
限
度
額
：
50

万
円

助
成
率
：
対
象
経
費
の
2/
3以

内
20

24
年
9月

2日
～
20

24
年
10

月
31

日

山
梨
県

463



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

長
野
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
技
術
課
技
術
振
興
係

担
当
者

清
水

電
話
番
号

02
6-

23
5-

71
96

FA
X番

号
02

6-
23

5-
71

97

E-
m

ai
l

sa
ng

i@
pr

ef
.n

ag
an

o.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
ice

-
o.

or
.jp

/in
fo

/in
fo

-5
27

57
/

←
目
次
に
戻
る

採
択
件
数
（
予

定
）
：

4件 総
額
（
予
定
）
：

20
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：

3件 総
額
：

16
,7
50

,0
00

円

連
絡
窓
口

補
助
金
の
上
限
1,
00

0万
円
、
補
助
率
2分

の
1以

内
20

24
年
4月

26
日
～
5月

31
日

1
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
関
連
機
器
開

発
等
支
援
事
業
補
助
金

長
野
県
／
公
益
財
団
法
人
長

野
県
産
業
振
興
機
構

県
内
も
の
づ
く
り
企
業
が
行
う
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク

関
連
機
器
等
の
試
作
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
※
製
品
設
計
、
技
術

検
証
の
た
め
の
試
作
又
は
既
に
製
品
化
さ
れ
販

路
開
拓
の
み
を
行
う
事
業

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

長
野
県

464



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
岐

阜
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

岐
阜

県
商

工
労

働
部

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

担
当

者
林

亜
希

美

電
話

番
号

05
8-

27
2-

83
89

FA
X番

号
05

8-
27

8-
26

79

E-
m

ai
l

ha
ya

sh
i-

ak
em

i@
pr

ef
.g

ifu
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
ifu

.lg
.j

p/
sit

e/
he

al
th

ca
re

/

←
目

次
に

戻
る

1
岐

阜
県

ヘ
ル

ス
ケ

ア
産

業
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

支
援

事
業

費
補

助
金

岐
阜

県
県

が
成

長
産

業
と

し
て

位
置

付
け

る
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

（
医

療
・

福
祉

機
器

、
医

薬
品

、
健

康
食

品
）

に
取

り
組

む
県

内
企

業
が

、
新

規
参

入
か

ら
事

業
化

ま
で

に
お

い
て

様
々

な
障

壁
を

乗
り

越
え

る
た

め
に

必
要

な
事

業
を

支
援

す
る

た
め

に
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

岐
阜

県
内

に
本

社
又

は
製

品
を

製
造

す
る

事
業

所
を

有
す

る
法

人
又

は
個

人
（

岐
阜

県
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

推
進

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
登

録
者

に
限

る
。

）

・
試

作
開

発
支

援
事

業
 (6

件
予

定
)

・
製

品
化

支
援

事
業

(3
件

予
定

)
・

国
内

外
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

国
内

8件
 海

外
3件

予
定

）

総
額

（
予

定
）

：
24

,1
14

,0
00

円

ー
連

絡
窓

口
総

費
用

の
1/

2を
補

助
令

和
6年

3月
22

日
～

4月
22

日 （
10

月
31

日
ま

で
追

加
募

集
（

随
時

）
を

実
施

）

岐
阜

県

465



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

静
岡
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

事
業
推
進
部

担
当
者

牧
野
、
片
山
、
杉
山

電
話
番
号

05
5-

98
0-

63
33

FA
X番

号
05

5-
98

0-
63

20

E-
m

ai
l

jig
yo

@
fu

ji-
pv

c.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

fu
ji-

pv
c.j

p/

連
絡
窓
口

1
自
立
支
援
・
介
護
支
援
機
器

等
開
発
助
成
事
業
費
補
助
金

公
益
財
団
法
人
ふ
じ
の
く
に

医
療
城
下
町
推
進
機
構

高
齢
者
等
の
自
立
や
QO

Lの
向
上
、
介
護
者
の

負
担
軽
減
、
そ
の
他
介
護
現
場
の
課
題
解
決
等

に
資
す
る
新
た
な
製
品
の
実
用
化
に
向
け
た
事

業
を
対
象
と
す
る

静
岡
県
内
中
小
企
業
者

試
作
品
の
開
発
自
体
を
目
的
と
し
な
い

・
一
般
枠
：
補
助
限
度
額
30

0万
円
、
補
助

率
1/
2以

内
・
モ
デ
ル
ル
ー
ム
枠
：
補
助
限
度
額
40

0万
円
、
補
助
率
2/
3以

内
（
※
機
構
内
設
置
の

モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
し
た

も
の
）

令
和
6年

4月
1日

～
令
和
6年

5月
10

日
採
択
件
数
：

3件 総
額
（
予
定
）
：

8,
00

0,
00

0円

採
択
件
数
：

3件 総
額
：

7,
85

6,
00

0円

静
岡
県
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No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

公
益

財
団

法
人

浜
松

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
機

構

担
当

者
大

村

電
話

番
号

05
3-

48
9-

81
11

FA
X番

号
05

3-
45

0-
21

00

E-
m

ai
l

in
fo

@
ha

i.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.h
ai

.o
r.j

p

●
研

究
開

発
補

助
金

補
助

対
象

7分
野

に
お

け
る

新
技

術
、

新
製

品
、

新
サ

ー
ビ

ス
等

の
研

究
開

発
を

行
う

事
業 (1

) 製
品

化
の

た
め

の
設

計
試

作
を

見
込

む
こ

と
が

で
き

る
事

業
(2

) 補
助

事
業

の
成

果
物

と
し

て
、

補
助

期
間

終
了

ま
で

に
原

則
、

試
作

品
を

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
(3

) 補
助

終
了

後
、

目
安

と
し

て
4年

以
内

の
製

品
化

を
見

込
む

事
業

●
製

品
開

発
補

助
金

補
助

対
象

7分
野

に
お

け
る

新
技

術
、

新
製

品
、

新
サ

ー
ビ

ス
等

の
製

品
開

発
を

行
う

た
め

の
事

業
(1

) 補
助

事
業

の
成

果
物

と
し

て
、

補
助

期
間

終
了

ま
で

に
製

品
の

試
作

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

(2
) 補

助
終

了
後

、
目

安
と

し
て

2年
以

内
の

製
品

化
、

3年
以

内
の

事
業

化
(製

品
の

販
売

)を
見

込
む

事
業

●
社

会
課

題
解

決
型

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
補

助
金 補

助
対

象
7分

野
に

お
け

る
社

会
課

題
解

決
を

テ
ー

マ
に

新
技

術
、

新
製

品
、

新
サ

ー
ビ

ス
等

の
研

究
開

発
を

行
う

事
業

(1
) 提

示
す

る
社

会
課

題
を

テ
ー

マ
に

製
品

化
の

た
め

の
設

計
試

作
を

見
込

む
こ

と
が

で
き

る
事

業
(2

) 補
助

事
業

の
成

果
物

と
し

て
、

補
助

期
間

終
了

ま
で

に
原

則
、

試
作

品
を

完
成

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
(3

) 補
助

終
了

後
、

目
安

と
し

て
4年

以
内

の
製

品
化

を
見

込
む

事
業

●
補

助
金

額
(1

)研
究

開
発

補
助

金
…

1件
あ

た
り

10
0万

円
を

下
限

と
し

、
50

0万
円

を
上

限
と

し
ま

す
。

(2
)製

品
開

発
補

助
金

…
1件

あ
た

り
15

0万
円

を
下

限
と

し
、

1,
00

0万
円

を
上

限
と

し
ま

す
。

(3
)社

会
課

題
解

決
型

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
補

助
金

…
1件

あ
た

り
15

0万
円

を
下

限
と

し
、

1,
00

0万
円

を
上

限
と

し
ま

す
。

●
事

前
申

し
込

み
：

令
和

6年
2月

26
日

（
月

曜
日

）
か

ら
3月

22
日

（
金

曜
日

）
午

後
5時

ま
で

●
申

請
書

提
出

期
限

：
令

和
6年

4月
5日

（
金

曜
日

）
午

後
5時

※
事

前
申

込
を

さ
れ

た
方

の
み

総
額

（
予

定
）

11
1,

60
0,

00
0円

の
内

数
※

医
療

機
器

分
野

以
外

も
含

め
た

件
数

採
択

件
数

：
16

件
※

医
療

機
器

分
野

も
含

め
た

件
数

2
浜

松
市

新
産

業
創

出
事

業
費

補
助

事
業

浜
松

市
浜

松
市

に
お

い
て

戦
略

的
に

支
援

す
べ

き
産

業
分

野
と

し
て

位
置

づ
け

て
い

る
成

長
7分

野
*

（
次

世
代

輸
送

用
機

器
、

健
康

・
医

療
、

新
農

業
、

光
・

電
子

、
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

デ
ジ

タ
ル

、
ロ

ボ
テ

ィ
ク

ス
）

に
つ

い
て

、
新

技
術

、
新

製
品

等
の

研
究

開
発

に
よ

り
事

業
化

を
目

指
す

市
内

の
中

小
企

業
者

等
に

対
し

、
研

究
開

発
費

の
一

部
を

補
助

す
る

。

＊
医

療
機

器
分

野
以

外
も

対
象

と
な

る
。

補
助

対
象

者
と

な
る

事
業

者
は

、
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
で

、
市

税
を

滞
納

し
て

い
な

い
者

。
①

市
内

に
住

所
又

は
主

た
る

事
務

所
を

有
す

る
個

人
又

は
中

小
企

業
者

（
中

小
企

業
基

本
法

（
昭

和
38

年
法

律
第

15
4号

）
第

2条
に

規
定

す
る

中
小

企
業

者
）

②
市

内
に

住
所

又
は

主
た

る
事

務
所

を
置

き
、

新
た

に
事

業
を

開
始

し
よ

う
と

す
る

者
。

③
①

又
は

②
に

該
当

す
る

者
を

1者
以

上
含

み
、

事
業

化
開

発
を

目
的

に
2者

以
上

の
者

で
組

織
さ

れ
た

共
同

体
。

静
岡

県
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No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

令
和
6年

2月
26

日
（
月
曜

日
）
か
ら
令
和
6年

3月
29

日
（
金
曜
日
）
午
後
5時

部
署

公
益
財
団
法
人
浜
松
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構

担
当
者

電
話
番
号

05
3-

48
9-

81
11

FA
X番

号
05

3-
45

0-
21

00

E-
m

ai
l

in
fo

@
ha

i.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.h
ai

.o
r.j

p

部
署

産
業
振
興
部
商
工
振
興
課

担
当
者

石
渡

電
話
番
号

05
5-

93
4-

47
48

FA
X番

号
05

5-
93

3-
14

12

E-
m

ai
l

sy
ou

ko
@

cit
y.n

um
az

u.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.n
um

az
u.

sh
izu

ok
a.

jp
/b

us
in

es
s/

yu
c

hi
/s

ho
ko

/n
ew

bu
sin

es
s/

←
目
次
に
戻
る

【
一
次
募
集
】

令
和
6年

4月
10

日
（
水
曜

日
）
～
令
和
6年

5月
22

日
（
水
曜
日
）
17

時
ま
で

【
二
次
募
集
（
予
定
）
】

令
和
6年

6月
4日

（
火
曜

日
）
～
令
和
6年

7月
5日

（
金
曜
日
）
17

時
ま
で

県
の
承
認
を
受
け
た
「
経
営
革
新
計
画
」
に

基
づ
き
、
新
製
品
・
新
技
術
・
新
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
関
す
る
事
業
が
対
象
。
補
助
対
象
経

費
の
1/
2以

内
、
上
限
10

0万
円
以
内
。

予
算
額
：
70

0万
円

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
開
発
に
関
わ
る

申
請
な
し
。

対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額
と
し
、
事
業

1件
あ
た
り
10

0万
円
を
上
限
と
す
る
。

※
補
助
事
業
の
成
果
物
と
し
て
、
補
助
期
間

終
了
ま
で
に
製
品
の
試
作
を
完
成
が
で
き
る

こ
と
。

※
補
助
終
了
後
、
目
安
と
し
て
5年

以
内
の

製
品
化
を
見
込
む
事
業
で
あ
る
こ
と
。

総
額
（
予
定
）

3,
00

0,
00

0円
の
内

数 ※
医
療
機
器
分
野

以
外
も
含
め
た
件

数

3件 ※
医
療
機
器
分
野

も
含
め
た
件
数

4
沼
津
市
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
事
業
補
助
金

沼
津
市

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」
に
基
づ
き
、
県

知
事
の
承
認
を
受
け
た
新
製
品
・
新
技
術
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
取
り
組
む
場
合
、
費
用

の
一
部
を
市
が
補
助
す
る
。

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

者
等
で
、
「
経
営
革
新
計
画
」
の
承
認
を
受

け
た
も
の
。

3
浜
松
市
新
事
業
挑
戦
事
業
費

補
助
事
業

浜
松
市

既
存
製
造
分
野
等
に
お
い
て
培
っ
た
製
造
・
生

産
技
術
等
を
活
か
し
、
異
分
野
を
は
じ
め
と
す

る
成
長
7分

野
（
次
世
代
輸
送
用
機
器
、
健

康
・
医
療
、
新
農
業
、
光
・
電
子
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
）
に

関
す
る
新
製
品
開
発
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
。

＊
医
療
機
器
分
野
以
外
も
対
象
と
な
る
。

補
助
対
象
者
と
な
る
事
業
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
。

①
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
個
人
又
は
中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本

法
（
昭
和
38

年
法
律
第
15

4号
）
第
2条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
）

②
市
内
に
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
を
置

き
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
中

小
企
業
者
。

③
①
又
は
②
に
該
当
す
る
者
を
1者

以
上
含

み
、
事
業
化
開
発
を
目
的
に
2者

以
上
の
者

で
組
織
さ
れ
た
共
同
体
。

静
岡
県
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介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
愛

知
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

経
済

産
業

局
産

業
部

産
業

科
学

技
術

課
担

当
者

電
話

番
号

05
2-

95
4-

63
70

FA
X番

号
05

2-
95

4-
69

77

E-
m

ai
l

sa
n-

ka
gi

@
pr

ef
.a

ich
i.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
ich

i.j
p/

sit
e/

sh
in

-a
ich

i/

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
61

件
う

ち
情

報
通

信
・

ロ
ボ

ッ
ト

と
健

康
長

寿
分

野
の

採
択

25
件

採
択

件
数

：
73

件
う

ち
情

報
通

信
・

ロ
ボ

ッ
ト

と
健

康
長

寿
分

野
の

採
択

23
件

連
絡

窓
口

20
24

年
3月

25
日

～
20

24
年

4
月

5日
1

新
あ

い
ち

創
造

研
究

開
発

補
助

金
愛

知
県

次
世

代
自

動
車

や
航

空
宇

宙
、

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

、
今

後
の

成
長

が
見

込
ま

れ
る

分
野

に
お

い
て

、
企

業
等

が
行

う
研

究
開

発
等

を
支

援
※

研
究

開
発

等
と

は
、

県
内

に
事

業
所

を
持

つ
企

業
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
及

び
企

業
等

が
県

内
に

お
い

て
実

施
す

る
実

証
実

験

大
企

業
、

中
小

企
業

（
事

業
協

同
組

合
等

を
含

む
）

※
「

ト
ラ

イ
ア

ル
型

」
の

対
象

者
は

、
過

去
に

本
補

助
金

の
採

択
実

績
が

な
い

中
小

企
業

補
助

率
・

大
企

業
 原

則
1／

2以
内

・
中

小
企

業
 2

／
3以

内
限

度
額

・
大

企
業

 2
億

円
以

下
・

中
小

企
業

 原
則

1億
円

以
下

※
「

ト
ラ

イ
ア

ル
型

」
は

50
0万

円

愛
知

県
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

三
重
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

雇
用
経
済
部
　
新
産
業
振
興
課

担
当
者

服
部
、
中
濵

電
話
番
号

05
9-

22
4-

31
13

FA
X番

号
05

9-
22

4-
20

78

E-
m

ai
l

sh
in

sa
ng

@
pr

ef
.m

ie
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
ie

.lg
.jp

/T
OP

IC
S/

m
00

31
30

04
12

.h
t

m ←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
成
長
産
業
推
進
に
向
け
た
試

作
・
開
発
支
援
事
業
補
助
金

三
重
県

県
内
自
動
車
関
連
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
EV

化
等
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的

な
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
に
行
う
、
次
世
代

技
術
の
先
行
的
な
開
発
や
高
付
加
価
値
製
品
の

開
発
・
試
作
等
へ
の
支
援

三
重
県
内
に
本
店
又
は
事
業
所
等
を
有
す
る

中
小
企
業
等

・
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
へ
の
事
業

拡
大
、
新
規
参
入
又
は
業
態
転
換
を
目
的
と

し
て
行
う
試
作
・
開
発

・
補
助
対
象
経
費
の
1/
2以

内
を
補
助

令
和
6年

4月
8日

（
月
）
～
5

月
17

日
（
金
）

採
択
件
数
：

8件 総
額
：

20
00

万
円

な
し

（
本
年
度
か
ら
）

三
重
県

470



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

滋
賀
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

商
工
観
光
労
働
部
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課

担
当
者

神
屋
・
水
谷

電
話
番
号

07
7-

52
8-

37
94

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

76

E-
m

ai
l

fd
00

02
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
hi

ga
.lg

.
jp

/ip
pa

n/
sh

ig
ot

os
an

gy
ou

/
ko

ug
yo

u/
17

87
4.

ht
m

l

部
署

商
工
観
光
労
働
部
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課

担
当
者

神
屋
・
水
谷

電
話
番
号

07
7-

52
8-

37
94

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

76

E-
m

ai
l

fd
00

02
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
hi

ga
.lg

.
jp

/ip
pa

n/
sh

ig
ot

os
an

gy
ou

/
sy

ou
gy

ou
/3

37
48

6.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

２
．
補
助
率

通
常
枠
：
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

CO
2ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
枠
：
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
枠
：
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内

３
．
補
助
限
度
額

通
常
枠
：
10

0万
円
以
上
1,
00

0万
円
以
内

CO
2ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
枠
：
10

0万
円
以
上
2,
00

0
万
円
以
内

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
枠
：
10

0万
円
以
上
2,
00

0
万
円
以
内

第
１
期
：

20
24

年
4月

30
日
～
5月

31
日

第
２
期
：

20
24

年
8月

5日
～
8月

30
日

採
択
件
数
９
件

交
付
決
定
総
額
：

83
,5
96

,0
00

円

採
択
件
数
５
件

補
助
額
：

38
,3
84

,8
00

円

2
滋
賀
県
近
未
来
技
術
等
社
会

実
装
推
進
事
業
補
助
金

滋
賀
県

滋
賀
県
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
20

30
（
令
和
2年

3月
策
定
）
に
基
づ
き
、
滋
賀
県
内
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
近
未
来
技
術
等
※
の
社
会
実
装
に
向

け
、
企
業
等
か
ら
の
申
請
に
基
づ
く
実
証
実
験

や
実
現
可
能
性
調
査
の
経
費
に
対
し
て
助
成
し

企
業
等

連
絡
窓
口

1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業

滋
賀
県

県
内
中
小
企
業
者
等
が
行
う
新
製
品
、
新
技
術

の
開
発
に
必
要
と
さ
れ
る
原
材
料
費
、
機
械
装

置
等
の
経
費
に
対
し
て
、
そ
の
一
部
を
助
成

（
※
介
護
・
福
祉
分
野
を
含
む
）

滋
賀
県
内
に
主
た
る
研
究
開
発
拠
点
が
あ
る

中
小
企
業
等

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
テ
ー
ジ
】

限
度
額
：
10

0万
円
～
2,
00

0万
円
、
補
助

率
：
１
／
２
（
大
学
等
と
の
共
同
研
究
の
場

合
は
２
／
３
）

【
キ
ッ
ク
オ
フ
ス
テ
ー
ジ
】

限
度
額
：
10

0万
円
以
内
、
補
助
率
：
１
／

２
（
大
学
等
と
の
共
同
研
究
の
場
合
は
２
／

３
）

採
択
件
数
６
件

交
付
決
定
総
額
：

43
,9
99

,9
99

円

採
択
件
数
８
件

補
助
額
：

20
,2
40

,8
82

円

20
24

年
4月

1日
～
5月

8日

滋
賀
県

471



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
京

都
府

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

京
都

府
商

工
労

働
観

光
部

産
業

振
興

課

担
当

者

電
話

番
号

07
5-

41
4-

48
42

FA
X番

号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
21

.jp
/s

u
bs

id
y/

ko
bo

-r6
-e

g/

1
京

都
エ

コ
ノ

ミ
ッ

ク
・

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

支
援

強
化

事
業

京
都

府
グ

ロ
ー

バ
ル

競
争

や
技

術
進

展
の

加
速

等
に

対
応

し
、

事
業

継
続

を
図

る
中

小
企

業
を

応
援

す
る

た
め

、
プ

ロ
セ

ス
の

見
直

し
に

よ
る

生
産

性
向

上
と

高
付

加
価

値
化

の
同

時
実

現
を

目
指

す
持

続
可

能
性

の
高

い
事

業
の

取
組

を
支

援
。

本
事

業
に

係
る

製
品

開
発

、
生

産
、

営
業

等
の

事
業

活
動

を
遂

行
す

る
拠

点
を

京
都

府
内

に
有

す
る

中
小

企
業

者
・

生
産

性
向

上
と

高
付

加
価

値
化

の
同

時
実

現
を

目
指

す
持

続
可

能
性

の
高

い
事

業
に

取
り

組
む

者

※
「

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
」

の
採

択
枠

あ
り

連
絡

窓
口

グ
ロ

ー
バ

ル
競

争
や

技
術

進
展

の
加

速
等

に
対

応
し

、
事

業
継

続
を

図
る

中
小

企
業

を
支

援
す

る
た

め
、

プ
ロ

セ
ス

の
見

直
し

に
よ

る
生

産
性

向
上

と
高

付
加

価
値

化
の

同
時

実
現

を
目

指
す

取
組

を
補

助
（

Ⅰ
）

事
業

創
生

コ
ー

ス
デ

ー
タ

分
析

や
課

題
調

査
等

に
よ

る
プ

ロ
セ

ス
（

工
程

）
の

見
直

し
等

、
事

業
計

画
段

階
で

必
要

と
な

る
取

組
へ

の
補

助
・

上
限

額
：

10
0万

円
・

補
助

率
：

1/
2以

内
（

Ⅱ
）

事
業

化
促

進
コ

ー
ス

生
産

性
向

上
・

高
付

加
価

値
化

の
同

時
実

現
の

た
め

の
試

作
品

・
サ

ー
ビ

ス
等

の
開

発
、

テ
ス

ト
販

売
等

に
よ

る
本

格
的

な
市

場
調

査
・

販
路

開
拓

等
へ

の
補

助
・

上
限

額
：

1,
00

0万
円

・
補

助
率

：
1/

2以
内

※
土

地
造

成
費

、
建

物
建

設
費

、
本

格
的

な
生

産
・

販
売

設
備

は
15

％
（

Ⅲ
）

本
格

的
事

業
展

開
コ

ー
ス

実
用

化
に

向
け

た
応

用
研

究
・

生
産

技
術

開
発

、
 量

産
設

備
投

資
（

生
産

体
制

の
構

築
、

販
売

・
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

拠
点

整
備

等
）

、
そ

れ
ら

と
連

動
し

た
販

路
開

拓
等

（
広

報
、

需
要

開
拓

等
）

へ
の

補
助

・
上

限
額

：
3,

00
0万

円
・

補
助

率
：

1/
2以

内
※

土
地

造
成

費
、

建
物

建
設

費
、

本
格

的
な

生
産

・
販

売
設

備
は

15
％

令
和

5年
４

月
１

日
～

５
月

２
４

日
採

択
件

数
：

58
件

採
択

件
数

：
48

件

京
都

府

472



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

京
都

府
商

工
労

働
観

光
部

産
業

振
興

課

担
当

者

電
話

番
号

07
5-

41
4-

48
42

FA
X番

号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ki
21

.jp
/s

u
bs

id
y/

ko
bo

-r6
-m

or
i/

2
「

産
学

公
の

森
」

推
進

事
業

京
都

府
企

業
や

大
学

等
研

究
機

関
と

連
携

し
、

社
会

課
題

の
解

決
に

寄
与

す
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
創

出
を

図
る

産
学

公
に

よ
る

取
組

を
支

援
。

 京
都

府
内

に
拠

点
を

有
す

る
中

小
企

業
を

代
表

企
業

と
し

、
構

成
企

業
又

は
大

学
等

研
究

機
関

が
１

者
以

上
参

画
す

る
、

産
産

・
産

学
連

携
グ

ル
ー

プ
。

※
構

成
企

業
に

は
京

都
府

内
に

拠
点

を
有

す
る

大
企

業
も

参
画

可
。

社
会

課
題

の
解

決
に

寄
与

す
る

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
を

創
出

を
図

る
「

産
産

連
携

」
「

産
学

連
携

」
に

よ
る

取
組

み
を

支
援

Ⅰ
 ア

ー
リ

ー
ス

テ
ー

ジ
コ

ー
ス

目
標

の
設

定
や

実
現

に
向

け
た

勉
強

会
・

研
究

会
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
市

場
調

査
、

要
素

技
術

の
可

能
性

検
証

、
技

術
研

修
等

の
グ

ル
ー

プ
で

の
事

業
・

上
限

額
：

12
0万

円
・

補
助

率
：

1/
2以

内

(Ⅱ
)事

業
化

促
進

コ
ー

ス
試

作
品

・
サ

ー
ビ

ス
等

の
開

発
、

テ
ス

ト
販

売
等

に
よ

る
本

格
的

な
市

場
調

査
・

販
路

開
拓

等
の

グ
ル

ー
プ

で
の

事
業

・
上

限
額

：
2,

00
0万

円
(下

限
10

0万
円

)
・

補
助

率
：

1/
2以

内
※

土
地

造
成

費
、

建
物

建
設

費
、

本
格

的
な

生
産

・
販

売
設

備
は

15
％

(Ⅲ
)本

格
事

業
展

開
コ

ー
ス

実
用

化
に

向
け

た
応

用
研

究
・

生
産

技
術

開
発

、
量

産
設

備
投

資
、

そ
れ

ら
と

連
動

し
た

販
路

開
拓

等
の

グ
ル

ー
プ

で
の

事
業

・
上

限
額

：
5,

00
0万

円
(下

限
2,

00
0万

円
)

・
補

助
率

：
1/

2以
内

※
土

地
造

成
費

、
建

物
建

設
費

、
本

格
的

な
生

産
・

販
売

設
備

は
15

％

令
和

5年
４

月
１

日
～

５
月

３
１

日
採

択
件

数
：

36
件

採
択

件
数

：
31

件

京
都

府

473



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

部
署

産
業
観
光
局
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
室

担
当
者

電
話
番
号

07
5-

22
2-

33
24

FA
X番

号
07

5-
22

2-
33

31

E-
m

ai
l

sa
ns

hi
n@

cit
y.k

yo
to

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ky
ot

o.
l

g.
jp

/s
an

ka
n/

pa
ge

/0
00

0
32

44
69

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

3
京
都
発
革
新
的
医
療
技
術
研

究
開
発
助
成
事
業

京
都
市

新
た
な
医
薬
品
・
医
療
機
器
、
健
康
・
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
機
器
等
の
創
出
に
つ
な
が
る
革
新
的

な
医
療
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
に
助
成

京
都
市
内
の
大
学
研
究
者
及
び
中
小
企
業

○
助
成
金
額

大
学
研
究
者
：
上
限
１
０
０
万
円
（
間
接
経

費
を
含
む
場
合
は
上
限
１
３
０
万
円
）

中
小
企
業
：
上
限
１
０
０
万
円

○
助
成
率
　
１
０
０
％

20
24

年
4月

1日
～
4月

24
日

採
択
件
数
：

13
件

総
額
：

15
,7
00

,0
00

円
（
予

定
）

採
択
件
数
：
13

件

京
都
府

474



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

大
阪
府

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

地
域
産
業
課

担
当
者

藤
原
（
菜
）

電
話
番
号

07
2-

22
8-

75
34

FA
X番

号
07

2-
22

8-
88

16

E-
m

ai
l

ch
isa

n@
cit

y.s
ak

ai
.lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.sa

ka
i.lg

.j
p/

sa
ng

yo
/s

hi
en

yu
us

hi
/c

h
us

ho
/p

ro
dd

ev
/m

on
oc

ha
lle

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
堺
市
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
補
助
金

堺
市

新
た
な
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
開
発
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
費
を
補
助
（
医
療
・
介

護
・
健
康
関
連
産
業
分
野
等
を
優
先
採
択
分
野

と
し
て
い
る
）

堺
市
内
の
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
研
究
開
発

拠
点
に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
。

機
械
装
置
費
用
等
の
補
助
事
業
の
執
行
に
必

要
な
経
費
の
1/
2以

内
を
助
(上

限
30

0万
円
)

採
択
件
数
：

5件 総
額
（
予
定
）
：

12
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：

4件 総
額
：

10
,1
93

,0
00

円

毎
年
5月

1日
～
6月

末

大
阪
府

475



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

兵
庫
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
労
働
部
地
域
産
業
立
地
課

担
当
者

安
部

電
話
番
号

07
8－

36
2－

33
34

FA
X番

号
07

8－
36

2－
38

01

E-
m

ai
l

To
m

om
i_A

be
@

pr
ef

.h
yo

g
o.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
eb

.p
re

f.h
yo

go
.l

g.
jp

/s
r0

9/
ie

03
_0

00
00

00
02

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
成
長
産
業
育
成
の
た
め
の
研

究
開
発
支
援
事
業

兵
庫
県

次
世
代
産
業
を
中
心
と
し
た
成
長
産
業
分
野
の

育
成
を
図
る
た
め
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
萌
芽

的
な
研
究
調
査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
立
ち

上
が
り
期
の
予
備
的
、
準
備
的
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
的
な
研
究
開
発
へ
の
移
行
を

支
援

以
下
の
要
件
を
満
た
す
産
学
官
で
構
成
さ
れ

る
共
同
研
究
チ
ー
ム

【
要
件
】

①
「
産
・
学
・
官
」
、
「
産
・
学
」
、

「
産
・
官
」
の
い
ず
れ
か
で
構
成

②
「
産
」
の
う
ち
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、

か
つ
県
内
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
者
を
少
な
く
と
も
１
者
含
む
こ
と

③
対
象
産
業
分
野
の
事
業
拡
大
又
は
新
規
参

入
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
研
究
で
、
共
同

研
究
に
参
画
す
る
県
内
中
小
企
業
者
が
当
該

研
究
成
果
を
活
用
し
た
事
業
化
計
画
を
有
し

て
い
る
こ
と

研
究
（
調
査
、
試
験
分
析
、
試
作
を
含
む
）

に
必
要
な
経
費
を
定
額
補
助

採
択
件
数
（
予

定
）
：
10

件
程
度

総
額
（
予
定
）
：

71
,1
03

千
円

採
択
件
数
：
17

件
総
額
：
60

,5
59

千
円

令
和
6年

2月
20

日
（
火
）

～
令
和
6年

4月
11

日
（
木
）

兵
庫
県

476



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

奈
良
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
部

経
営
支
援
課

担
当
者

河
田

電
話
番
号

07
42

-2
7-

81
31

FA
X番

号
07

42
-2

3-
13

96

E-
m

ai
l

sy
ok

o@
of

fic
e.

pr
ef

.n
ar

a.
lg

.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
ar

a.
jp

/
60

93
3.

ht
m

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
研
究
開
発
支
援
事
業

奈
良
県

民
間
企
業
の
製
造
業
者
が
行
う
研
究
開
発
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

対
象
者
：
民
間
企
業
の
製
造
業
者

①
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業

補
助
開
始
年
度
よ
り
10

年
間
事
業
所
を
県

内
で
定
着
ま
た
は
研
究
成
果
の
事
業
化

②
県
内
に
事
業
所
を
有
し
な
い
企
業

補
助
期
間
終
了
後
、
県
内
で
5年

以
内
に

一
定
規
模
の
事
業
所
を
設
置

対
象
分
野
：

　
機
械
・
金
属
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
航
空
機
、

生
活
産
業
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
繊
維
、
木

材
・
木
製
品
、
食
品
、
製
薬
・
医
療

補
助
額
：

10
0,
00

0千
円
/件

（
補
助
対
象
期
間
3年

間
の
合
計
）

（
下
限
額
：
30

,0
00

千
円
/件

）
補
助
率
：

中
小
企
業
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
大
企
業
：
補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
補
助
期
間
：

3年

令
和
6年

11
月
1日

～
令
和
7年

1月
17

日
採
択
件
数
：

予
算
の
範
囲
内
で

決
定

総
額
（
予
定
）
：

10
0,
00

0千
円

各
年
度
採
択
択
者

に
対
す
る
R6

年
度

補
助
額

・
R3

年
度
：

30
,0
00

千
円
（
予

定
）

・
R4

年
度
：

24
,2
70

千
円
（
予

定
）

・
R5

年
度
：

37
,4
47

千
円
(予

定
）

採
択
件
数
：
１
件

各
年
度
採
択
者
に

対
す
る
R5

年
度
交

付
額

・
R2

年
度
：

25
,9
31

千
円

　
　
(補

助
終
了
）

・
R3

年
度
：

13
,1
04

千
円

・
R4

年
度
：

20
,2
89

千
円

奈
良
県

477



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

和
歌
山
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

和
歌
山
県
（
該
当
無
）

478



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

鳥
取
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 鳥
取
県
（
該
当
無
）

479



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

島
根
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

新
事
業
支
援
課

技
術
支
援
グ
ル
ー
プ

担
当
者

景
山
・
土
井

電
話
番
号

08
52

-6
0-

51
12

FA
X番

号
08

52
-6

0-
51

06

E-
m

ai
l

sa
t@

jo
ho

-s
hi

m
an

e.
or

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.jo
ho

-
sh

im
an

e.
or

.jp
/s

ol
ut

io
n/

su
bs

id
y/

20
24

年
4月

1日
～
20

25
年
3

月
31

日
部
署

松
江
市
も
の
づ
く
り
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー

担
当
者

松
本

電
話
番
号

08
52

-6
0-

71
01

FA
X番

号
08

52
-2

5-
03

00

E-
m

ai
l

m
isc

@
cit

y.m
at

su
e.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

at
su

e.
l

g.
jp

/s
an

gy
o_

bu
sin

es
s/

sa
n

gy
os

hi
nk

o/
se

izo
u_

sh
ie

n/
i

nd
ex

.h
tm

l

島
根
県
内
企
業

第
1回

公
募
：
令
和
6年

7月
4

日
（
木
）
～
8月

30
日

（
金
）

第
2回

公
募
：
令
和
6年

9月
12

日
（
木
）
～
10

月
31

日
（
木
）

連
絡
窓
口

福
祉
・
養
護
に
関

す
る
実
績
な
し

１
．
事
業
化
枠

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
50

0万
円

・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

10
/1
0、

限
度
額
25

0万
円
）

２
．
高
度
研
究
開
発
枠

・
助
成
率
1/
2以

内
・
限
度
額
1,
00

0万
円

・
期
間
　
2年

以
内

（
う
ち
大
学
等
と
の
共
同
研
究
費
は
助
成
率

県
内
10

/1
0、

県
外
2/
3、

限
度
額
50

0万
円
）

1. 採
択
件
数
：
4件

程
度 総
額
：
20

,0
00

千
円 2. 採
択
件
数
：
3件

程
度 総
額
：
30

,0
00

千
円

2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
支
援
事

業
補
助
金

【
補
助
対
象
経
費
】

(1
)共

同
受
発
注

謝
金
、
旅
費
、
委
託
費
、
会
場
費
、
備
品
使

用
料
　
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、
広
告

宣
伝
費

(2
)新

製
品
・
新
技
術
開
発

謝
金
、
委
託
費
、
会
場
費
、
備
品
使
用
料
、

研
究
費
、
原
材
料
・
副
資
材
費

(3
)人

材
育
成

謝
金
、
旅
費
、
委
託
費
、
会
場
費
、
備
品
使

用
料
、
資
料
購
入
費
(4
)販

路
開
拓
　
　
謝

金
、
旅
費
、
委
託
費
、
会
場
費
、
備
品
使
用

料
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、
研
究

費
、
広
告
宣
伝
費
、
消
耗
品
費
、
役
務
費

【
補
助
率
】

補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
の
額

（
1,
00

0円
未
満
切
捨
）
た
だ
し
、
50

万
円

を
上
限
と
す
る
。
同
一
グ
ル
ー
プ
へ
の
補
助

は
、
3年

度
を
限
度
と
し
、
同
一
年
度
内
に

お
け
る
補
助
対
象
者
に
対
す
る
補
助
は
1回

と
す
る
。

予
定
な
し

1. 採
択
件
数
：
3件

総
額
：
14

,9
55

千
円 2. 採
択
件
数
：
3件

総
額
：
28

,0
63

千
円

も
の
づ
く
り
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー

個
社
で
は
解
決
困
難
な
新
製
品
・
新
技
術
開

発
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
、
共
同
受
発
注
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
取
り
組
む
研
究
、
研

修
、
勉
強
会
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
事
業
。

た
だ
し
、
こ
の
補
助
金
と
同
様
の
趣
旨
の
他
の

補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除

く
。

補
助
対
象
者
は
次
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す

る
者
と
す
る

(1
)市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
製
造
業
を
主

た
る
事
業
で
営
む
中
小
企
業
者
が
幹
事
と
な

り
､そ

の
構
成
員
の
2分

の
1以

上
が
市
内
の

中
小
企
業
者
等
で
構
成
す
る
企
業
グ
ル
ー

プ
ﾟ

(2
)市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

の
構
成
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
も
の

1
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
助
成
金

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
産
業

振
興
財
団

島
根
県
内
企
業
の
研
究
開
発
力
強
化
に
よ
る
個

社
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、
売
上
増
加
、
利

益
率
向
上
を
図
る
た
め
、
大
学
等
と
の
共
同
研

究
費
や
研
究
開
発
経
費
を
助
成

１
．
事
業
化
枠

　
自
社
の
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
外

部
専
門
家
か
ら
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら

行
う
も
の

２
．
高
度
研
究
開
発
枠

　
県
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
等
と
協
力
し
て

次
世
代
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う

も
の

島
根
県
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No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

20
24

年
4月

1日
～
20

25
年
3

月
31

日
部
署

松
江
市
も
の
づ
く
り
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー

担
当
者

松
本

電
話
番
号

08
52

-6
0-

71
01

FA
X番

号
08

52
-2

5-
03

00

E-
m

ai
l

m
isc

@
cit

y.m
at

su
e.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.m

at
su

e.
l

g.
jp

/s
an

gy
o_

bu
sin

es
s/

sa
n

gy
os

hi
nk

o/
se

izo
u_

sh
ie

n/
i

nd
ex

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

【
補
助
対
象
経
費
】

①
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

ア
及
び
イ
　
原
材
料
・
副
資
材
費
、
機
械
装

置
・
工
具
器
具
費
、
外
注
費
、
産
業
財
産
権

導
入
費
、
技
術
指
導
受
入
費
、
性
能
検
査
費

ウ
　
委
託
費

②
実
用
化
製
品
化
事
業

原
材
料
・
副
資
材
費
、
機
械
装
置
・
工
具
器

具
費
、
外
注
費
、
産
業
財
産
権
導
入
費
、
技

術
指
導
受
入
費
、
性
能
検
査
費
、
直
接
人
件

費 ③
新
分
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

工
作
機
械
等
導
入
費
、
そ
の
他
導
入
費
、
研

究
開
発
費
、
原
材
料
費
、
外
注
費
、
技
術
導

入
費
、
専
門
家
経
費

【
補
助
率
】

①
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額

（
1,
00

0円
未
満
切
捨
）
た
だ
し
、
30

万
円

を
下
限
、
10

0万
円
を
上
限
と
す
る
。

②
実
用
化
製
品
化
事
業

ア
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ア
に
係
る
実
用

化
製
品
化
：
補
助
対
象
経
費
の
3分

の
2以

内
の
額
（
1,
00

0円
未
満
切
捨
）
。
た
だ
し
30

0
万
円
を
上
限
と
す
る
。

イ
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
イ
に
係
る
実
用

化
製
品
化
：
補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額
（
1,
00

0円
未
満
切
捨
）
た
だ
し
30

0万
円
を
上
限
と
す
る
。

③
新
分
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

補
助
対
象
経
費
の
2分

の
1以

内
の
額

（
1,
00

0円
未
満
切
捨
）
た
だ
し
20

0万
円
を

上
限
と
す
る
。

予
定
な
し

福
祉
・
養
護
に
関

す
る
実
績
な
し

3
新
製
品
開
発
・
新
分
野
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
補
助
金

も
の
づ
く
り
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー

以
下
の
事
業
で
、
こ
の
補
助
金
と
同
様
の
趣
旨

の
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
く
。

①
開
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

ア
：
地
域
や
行
政
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
試

作
開
発

イ
：
自
社
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
試
作
開

発 ウ
：
自
社
の
IT
シ
ス
テ
ム
の
試
作
開
発

②
実
用
化
製
品
化
事
業

試
作
開
発
が
終
わ
り
､製

品
･技

術
そ
の
も
の
の

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
実
用
化
製
品
化
に

向
け
た
取
組

③
新
分
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

新
分
野
展
開
又
は
事
業
転
換
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ﾞ

す
る
こ
と
で
競
争
力
の
強
化
を
図
る
取
組

補
助
対
象
者
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
と
す
る
。

(1
)市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
製
造
業
を
主

た
る
事
業
で
営
む
中
小
企
業
者
で
、
補
助
事

業
の
完
了
時
に
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
も

の (2
)構

成
員
の
2分

の
1以

上
が
市
内
の
中
小

企
業
者
等
で
構
成
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
で
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
が
補

助
事
業
の
完
了
時
に
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
も
の

島
根
県
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

岡
山
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

産
業
労
働
部
産
業
振
興
課

担
当
者

上
岡
　
啓
志

電
話
番
号

08
6-

22
6-

73
79

FA
X番

号
08

6-
22

4-
21

65

E-
m

ai
l

hi
ro

sh
i_k

am
io

ka
@

pr
ef

.o
ka

ya
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/

←
目
次
に
戻
る

1
き
ら
め
き
岡
山
創
成
フ
ァ
ン

ド
支
援
事
業

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
産
業

振
興
財
団
※
岡
山
県
の
補
助

に
よ
り
実
施

新
技
術
・
新
製
品
の
研
究
開
発
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
企
業
の
成
長
を
支
援
す
る
。

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

岡
山
県
内
の
中
小
企
業
者

助
成
対
象
事
業
：
新
技
術
・
新
製
品
の
研
究

開
発
助
成
率
：
2/
3以

内
助
成
限
度
額
：

20
,0
00

千
円
助
成
期
間
：
22

か
月
以
内
(交

付
決
定
年
度
の
翌
年
度
内
)助

成
対
象
経

費
：
【
研
究
開
発
経
費
】
原
材
料
費
、
機
械

装
置
費
（
量
産
転
用
不
可
）
、
知
的
財
産
権

等
関
連
経
費
、
外
注
(加

工
)費

、
技
術
専
門

員
指
導
受
入
費
、
共
同
研
究
費
【
市
場
動
向

調
査
経
費
】
専
門
家
謝
金
、
専
門
家
旅
費
、

調
査
分
析
委
託
費
※
外
注
(加

工
)費

、
技
術

専
門
員
指
導
受
入
費
、
共
同
研
究
費
の
合
計

額
は
全
助
成
対
象
経
費
の
2/
3以

内

20
24

年
4月

1日
～
20

24
年
4

月
19

日
採
択
件
数
：
6件

総
額
：
70

,0
00

,0
00

円

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：
6件

総
額
：
70

,0
00

,0
00

円

岡
山
県

482



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
広

島
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
チ

ー
ム

医
工

連
携

推
進

担
当

担
当

者
井

上
電

話
番

号
08

2-
51

3-
33

51
　

 
FA

X番
号

08
2-

22
3-

21
37

E-
m

ai
l

sy
oi

ko
ur

en
pt

@
pr

ef
.h

iro
sh

i
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
iro

sh
i

m
a.

lg
.jp

/s
os

hi
ki/

22
9/

ke
nk

o-
iry

os
an

gy
o2

02
4.

ht
m

l

部
署

公
益

財
団

法
人

広
島

市
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
中

小
企

業
支

援
セ

ン
タ

ー
担

当
者

電
話

番
号

08
2-

27
8-

80
32

FA
X番

号
08

2-
27

8-
85

70

E-
m

ai
l

as
sis

t@
ip

c.c
ity

.h
iro

sh
im

a.
j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.a
ss

ist
.ip

c.c
it

y.h
iro

sh
im

a.
jp

/jo
se

iki
n/

jo
se

iki
n0

6.
ht

m
l

←
目

次
に

戻
る

2
新

成
長

ビ
ジ

ネ
ス

事
業

化
支

援
事

業
公

益
財

団
法

人
広

島
市

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

新
技

術
・

新
製

品
の

開
発

・
事

業
化

に
関

し
て

（
公

財
）

広
島

市
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
や

国
、

地
方

公
共

団
体

の
支

援
を

受
け

、
試

作
品

の
開

発
が

完
了

し
て

い
る

案
件

の
う

ち
、

新
成

長
ビ

ジ
ネ

ス
（

医
療

・
福

祉
ビ

ジ
ネ

ス
、

エ
コ

ビ
ジ

ネ
ス

、
観

光
ビ

ジ
ネ

ス
、

都
市

型
サ

ー
ビ

ス
ビ

ジ
ネ

ス
）

に
関

連
す

る
も

の
に

対
し

て
、

事
業

化
に

必
要

な
資

金
の

助
成

及
び

事
業

化
促

進
の

た
め

の
専

門
家

派
遣

（
別

途
広

島
市

委
託

事
業

に
お

い
て

実
施

）
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

早
期

の
事

業
化

を
図

る
。

・
市

内
に

主
た

る
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

者
又

は
当

該
中

小
企

業
者

が
構

成
員

と
な

っ
て

い
る

組
合

・
商

品
開

発
グ

ル
ー

プ
（

構
成

員
の

3分
の

２
以

上
が

広
島

広
域

都
市

圏
内

の
市

町
に

主
た

る
事

業
所

を
有

し
、

か
つ

１
社

以
上

が
広

島
市

内
に

主
た

る
事

業
所

を
有

す
る

中
小

企
業

者
）

で
あ

る
こ

と
。

連
絡

窓
口

・
事

業
化

を
目

指
す

新
技

術
・

新
製

品
に

つ
い

て
、

当
該

事
業

の
実

施
年

度
よ

り
前

の
５

か
年

度
の

う
ち

に
、

次
の

い
ず

れ
か

の
事

業
を

活
用

し
て

、
試

作
品

の
開

発
や

商
品

化
に

関
す

る
支

援
を

う
け

て
い

る
こ

と
。

ア
　

（
公

財
）

広
島

市
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

事
業

イ
　

国
や

地
方

公
共

団
体

の
補

助
事

業
等

ウ
国

や
地

方
公

共
団

体
の

補
助

金
等

を
財

源
と

し
た

補
助

事
業

等
・

補
助

率
ア

　
通

常
枠

：
助

成
対

象
経

費
の

2分
の

1以
内 イ

　
特

別
枠

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
生

じ
た

新
し

い
生

活
様

式
や

感
染

予
防

に
対

応
す

る
も

の
）

：
助

成
対

象
経

費
の

3分
の

2以
内

・
助

成
金

額
　

1件
当

た
り

30
0万

円
以

内

採
択

件
数

：
4件

総
額

（
予

定
）

：
12

,0
00

,0
00

円

交
付

件
数

：
5件

交
付

額
：

9,
70

4,
00

0円

・
第

1回
20

24
年

4月
1日

～
5月

10
日

福
祉

用
具

の
研

究
開

発
及

び
普

及
の

促
進

に
関

す
る

法
律

第
２

条
に

規
定

す
る

福
祉

用
具

及
び

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
，

ま
た

は
，

健
康

の
保

持
及

び
増

進
，

介
護

予
防

等
を

通
じ

た
健

康
寿

命
の

延
伸

に
資

す
る

商
品

又
は

サ
ー

ビ
ス

の
製

品
化

・
事

業
化

の
た

め
の

研
究

開
発

な
ど

健
康

・
医

療
関

連
分

野
へ

の
新

規
参

入
や

，
事

業
拡

大
を

図
る

た
め

の
事

業
活

動
等

令
和

6年
3月

12
日

か
ら

4月
22

日
ま

で
応

募
件

数
：

20
件

予
算

総
額

：
30

,0
00

,0
00

円

採
択

件
数

：
10

件
交

付
決

定
総

額
：

28
,8

37
,0

00
円

1
健

康
・

医
療

関
連

産
業

創
出

支
援

事
業

広
島

県
広

島
県

内
に

事
業

所
を

有
す

る
「

ひ
ろ

し
ま

医
療

関
連

産
業

研
究

会
」

又
は

「
広

島
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

推
進

協
議

会
」

の
会

員
企

業
が

，
医

療
機

器
等

 の
製

品
化

・
事

業
化

の
た

め
の

研
究

開
発

な
ど

健
康

・
医

療
関

連
分

野
へ

の
新

規
参

入
や

，
当

該
分

野
で

の
事

業
拡

大
に

取
り

組
む

場
合

に
，

そ
の

経
費

の
一

部
に

つ
い

て
補

助
金

を
交

付
す

る
。

広
島

県
内

に
事

業
所

を
有

す
る

「
ひ

ろ
し

ま
医

療
関

連
産

業
研

究
会

」
又

は
「

広
島

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
推

進
協

議
会

」
の

会
員

企
業

広
島

県

483



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
山

口
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

担
当

者
村

野
　

正
和

電
話

番
号

08
3-

93
3-

31
50

FA
X番

号
08

3-
93

3-
31

59

E-
m

ai
l

a1
69

00
@

pr
ef

.ya
m

ag
uc

hi
.l

g.
jp

HP
_U

RL

部
署

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

担
当

者
村

野
　

正
和

電
話

番
号

08
3-

93
3-

31
50

FA
X番

号
08

3-
93

3-
31

59

E-
m

ai
l

a1
69

00
@

pr
ef

.ya
m

ag
uc

hi
.l

g.
jp

HP
_U

RL

←
目

次
に

戻
る

●
補

助
上

限
［

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
］

15
,0

00
千

円
［

ネ
ク

ス
ト

］
5,

00
0千

円
［

チ
ャ

レ
ン

ジ
］

1,
00

0千
円

●
補

助
率

：
２

／
３

以
内

ー
ー

●
採

択
件

数
：

［
ｲﾉ

ﾍﾞ
ｰｼ

ｮﾝ
］

　
1件

［
ネ

ク
ス

ト
］

　
3件

［
チ

ャ
レ

ン
ジ

］
　

13
件

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
以

外
の

分
野

を
含

む
。

2
次

世
代

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業
（

や
ま

ぐ
ち

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
促

進
補

助
金

【
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

医
療

、
バ

イ
オ

関
連

分
野

】
）

山
口

県
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

医
療

、
バ

イ
オ

関
連

分
野

に
お

い
て

、
山

口
県

内
の

企
業

が
共

同
で

取
り

組
む

研
究

開
発

・
事

業
化

を
支

援

山
口

県
内

の
中

小
企

業
を

含
む

共
同

体
（

企
業

や
大

学
等

を
含

む
２

者
以

上
か

ら
な

る
グ

ル
ー

プ
）

※
チ

ャ
レ

ン
ジ

枠
に

あ
っ

て
は

、
山

口
県

内
の

中
小

企
業

単
独

で
も

可

連
絡

窓
口

1
次

世
代

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
加

速
化

事
業

（
や

ま
ぐ

ち
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

加
速

化
補

助
金

〔
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
関

連
分

野
、

医
療

関
連

分
野

、
バ

イ
オ

関
連

分
野

〕
）

山
口

県
環

境
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

医
療

、
バ

イ
オ

関
連

分
野

に
お

い
て

、
山

口
県

の
企

業
が

共
同

で
取

り
組

む
研

究
開

発
・

事
業

化
を

支
援

山
口

県
内

の
中

小
企

業
を

含
む

共
同

体
（

企
業

や
大

学
等

を
含

む
２

者
以

上
か

ら
な

る
グ

ル
ー

プ
）

●
補

助
上

限
［

ア
ド

バ
ン

ス
］

15
,0

00
千

円
［

カ
タ

パ
ル

ト
］

 5
,0

00
千

円

●
補

助
率

：
２

／
３

以
内

●
採

択
件

数
：

［
ア

ド
バ

ン
ス

］
　

2件
［

カ
タ

パ
ル

ト
］

　
4件

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
以

外
の

分
野

を
含

む
。

ー
［

ア
ド

バ
ン

ス
］

　
20

24
/4

/3
～

5/
13

［
カ

タ
パ

ル
ト

］
   

20
24

/4
/3

～
5/

13

山
口

県

484



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

徳
島
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 徳
島
県
（
該
当
無
）

485



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

香
川
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 香
川
県
（
該
当
無
）

486



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

愛
媛
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 愛
媛
県
（
該
当
無
）

487



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

高
知
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 高
知
県
（
該
当
無
）

488



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

福
岡
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

商
工
部
新
産
業
振
興
課

担
当
者

安
東

電
話
番
号

09
2-

64
3-

35
43

FA
X番

号
09

2-
64

3-
34

21

E-
m

ai
l

fu
ku

ok
a-

kik
in

et
@

pr
ef

.fu
ku

ok
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
://

ww
w.

cir
d.

or
.jp

/in
de

x.h
tm

l

部
署

産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
　
産
学
連

携
部

担
当
者

池
田
、
泉

電
話
番
号

09
3-

69
5-

30
06

FA
X番

号
09

3-
69

5-
30

18

E-
m

ai
l

fa
isj

yo
se

i@
ks

rp
.o

r.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ks
rp

.o
r.j

p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

2
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業

公
益
財
団
法
人
北
九
州
産
業

学
術
推
進
機
構

①
シ
ー
ズ
創
出
･実

用
性
検
証
事
業

　
北
九
州
市
の
産
業
振
興
の
促
進
に
資
す
る
分

野
に
関
し
、
実
用
化
を
目
指
す
シ
ー
ズ
を
見
出

し
、
そ
の
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
の
研
究
開

発
に
対
し
て
補
助
す
る
。

②
実
用
化
研
究
開
発
事
業

　
産
業
技
術
の
高
度
化
・
製
品
の
実
用
化
を
目

指
す
研
究
開
発
に
対
し
て
補
助
す
る
（
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
研
究
開
発
に
係
る
申
請
も
可

能
）
。

③
未
来
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　
半
導
体
､自

動
車
､グ

リ
ー
ン
関
連
等
の
未
来

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
資
す
る
分
野
に

お
け
る
研
究
開
発
に
対
し
て
補
助
す
る
。

④
衛
星
デ
ー
タ
利
活
用
実
証
･新

技
術
開
発
事

業
、
宇
宙
関
連
機
器
新
技
術
開
発
事
業

　
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ
る
宇
宙
関
連
分
野
の

衛
星
デ
ー
タ
(観

測
･測

位
･通

信
の
各
デ
ー
タ
)

及
び
宇
宙
関
連
機
器
等
に
か
か
る
事
業
に
対
し

て
補
助
す
る
。

①
シ
ー
ズ
創
出
・
実
用
性
検
証
事
業

　
北
九
州
市
内
の
大
学
等
研
究
機
関

②
実
用
化
研
究
開
発
事
業

　
北
九
州
市
内
の
企
業
等

③
未
来
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　
北
九
州
市
内
の
大
学
等
研
究
機
関
､北

九
州
市
内
の
企
業
等
、
北
九
州
市
内
の
大
学
等

研
究
機
関
と
共
同
で
研
究
開
発
を
行
う
北
九

州
市
外
の
企
業
等

④
衛
星
デ
ー
タ
利
活
用
実
証
・
新
技
術
開
発

事
業
、
宇
宙
関
連
機
器
新
技
術
開
発
事
業

　
北
九
州
市
内
の
大
学
等
研
究
機
関
､北

九
州
市
内
の
企
業
等

①
シ
ー
ズ
創
出
・
実
用
性
検
証
事
業

　
補
助
額
(上

限
)2
00

万
円

②
実
用
化
研
究
開
発
事
業

　
補
助
額
(上

限
)5
00

万
円

③
未
来
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　
補
助
額
(上

限
)5
00

万
円
又
は
10

00
万
円

④
衛
星
デ
ー
タ
利
活
用
実
証
・
新
技
術
開
発

事
業
、
宇
宙
関
連
機
器
新
技
術
開
発
事
業

　
補
助
額
(上

限
)2
00

万
円
又
は
50

0万
円

採
択
件
数

①
シ
ー
ズ
創
出
・

実
用
性
検
証
事

業
：
15

件
②
実
用
化
研
究
開

発
事
業
：
3件

③
未
来
産
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

事
業
：
2件

④
衛
星
デ
ー
タ
利
活

用
実
証
･新

技
術
開

発
事
業
、
宇
宙
関

連
機
器
新
技
術
開

発
事
業
：
5件

①
～
④
総
額
(予

定
)

　
80

,0
91

,1
50

円

補
助
対
象
経
費
の
1/
2

(1
)開

発
補
助
：
令
和
6年

4月
1日

か
ら
5月

24
日
ま
で

(2
)調

査
試
験
補
助
：
令
和
6

年
4月

1日
か
ら
11

月
30

日
ま

で

採
択
件
数
：

(1
)開

発
補
助
：
3件

(2
)調

査
試
験
補

助
：
4件

総
額
：

11
,0
00

,0
00

円

採
択
件
数
：

(1
)開

発
補
助
：
3件

(2
)調

査
試
験
補

助
：
3件

総
額
：

10
,6
42

,0
00

円

1
医
療
・
福
祉
関
連
製
品
開
発

支
援
事
業

公
益
財
団
法
人
飯
塚
研
究
開

発
機
構

医
療
・
福
祉
関
連
製
品
の
開
発
、
可
能
性
調
査

等
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

(1
)福

岡
県
内
に
本
社
を
有
し
、
か
つ
本
事

業
の
研
究
、
生
産
活
動
拠
点
を
県
内
に
有
す

る
中
小
企
業
者

(2
)医

療
・
福
祉
機
器
分
野
へ
の
参
入
を
目

指
す
中
小
企
業
者
、
又
は
現
在
既
に
医
療
・

福
祉
機
器
分
野
へ
参
入
し
て
お
り
、
更
な
る

製
品
の
高
度
化
、
技
術
の
高
度
化
を
目
指
す

中
小
企
業
者

採
択
件
数

①
シ
ー
ズ
創
出
・

実
用
性
検
証
事

業
：
18

件
②
実
用
化
研
究
開

発
事
業
：
2件

③
次
世
代
産
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

事
業
：
3件

④
衛
星
デ
ー
タ
利
活

用
実
証
･新

技
術
開

発
事
業
：
4件

①
～
④
総
額

　
80

,3
74

,5
99

円

①
シ
ー
ズ
創
出
･実

用
性
検
証

事
業

②
実
用
化
研
究
開
発
事
業

③
未
来
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
事
業

　
20

24
年
4月

4日
～
5月

9日
④
衛
星
デ
ー
タ
利
活
用
実

証
・
新
技
術
開
発
事
業
、
宇

宙
関
連
機
器
新
技
術
開
発
事

業 　
20

24
年
4月

25
日
～
6月

13
日

福
岡
県

489



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

佐
賀
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

佐
賀
県
も
の
づ
く
り
産
業
課

も
の
づ
く
り
推
進
担
当

担
当
者

電
話
番
号

09
52

-2
5-

74
21

FA
X番

号

E-
m

ai
l

m
on

od
uk

ur
isa

ng
yo

u@
pr

ef
.sa

ga
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.in
fo

sa
ga

.o
r.j

p/
su

pp
or

t/
pu

rp
os

e-
pr

od
uc

t.p
hp

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

補
助
対
象
経
費
の
2/
3以

内
（
補
助
上
限
額
10

,0
00

千
円
、
補
助
下
限
額

1,
00

0千
円
）

採
択
件
数
：

5件 交
付
決
定
総
額
：

16
,7
40

,0
00

円

採
択
件
数
：
５
件

総
額
：

17
,0
78

,0
00

円

1
さ
が
「
き
ら
め
く
」
も
の
づ

く
り
産
業
創
生
応
援
事
業

（
新
技
術
・
新
製
品
開
発
補

助
事
業
）

公
益
財
団
法
人
佐
賀
県
産
業

振
興
機
構

県
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
が
取
り
組
む
自
社
技

術
の
高
度
化
や
新
技
術
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、
自
社
技
術
を
活
用
し
た
新
製
品
開
発
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
支
援

佐
賀
県
内
に
お
い
て
研
究
開
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
工
場
等
の
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業

令
和
6年

4月
1日

～
5月

10
日

佐
賀
県

490



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

長
崎
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 長
崎
県
（
該
当
無
）

491



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

熊
本
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 熊
本
県
（
該
当
無
）

492



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

大
分
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器

産
業
協
議
会

担
当
者

事
務
局

電
話
番
号

09
7-

50
6-

32
69

FA
X番

号
09

7-
50

6-
17

53

E-
m

ai
l

jim
uk

yo
ku

@
m

ed
ica

l-
va

lle
y.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/m
ed

ica
l-v

al
le

y.j
p/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
採
択
件
数
：

４
件

総
額
：

12
,0
00

,0
00

円

医
工
連
携
医
療
関
連
機
器
等

事
業
化
補
助
事
業

大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機

器
産
業
協
議
会

県
内
中
小
企
業
が
、
医
療
関
連
産
業
分
野
に
お

い
て
自
社
技
術
を
活
用
し
て
医
療
関
連
機
器
等

の
研
究
開
発
、
実
用
化
を
図
る
取
組
を
支
援
す

る
。

・
大
分
県
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器
産
業
協
議

会
の
会
員
で
あ
る
こ
と

・
事
業
実
施
主
体
が
県
内
中
小
企
業
で
あ
る

こ
と
（
な
お
、
大
企
業
、
県
外
企
業
と
の
連

携
は
可
能
）

・
医
療
関
連
機
器
等
事
業
化
共
同
体
に
は
大

学
等
研
究
機
関
、
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
、

医
療
機
器
製
造
販
売
業
者
等
の
い
ず
れ
か
１

つ
以
上
を
含
む
こ
と
（
医
療
関
連
機
器
等
事

業
化
共
同
体
の
相
手
方
に
つ
い
て
は
県
外
で

も
構
い
ま
せ
ん
）

(１
）
補
助
対
象

　
医
療
関
連
機
器
等
の
事
業
化
を
図
る
た
め

に
、
大
学
等
研
究
機
関
、
医
療
機
関
・
福
祉

施
設
、
医
療
機
器
製
造
販
売
業
者
等
の
医

療
、
看
護
、
介
護
、
福
祉
に
関
す
る
技
術

シ
ー
ズ
や
知
見
を
活
用
し
た
医
療
関
連
機
器

の
研
究
開
発
、
実
用
化
開
発
、
又
は
当
該
医

療
関
連
機
器
等
に
関
し
て
、
医
療
機
器
等
の

申
請
・
届
出
、
若
し
く
は
医
療
関
連
機
器
等

に
関
す
る
規
格
認
証
等
の
取
得
を
対
象
と
し

ま
す
。

（
２
）
補
助
率
等

・
補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
総
額
に
対
し

て
２
／
３
以
内

・
補
助
金
額
：
４
０
０
万
円
以
内
／
件

採
択
件
数
：

６
件

総
額
：

12
,0
00

,0
00

円

令
和
６
年
３
月
２
７
日

（
水
）
～
４
月
２
４
日

（
水
）

大
分
県
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

宮
崎
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 宮
崎
県
（
該
当
無
）
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

鹿
児
島
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

鹿
児
島
県
（
該
当
無
）
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

沖
縄
県
（
該
当
無
）

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口 沖
縄
県
（
該
当
無
）
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介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

に
係

る
助

成
制

度
全

国
更

新
日

：
令

和
6年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

医
療

機
器

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

事
業

部
ヘ

ル
ス

ケ
ア

研
究

開
発

課

担
当

者
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
事

業
担

当

電
話

番
号

 0
3-

68
65

-5
49

2

FA
X番

号

E-
m

ai
l

ro
bo

t-k
ai

go
@

am
ed

.g
o.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.a
m

ed
.g

o.
jp

/
pr

og
ra

m
/li

st
/1

2/
02

/0
03

.h
t

m
l連

絡
窓

口
対

象
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
（

検
知

技
術

、
判

断
技

術
、

駆
動

技
術

）
を

適
用

し
た

介
護

機
器

・
シ

ス
テ

ム
※

経
済

産
業

省
・

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
「

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
介

護
利

用
に

お
け

る
重

点
分

野
」

の
も

の
補

助
金

額
は

、
補

助
対

象
経

費
に

補
助

率
（

大
企

業
1/

3、
中

小
企

業
2/

3）
を

乗
じ

た
額

令
和

6年
1月

26
日

（
金

）
 ～

令
和

6年
3月

19
日

（
火

）
【

公
募

終
了

】

採
択

件
数

：
3件

採
択

件
数

：
5件

※
公

募
内

容
・

対
象

は
本

年
と

異
な

る
。

1
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
等

推
進

事
業

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

 (A
M

ED
)

介
護

現
場

に
お

け
る

大
き

な
課

題
解

決
に

つ
な

が
る

新
し

い
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
の

開
発

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
や

介
護

の
質

の
向

上
、

自
立

支
援

等
に

よ
る

高
齢

者
の

生
活

の
質

の
維

持
・

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

企
業

（
中

小
企

業
、

大
企

業
お

よ
び

技
術

研
究

組
合

）
ま

た
は

、
企

業
を

代
表

機
関

と
す

る
チ

ー
ム

全
国
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No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
部

Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ｒ

チ
ー

ム

担
当

者
只

野
　

肇

電
話

番
号

04
4-

52
0-

51
75

FA
X番

号
04

4-
52

0-
51

78

E-
m

ai
l

sb
ir_

pf
g@

ne
do

.g
o.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
ed

o.
go

.jp
/

【
フ

ェ
ー

ズ
1】

①
期

間
：

1年
間

以
内

、
②

1テ
ー

マ
定

額
助

成
費

：
15

百
万

円
以

内
、

③
NE

DO
助

成
率

：
定

額
助

成
 、

④
内

容
：

研
究

開
発

課
題

「
多

様
化

す
る

障
害

像
を

踏
ま

え
た

汎
用

性
の

あ
る

自
立

支
援

機
器

の
開

発
」

を
解

決
す

る
技

術
シ

ー
ズ

を
持

つ
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
が

概
念

実
証

(P
OC

)・
実

現
可

能
性

調
査

(F
S)

 な
ど

の
基

盤
研

究
を

実
施

し
ま

す
。

（
詳

細
は

公
募

要
領

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

）

20
24

年
4月

1日
（

月
）

～
20

24
年

5月
1日

（
水

）
正

午
（

20
25

年
度

公
募

に
つ

い
て

は
未

定
で

す
）

（
20

24
(R

6)
年

度
「

SB
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
連

結
型

）
全

体
と

し
て

）
 採

択
件

数
：

20
件

（
内

、
福

祉
関

連
テ

ー
マ

3件
）

総
額

29
5百

万
円

（
内

、
福

祉
関

連
テ

ー
マ

44
百

万
円

）

20
23

(R
5)

年
度

「
SB

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

連
結

型
）

全
体

と
し

て
）

採
択

件
数

：
7件

総
額

：
86

百
万

円

2
20

24
年

度
「

Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ｒ

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
連

結
型

）
国

立
研

究
開

発
法

人
　

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

NE
DO

)

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
活

性
化

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
、

指
定

補
助

金
等

の
交

付
等

に
関

す
る

指
針

に
基

づ
き

、
多

様
化

す
る

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
の

研
究

開
発

の
促

進
及

び
成

果
の

円
滑

な
社

会
実

装
を

目
的

と
し

て
、

内
閣

府
が

司
令

塔
と

な
っ

て
、

省
庁

横
断

的
に

実
施

す
る

「
日

本
版

SB
IR

（
Sm

al
l/S

ta
rtu

p 
Bu

sin
es

s I
nn

ov
at

io
n

Re
se

ar
ch

）
制

度
」

の
一

翼
を

担
う

も
の

で
す

。
NE

DO
に

よ
る

「
Ｓ

Ｂ
Ｉ

Ｒ
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
で

は
、

国
の

設
定

す
る

課
題

（
調

達
ニ

ー
ズ

、
社

会
課

題
）

の
解

決
に

資
す

る
技

術
を

有
す

る
者

を
公

募
で

募
り

、
革

新
的

な
技

術
の

概
念

実
証

や
実

現
可

能
性

調
査

を
支

援
す

る
と

と
も

に
（

フ
ェ

ー
ズ

１
）

、
フ

ェ
ー

ズ
１

で
得

ら
れ

た
成

果
等

を
前

提
と

し
て

当
該

者
が

実
用

化
に

向
け

て
取

り
組

む
研

究
開

発
を

支
援

す
る

（
フ

ェ
ー

ズ
２

）
ま

た
、

本
事

業
で

は
、

優
れ

た
研

究
開

発
テ

ー
マ

を
継

続
的

に
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
審

査
を

活
用

し
た

段
階

的
な

審
査

方
法

を
導

入
し

て
い

ま
す

。

原
則

、
設

立
 1

5 
年

以
内

の
革

新
的

な
研

究
開

発
を

行
う

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
、

中
小

企
業

者
又

は
中

小
企

業
と

し
て

の
組

合
等

 （
詳

細
は

公
募

要
領

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

）

全
国
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No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

部
署

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
部

Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ｒ

チ
ー

ム

担
当

者
只

野
　

肇

電
話

番
号

04
4-

52
0-

51
75

FA
X番

号
04

4-
52

0-
51

78

E-
m

ai
l

sb
ir_

pf
g@

ne
do

.g
o.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
ed

o.
go

.jp
/

←
目

次
に

戻
る

【
フ

ェ
ー

ズ
1】

①
期

間
：

1年
間

以
内

、
②

1テ
ー

マ
定

額
助

成
費

：
15

百
万

円
以

内
、

③
NE

DO
助

成
率

：
定

額
助

成
 、

④
内

容
：

研
究

開
発

課
題

「
多

様
化

す
る

障
害

像
を

踏
ま

え
た

汎
用

性
の

あ
る

自
立

支
援

機
器

の
開

発
」

を
解

決
す

る
技

術
シ

ー
ズ

を
持

つ
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
が

概
念

実
証

(P
OC

)・
実

現
可

能
性

調
査

(F
S)

 な
ど

の
基

盤
研

究
を

実
施

し
ま

す
。

【
フ

ェ
ー

ズ
2】

①
期

間
：

2年
間

以
内

、
②

1テ
ー

マ
規

模
：

15
0百

万
円

以
内

、
③

NE
DO

助
成

率
：

2/
3以

内
、

④
内

容
：

研
究

開
発

課
題

「
高

齢
者

の
自

立
支

援
や

介
護

者
の

負
担

軽
減

等
に

資
す

る
福

祉
機

器
の

開
発

」
の

PO
C・

FS
を

完
了

し
た

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

が
実

用
化

研
究

開
発

を
実

施
し

ま
す

。
（

詳
細

は
公

募
要

領
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
）

20
24

年
4月

30
日

（
火

）
～

20
24

年
5月

31
日

（
金

）
正

午 （
20

25
年

度
公

募
に

つ
い

て
は

未
定

で
す

）

（
20

24
(R

6)
年

度
「

SB
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
一

気
通

貫
型

）
全

体
と

し
て

）
 採

択
件

数
：

22
件

（
第

1回
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

審
査

通
過

事
業

者
分

含
む

）
、

（
う

ち
福

祉
関

連
テ

ー
マ

6
件

）
総

額
：

84
2百

万
円

（
第

1回
ス

テ
ー

ジ
ゲ

ー
ト

審
査

通
過

事
業

者
分

含
む

）
、

（
う

ち
福

祉
関

連
テ

ー
マ

29
9

百
万

円
）

20
23

(R
5)

年
度

「
SB

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

一
気

通
貫

型
）

全
体

と
し

て
）

採
択

件
数

：
21

件
総

額
：

14
6百

万
円

（
新

規
採

択
の

み
）

3
20

24
年

度
「

Ｓ
Ｂ

Ｉ
Ｒ

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
一

気
通

貫
型

）

国
立

研
究

開
発

法
人

　
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
NE

DO
)

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
活

性
化

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
、

指
定

補
助

金
等

の
交

付
等

に
関

す
る

指
針

に
基

づ
き

、
多

様
化

す
る

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
の

研
究

開
発

の
促

進
及

び
成

果
の

円
滑

な
社

会
実

装
を

目
的

と
し

て
、

内
閣

府
が

司
令

塔
と

な
っ

て
、

省
庁

横
断

的
に

実
施

す
る

「
日

本
版

SB
IR

（
Sm

al
l/S

ta
rtu

p 
Bu

sin
es

s I
nn

ov
at

io
n

Re
se

ar
ch

）
制

度
」

の
一

翼
を

担
う

も
の

で
す

。
NE

DO
に

よ
る

「
Ｓ

Ｂ
Ｉ

Ｒ
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
で

は
、

国
の

設
定

す
る

課
題

（
調

達
ニ

ー
ズ

、
社

会
課

題
）

の
解

決
に

資
す

る
技

術
を

有
す

る
者

を
公

募
で

募
り

、
革

新
的

な
技

術
の

概
念

実
証

や
実

現
可

能
性

調
査

を
支

援
す

る
と

と
も

に
（

フ
ェ

ー
ズ

１
）

、
フ

ェ
ー

ズ
１

で
得

ら
れ

た
成

果
等

を
前

提
と

し
て

当
該

者
が

実
用

化
に

向
け

て
取

り
組

む
研

究
開

発
を

支
援

す
る

（
フ

ェ
ー

ズ
２

）
ま

た
、

本
事

業
で

は
、

優
れ

た
研

究
開

発
テ

ー
マ

を
継

続
的

に
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

ス
テ

ー
ジ

ゲ
ー

ト
審

査
を

活
用

し
た

段
階

的
な

審
査

方
法

を
導

入
し

て
い

ま
す

。

原
則

、
設

立
 1

5 
年

以
内

の
革

新
的

な
研

究
開

発
を

行
う

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
、

中
小

企
業

者
又

は
中

小
企

業
と

し
て

の
組

合
等

 （
詳

細
は

公
募

要
領

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

）

全
国
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発
に
係
る
助
成
制
度

北
海
道

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

公
益
財
団
法
人
北
海
道
科
学
技

術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
　
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
支
援
部

担
当
者

冨
樫
、
町
田
、
福
山

電
話
番
号

01
1-

79
2-

61
19

FA
X番

号
01

1-
74

7-
19

11

E-
m

ai
l

hc
lu

st
er

@
no

as
te

c.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.n
oa

st
ec

.jp
/

20
24

年
4月

17
日
～
5月

20
日

部
署

一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産
業

振
興
財
団
　
食
・
も
の
づ
く
り

産
業
振
興
部
も
の
づ
く
り
産
業

振
興
課

担
当
者

佐
藤

電
話
番
号

01
1-

81
7-

78
90

FA
X番

号
01

1-
81

5-
93

21

E-
m

ai
l

ke
n-

sa
to

@
se

c.o
r.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/s
ec

.o
r.j

p/
ha

nr
o-

ka
ku

da
i/s

ub
sid

y/
sm

al
l-

bu
sin

es
s/

採
択
件
数
：
8件

総
額
：
42

,0
30

,0
00

円 ※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
開
発
案
件
は

な
し

連
絡
窓
口

本
補
助
金
は
も
の
づ
く
り
分
野
へ
の
補
助
金

で
あ
り
、
そ
の
中
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
類
す

る
案
件
に
つ
い
て
は
加
点
と
な
る
ス
キ
ー

ム
。

補
助
対
象
経
費
の
2/
3を

補
助
。

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
開
発
案
件
は

な
し

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
開
発
案
件
は

な
し

採
択
件
数
：
10

件
総
額
：
42

,6
77

,0
00

円 ※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
開
発
案
件
は

な
し

下
記
の
要
件
を
全
て
満
た
す
中
小
企
業
者
、

組
合
等
。

（
１
）
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を

構
成
す
る
市
町
村
の
区
域
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業

　
※
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
構

成
す
る
市
町
村
は
以
下
の
と
お
り
。

札
幌
市
と
連
携
市
町
村
（
小
樽
市
、
岩
見
沢

市
、
江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島

市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
、
南
幌

町
、
長
沼
町
）

（
２
）
設
立
後
１
年
以
上
経
過
し
、
事
業
を

継
続
し
て
実
施
す
る
見
通
し
が
あ
る
こ
と
な

ど

介
護
関
連
分
野
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
経
費

の
2/
3を

補
助

1
20

24
年
4月

4日
～
5月

24
日

も
の
づ
く
り
開
発
・
グ
リ
ー

ン
成
長
分
野
推
進
事
業

公
益
財
団
法
人
　
北
海
道
科

学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

新
製
品
・
新
技
術
開
発
（
既
製
品
の
改
良
を
含

む
）
に
関
す
る
取
組
の
費
用
に
つ
い
て
支
援

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
ら
な
い

2
小
規
模
企
業
向
け
製
品
開

発
・
販
路
拡
大
支
援
事
業

一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
産

業
振
興
財
団

開
発
の
前
段
階
の
取
組
（
試
験
、
試
作
、
調
査

等
）
、
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
取
組
、

開
発
の
後
段
階
の
取
組
（
販
路
開
拓
・
拡
大
）

に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

※
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
限
ら
な
い

下
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
小
規
模
企

業
。

（
１
）
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を

構
成
す
る
市
町
村
の
区
域
内
に
本
社
を
有
す

る
企
業

　
※
「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
を
構

成
す
る
市
町
村
は
以
下
の
と
お
り
。

札
幌
市
と
連
携
市
町
村
（
小
樽
市
、
岩
見
沢

市
、
江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島

市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
、
南
幌

町
、
長
沼
町
）

（
２
）
設
立
後
１
年
以
上
経
過
し
、
事
業
を

継
続
し
て
実
施
す
る
見
通
し
が
あ
る
こ
と

な
ど

北
海
道
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

北
海
道

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

高
齢
者
保
健
福
祉
課
介
護
人
材

係
担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
4-

52
72

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

ho
fu

ku
.ko

uh
uk

u1
@

pr
ef

.h
o

kk
ai

do
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
ok

ka
id

o.
lg

.jp
/h

f/
kh

f/
in

de
x.h

tm
l

部
署

高
齢
者
保
健
福
祉
課
基
盤
整
備

係
担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
6-

69
74

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

ho
fu

ku
.ko

uh
uk

u1
@

pr
ef

.h
o

kk
ai

do
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
ok

ka
id

o.
lg

.jp
/h

f/
kh

f/
in

de
x.h

tm
l

20
24

年
３
月
15

日
～
４
月
５

日
部
署

高
齢
者
保
健
福
祉
課
基
盤
整
備

係

担
当
者

電
話
番
号

01
1-

20
6-

69
74

FA
X番

号
01

1-
23

2-
83

08

E-
m

ai
l

ho
fu

ku
.ko

uh
uk

u1
@

pr
ef

.h
o

kk
ai

do
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
ok

ka
id

o.
lg

.jp
/h

f/
kh

f/
in

de
x.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

20
24

年
10

月
３
日
～
20

24
年

10
月
31

日

20
24

年
３
月
15

日
～
４
月
５

日

連
絡
窓
口

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
あ
わ
せ
て
導
入
場
合
に
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
介
護
環
境
の
改
善

に
即
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

に
介
護
事
業
所
に
よ
る
導
入
が
可
能
と
な
る
よ

う
先
駆
的
な
取
組
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
に

対
し
助
成
す
る
。

・
介
護
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
抜
本
的
に

進
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
介
護
記
録

か
ら
請
求
業
務
ま
で
が
一
気
通
貫
と
な
る
こ
と

等
を
要
件
と
し
て
、
介
護
ソ
フ
ト
及
び
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費
に
対

し
助
成
す
る
。

市
町
村

次
の
施
設
等
の
配
置
予
定
者

１
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
併
設
さ

　
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
定
員
30

人
以

　
上
）

２
　
介
護
老
人
保
健
施
設
（
定
員
30

人
以

　
上
）

３
　
介
護
医
療
院
（
定
員
30

人
以
上
）

４
　
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定

　
を
受
け
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
定
員
30

人
以

　
上
）

５
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
30

人
以

　
上
）

６
　
介
護
付
き
ホ
ー
ム
（
定
員
30

人
以

　
上
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入
、
リ
ー
ス
契

約
に
係
る
経
費
。

補
助
率
は
定
額
。

採
択
件
数
：
0件

総
額
：
0円

採
択
件
数
：
３
件

総
額
：

11
5,
64

2,
00

0円

１
　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

購
入
、
リ
ー

ス
契
約
に
係
る
経
費
。

２
　
上
記
１
の
経
費
を
対
象
と
し
て
、
事
業

者
に
交
付
す
る
補
助
金
。

補
助
率
は
定
額
。

採
択
件
数
：
２
件

総
額
：
29

,2
33

,0
00

円

採
択
件
数
：
３
件

総
額
：

38
,4
43

,0
00

円
※
令
和
6年

度
に
繰

越
し
た
分
は
除
く

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
あ
わ
せ
て
導
入
場
合
に
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
介
護
環
境
の
改
善

に
即
効
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般

に
介
護
事
業
所
に
よ
る
導
入
が
可
能
と
な
る
よ

う
先
駆
的
な
取
組
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
に

対
し
助
成
す
る
。

・
介
護
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
抜
本
的
に

進
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
介
護
記
録

か
ら
請
求
業
務
ま
で
が
一
気
通
貫
と
な
る
こ
と

等
を
要
件
と
し
て
、
介
護
ソ
フ
ト
及
び
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費
に
対

し
助
成
す
る
。

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
及
び
介
護
業
務
の
効

率
化
に
資
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
購

入
等
の
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
す
る
。

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
・
許
可
を
受
け
た
北
海
道
内
に
所

存
す
る
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
購
入
、
リ
ー
ス

契
約
に
係
る
経
費
と
し
、
保
険
料
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
は
含
ま
な
い
も
の
と
す

る
。

採
択
件
数
：
未
定

総
額
（
予
算
）
：

1,
01

7,
56

0,
00

0円

採
択
件
数
：
22

3
総
額
：

41
8,
88

2,
00

0円
※
令
和
6年

度
に
繰

越
し
た
分
は
除
く

31
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

高
齢
者
保
健
福
祉
課

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

高
齢
者
保
健
福
祉
課

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

高
齢
者
保
健
福
祉
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
等

整
備
事
業
費
補
助
金

（
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修

繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
支
援
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
等

整
備
事
業
費
補
助
金

（
介
護
施
設
等
の
大
規
模
修

繕
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
支
援
）

2

北
海
道
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

青
森
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

R6
/9
/1
0～

R6
/1
0/
11

部
署

高
齢
福
祉
保
険
課

担
当
者

電
話
番
号

01
7-

73
4-

92
97

FA
X番

号
01

7-
73

4-
80

90
E-

m
ai

l

HP
_U

RL
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ

内
で
案
内

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：
34

件
総
額
：

87
,6
07

,0
00

円

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

青
森
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
IC
T等

の
導
入
に
関
す
る
費

用
の
助
成

県
内
の
介
護
偉
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
IC
T機

器
・
補
助
率
(4
/5
)。

上
限
額
は
導
入
機
器
に

よ
っ
て
異
な
る
。

採
択
件
数
：
未
定

総
額
（
予
定
）
：

24
6,
00

0,
00

0円

青
森
県

502



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

岩
手
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
８
月
８
日
～

同
年
９
月
20

日
部
署

岩
手
県
保
健
福
祉
部

長
寿
社
会
課

担
当
者

日
向
　
一
樹

電
話
番
号

01
9-

62
9-

54
35

FA
X番

号
01

9-
62

9-
54

44
E-

m
ai

l
ka

ig
o-

ro
bo

t@
pr

ef
.iw

at
e.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
wa

te
.jp

/k
ur

as
hi

ka
nk

yo
u/

fu
ku

sh
i/

ka
ig

o/
10

03
67

6.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

10
8事

業
所

総
額
：

14
4,
40

7,
00

0円

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

事
業

岩
手
県

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
を

図
り
、
介
護
従
事
者
が
継
続
し
て
就
労
で
き
る

環
境
整
備
を
行
う
た
め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び

IC
Tの

導
入
を
支
援
す
る
も
の
。

岩
手
県
内
に
お
け
る
介
護
事
業
所

3/
4

採
択
件
数
：

未
定

総
額
（
予
算
額
）

17
1,
12

9,
00

0円

岩
手
県

503



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

宮
城
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

R6
年
8月

21
日
～
9月

17
日

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課

介
護
人
材
確
保
推
進
班

担
当
者

遠
藤

電
話
番
号

02
2－

21
1－

25
54

FA
X番

号
02

2－
21

1－
25

96
E-

m
ai

l
ch

ou
ju

z@
pr

ef
.m

iya
gi

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
iya

gi
.j

p/
so

sh
iki

/c
ho

uj
u/

r6
ka

ig
o-

do
un

yu
.h

tm
l

R6
年
7月

4日
～
7月

31
日

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課

施
設
支
援
班

担
当
者

有
海

電
話
番
号

02
2-

21
1-

25
49

FA
X番

号
02

2-
21

1-
25

96
E-

m
ai

l
ch

ou
ju

t2
@

pr
ef

.m
iya

gi
.lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.m

iya
gi

.j
p/

so
sh

iki
/c

ho
uj

u/
so

ug
ou

k
ak

uh
oj

ig
yo

u-
ka

ig
o-

se
ib

i2
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

介
護
事
業
所
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

導
入
（
購
入
・
レ
ン
タ
ル
）
す
る
経
費
等
を

補
助
す
る
も
の
。
補
助
金
額
の
上
限
及
び
補

助
率
は
原
則
と
し
て
国
の
要
綱
に
準
じ
る
。

予
算
40

4,
38

8千
円

採
択
予
定
法
人

数
：
53

（
12

2事
業

所
）

補
助
金
交
付
予
定

額
：
40

1,
55

1千
円

連
絡
窓
口

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
支
援
事
業

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社

会
政
策
課
介
護
人
材
確
保
推

進
班

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
る
介
護

職
員
の
負
担
軽
減
と
介
護
職
の
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
事
業
者
に
お
け
る
機
器
導
入
等
へ
の

補
助
を
行
う
も
の
。

宮
城
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
運
営
す
る
者

採
択
法
人
数
：
55

（
11

6事
業
所
）

補
助
金
総
額
：

19
2,
30

1千
円

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕

の
際
に
あ
わ
せ
て
行
う
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
支
援

事
業

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社

会
政
策
課
施
設
支
援
班

介
護
施
設
等
に
お
い
て
大
規
模
修
繕
を
実
施
す

る
際
に
、
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入
支
援
事
業

に
お
い
て
対
象
と
な
っ
て
い
る
機
器
等
を
導
入

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
も
の
。

2
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
併
設
さ
れ
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
居
室

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
医
療
院

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

・
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ほ
か

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
の
際
に
併
せ
て

行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
に
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
も
の
。
対
象
と
す
る
機

器
、
補
助
上
限
額
は
原
則
と
し
て
国
の
要
綱

に
準
じ
る
。

予
算
16

2,
80

0千
円

採
択
予
定
法
人

数
：
未
定

補
助
金
交
付
予
定

額
：
未
定

採
択
法
人
数
：
３

（
４
施
設
）

補
助
金
総
額
：

77
,9
06

千
円

宮
城
県

504



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

秋
田
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
８
月
２
日
か
ら

部
署

健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
課

令
和
６
年
９
月
６
日
ま
で

担
当
者

久
米

電
話
番
号

01
8-

86
0-

13
64

FA
X番

号
01

8-
86

0-
38

67
E-

m
ai

l
Ch

ou
ju

@
pr

ef
.a

kit
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
kit

a.
lg

.j
p/

pa
ge

s/
ar

ch
ive

/8
35

06
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
支

援
事
業
費
補
助
金

秋
田
県

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
に

よ
る
職
場
定
着
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
等
を
導
入
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
対
し
て
導
入
経
費
を
補
助
す
る
。

秋
田
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
IC
T機

器
）
導
入
に
要
す

る
経
費

補
助
金
額
の
上
限
及
び
補
助
率
は
原
則
と
し

て
国
の
要
綱
に
準
じ
る
。

予
算
総
額

18
0,
00

0千
円

採
択
事
業
者
数
：

59
事
業
者

総
額
：

14
4,
19

0千
円

秋
田
県

505



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
形
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
6年

7月
25

日
～

令
和
6年

9月
4日

部
署

高
齢
者
支
援
課

担
当
者

齋
藤
巧

電
話
番
号

02
3-

63
0-

21
89

FA
X番

号
02

3-
63

0-
33

21
E-

m
ai

l
yk

or
ei

@
pr

ef
.ya

m
ag

at
a.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

ag
a

ta
.jp

/k
en

fu
ku

/k
or

ei
sh

a/
ro

bo
t/

in
de

x.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

30
件

総
額
：

70
,4
46

,0
00

円

1
山
形
県
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入
支
援
事
業
費
補
助
金

山
形
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者

支
援
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
及
び
IC
T機

器
を
導
入
す

る
際
の
経
費
の
一
部
を
助
成

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受

け
た
山
形
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

運
営
す
る
者

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
経
費

・
機
器
に
応
じ
た
上
限
額
と
補
助
対
象
経
費

の
3/
4と

比
較
し
て
少
な
い
額

総
額
（
予
定
）
：

17
5,
38

0,
00

0円

山
形
県

506



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
福

島
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
令

和
６

年
11

月
５

日
～

令
和

６
年

12
月

６
日

17
:0

0
部

署
福

島
県

高
齢

福
祉

課

担
当

者
小

林
電

話
番

号
02

4-
52

1-
75

33
FA

X番
号

02
4-

52
1-

77
48

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
-

ka
ig

or
ob

ot
@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.f

uk
us

hi
m

a.
lg

.jp
/s

ec
/2

10
25

c/
ka

ig
or

ob
ot

do
un

yu
so

ku
sh

in
.h

t
m

l

部
署

福
島

県
高

齢
福

祉
課

担
当

者
小

林
電

話
番

号
02

4-
52

1-
75

33
FA

X番
号

02
4-

52
1-

77
48

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
-

ka
ig

or
ob

ot
@

pr
ef

.fu
ku

sh
im

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.f
uk

us
hi

m
a.

lg
.jp

/s
ec

/2
10

25
c/

r6
ka

i
go

ro
bo

t.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

IC
T等

を
活

用
し

た
介

護
現

場
生

産
性

向
上

支
援

事
業

（
介

護
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
促

進
）

福
島

県
保

健
福

祉
部

高
齢

福
祉

課
高

齢
者

介
護

施
設

・
事

業
所

等
に

お
け

る
福

島
県

産
介

護
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

に
対

し
、

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

。

福
島

県
内

の
高

齢
者

施
設

・
事

業
者

等

21
連

絡
窓

口
対

象
機

器
は

公
募

に
よ

り
決

定
令

和
６

年
度

は
以

下
の

機
器

を
予

定
・

「
移

乗
で

す
」

・
マ

ッ
ス

ル
ス

ー
ツ

®E
XO

-P
OW

ER
、

So
ft-

Po
we

r
・

HA
L®

腰
タ

イ
プ

・
業

務
改

善
サ

ポ
ー

ト
ユ

ニ
ッ

ト
Ne

xu
sB

as
eD

Xw
ith

離
床

セ
ン

サ
ー

「
AI

SH
」

×
Ft

ca
re

-I

上
記

の
介

護
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

初
年

度
の

購
入

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

、
3/

4以
内

を
補

助
。

IC
T等

を
活

用
し

た
介

護
現

場
生

産
性

向
上

支
援

事
業

（
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
）

福
島

県
保

健
福

祉
部

高
齢

福
祉

課
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
に

よ
る

労
働

負
担

軽
減

の
取

り
組

み
を

支
援

す
る

。
令

和
６

年
８

月
19

日
～

令
和

６
年

９
月

20
日

17
:0

0

総
額

（
予

定
）

：
11

,9
52

,0
00

円
採

択
件

数
：

2台 総
額

：
55

8,
00

0円

福
島

県
内

の
介

護
事

業
所

（
介

護
保

険
法

に
基

づ
く

全
サ

ー
ビ

ス
を

対
象

と
す

る
）

介
護

支
援

ロ
ボ

ッ
ト

移
乗

支
援

（
装

着
型

・
非

装
着

型
）

、
入

浴
支

援
、

そ
の

他
機

器
※

 1
,0

00
千

円
/台

以
内 上

記
以

外
30

0千
円

/台
以

内
（

補
助

率
は

3/
4以

内
）

※
そ

の
他

機
器

・
移

乗
や

移
動

を
支

援
す

る
機

器
・

介
護

施
設

等
に

お
け

る
調

理
支

援
な

ど
の

職
員

の
負

担
を

軽
減

す
る

機
器

・
見

守
り

や
介

護
業

務
を

支
援

す
る

機
器

・
シ

ス
テ

ム
・

入
浴

を
支

援
す

る
機

器

総
額

（
予

定
）

：
64

,0
00

,0
00

円
採

択
件

数
：

67
事

業
所

総
額

：
84

,6
76

,0
00

円

福
島

県

507



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

茨
城
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

福
祉
部
長
寿
福
祉
課

担
当
者

圷
電
話
番
号

02
9-

30
1-

33
21

FA
X番

号
02

9-
30

1-
33

48

E-
m

ai
l

ch
of

uk
u3

@
pr

ef
.ib

ar
ak

i.lg
.j

p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.i

ba
ra

ki.
j

p/
ho

ke
nf

uk
us

hi
/c

ho
fu

ku
/

sh
ise

ts
u/

ka
ig

or
ob

ot
to

do
u

ny
uu

sie
nn

zig
yo

u.
ht

m
l

部
署

福
祉
部
長
寿
福
祉
課

担
当
者

圷
電
話
番
号

02
9-

30
1-

33
21

FA
X番

号
02

9-
30

1-
33

48

E-
m

ai
l

ch
of

uk
u3

@
pr

ef
.ib

ar
ak

i.lg
.j

p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.i

ba
ra

ki.
j

p/
ho

ke
nf

uk
us

hi
/c

ho
fu

ku
/

sh
ise

ts
u/

ka
ig

or
ob

ot
to

do
u

ny
uu

sie
nn

zig
yo

u.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

（
仮
）
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

定
着
支
援
事
業

茨
城
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
介
護
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
や
定
着
に
向
け
た
補
助

茨
城
県
内
の
介
護
事
業
所
・
介
護
施
設
等

（
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
を
対

象
と
す
る
。
）

未
定

採
択
件
数
：

65
件

総
額
：

80
,8
38

千
円

※
一
部
未
確
定

未
定

連
絡
窓
口

2

な
し

採
択
件
数
：

未
定

総
額
（
予
定
）
：

81
,3
54

千
円

1
介
護
施
設
等
生
産
性
向
上
推

進
事
業

茨
城
県

物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
介
護
施
設
等
に
対

し
、
見
守
り
機
器
の
導
入
、
見
守
り
機
器
の
導

入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

導
入
を
支
援

介
護
事
業
所
・
介
護
施
設
等
（
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
す
る
。
以

下
「
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、

「
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
」
の
算
定
を

受
け
て
お
り
、
補
助
金
交
付
要
項
別
表
１
及

び
２
に
定
め
る
補
助
要
件
を
満
た
す
介
護
事

業
所

○
見
守
り
機
器
の
導
入

補
助
上
限
額
：
１
台
に
つ
き
30

万
円

補
助
率
：
５
分
の
４

○
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備 補
助
上
限
額
：
１
事
業
所
に
つ
き
75

0万
円

補
助
率
：
５
分
の
４

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入

補
助
上
限
額
：
申
請
時
点
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
職
員
数
（
常
勤
換

算
）
に
応
じ
て
10

0万
円
～
26

0万
円
。

補
助
率
：
５
分
の
４

令
和
6年

11
月
5日

（
火
）
～

11
月
25

日
（
月
）

総
額
（
予
定
）
：

23
3,
00

0千
円

茨
城
県

508



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

栃
木
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
４
月
３
日
～
令
和

６
年
５
月
31

日
部
署

保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
班
(介

護
人
材
)

担
当
者

檀
原
　
晴
香

電
話
番
号

02
8-

62
3-

30
57

FA
X番

号
02

8-
62

3-
31

57

E-
m

ai
l

ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.to
ch

ig
i.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.t
oc

hi
gi

.l
g.

jp
/e

03
/k

ai
go

zin
za

ika
ku

h
o.

ht
m

l

令
和
６
年
10

月
18

日
～
令
和

６
年
11

月
８
日

部
署

保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
班
(介

護
人
材
)

担
当
者

佐
野
　
智
憲

電
話
番
号

02
8-

62
3-

30
57

FA
X番

号
02

8-
62

3-
31

57

E-
m

ai
l

ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.to
ch

ig
i.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.t
oc

hi
gi

.l
g.

jp
/e

03
/k

ai
go

zin
za

ika
ku

h
o.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

国
の
実
施
要
綱
に
準
じ
る
が
、
補
助
上
限

額
、
補
助
率
は
以
下
の
と
お
り
。

○
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

１
機
器
に
つ
き
、
導
入
経
費
の
２
分
の
１

(補
助
限
度
額
30

万
円
/台

)
○
通
信
環
境
整
備

１
事
業
所
に
つ
き
整
備
費
用
の
２
分
の
１

(補
助
限
度
額
15

0万
円
)

○
IC
T

１
事
業
所
に
つ
き
整
備
費
用
の
２
分
の
１

(補
助
限
度
額
10

0万
円
)

予
算
44

,4
00

千
円

採
択
件
数
：

40
件

総
額
：

33
,8
79

千
円

―

連
絡
窓
口

2
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

栃
木
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援

IC
T等

導
入
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導
入
支
援

県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

国
の
実
施
要
綱
に
準
じ
る
が
、
補
助
上
限

額
、
補
助
率
は
以
下
の
と
お
り
。

○
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器

１
機
器
に
つ
き
、
導
入
経
費
の
４
分
の
３

(補
助
限
度
額
10

0万
ま
た
は
30

万
円
/台

)
○
IC
T

１
事
業
所
に
つ
き
整
備
費
用
の
４
分
の
３

(補
助
限
度
額
　
職
員
数
に
応
じ
て
10

0万
円

～
26

0万
)

○
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

1事
業
所
に
つ
き
補
助
限
度
額
1,
00

0万

予
算
33

3,
50

0千
円

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
IC
T導

入
支
援
事
業

栃
木
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
支
援
、
見
守
り
機
器
の

導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
の
補
助
、
介
護
ソ

フ
ト
及
び
IC
T機

器
の
導
入
支
援

県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

栃
木
県

509



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

群
馬
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

R6
.1
0.
21

～
R6

.1
1.
15

部
署

地
域
福
祉
課
福
祉
人
材
確
保
対

策
室

担
当
者

西
田

電
話
番
号

02
7-

22
6-

25
64

FA
X番

号
02

7-
22

1-
11

21

採
択
件
数
：
18

7件
総
額
：
78

,8
21

,0
00

円

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介

護
施
設
・
事
業
所

採
択
件
数
：
未
定

総
額
（
予
定
）
：

90
,0
00

,0
00

円

■
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
①
移
乗
介
護
、
②

移
動
支
援
、
③
排
泄
支
援
、
④
見
守
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
入
浴
支
援
、
⑥
介

護
商
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て

使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
風
タ
ン
軽
減
効

果
の
あ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1機

器
に
つ
き
aま

た
は
ｂ
の

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
移
譲
支
援
・
入
浴
k支

援
:1
00

万
円

　
　
上
記
以
外
の
機
器
:3
0万

円
・
利
用
者
定
員
数
の
2割

ま
で
を
補
助
上
限

台
数
と
す
る
。

■
そ
の
他

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
該
当
し
な
い
が
、
介
護
従

事
者
の
負
担
軽
減
等
に
寄
与
す
る
機
器
が
対

象 ・
補
助
額
は
、
1機

器
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
10

0万
円

・
利
用
者
定
員
数
の
2割

ま
で
の
補
助
上
限

台
数
と
す
る
。

■
IC
T等

の
導
入
支
援

①
介
護
ソ
フ
ト
、
②
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端

末
、
③
通
信
環
境
機
器
、
④
保
守
経
費
等
、

⑤
そ
の
他
（
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
等
）

の
導
入
経
費
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
aま

た
は
b

の
い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
職
員
数
1名

～
10

名
:1
00

万
円

　
職
員
数
11

名
～
20

名
:1
60

万
円

　
職
員
数
21

名
～
30

名
:2
00

万
円

　
職
員
数
31

名
以
上
:2
60

万
円

■
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導

入
支
援

①
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
に

よ
る
導
入
（
複
数
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
導
入
す
る
も
の
）
、
②
見
守
り
機

器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
（
W
i-F

i
整
備
費
、
イ
ン
カ
ム
、
シ
ス
テ
ム
連
動
経

費
）
に
係
る
経
費
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
1,
00

0万
円

■
業
務
改
善
支
援

他
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
事
業
所
等

が
①
第
三
者
に
よ
る
業
務
改
善
支
援
、
②
介

護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
取
組
に
関

す
る
研
修
・
相
談
等
を
受
け
た
場
合
の
経
費

が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
45

万
円

連
絡
窓
口

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

群
馬
県

介
護
施
設
・
事
業
所
が
行
う
介
護
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
導
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

群
馬
県

510



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
ka

ku
ho

@
pr

ef
.g

un
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

j
p/

sit
e/

ka
ig

oj
in

za
i/2

30
1.

ht
m

l

前
年
度
の
要
望
調
査
に
よ

り
、
決
定
済
。

部
署

健
康
福
祉
部
福
祉
局
介
護
高
齢

課
保
健
・
居
住
施
設
係

　
担
当
者

角
田

　
電
話
番
号

02
7-

22
6-

25
66

　
FA

X番
号

02
7-

22
3-

67
25

　
E-

m
ai

l
ka

ig
o-

kib
an

@
pr

ef
.g

un
m

a.
lg

.jp
　

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.g
un

m
a.

j
p/

02
/d

23
00

29
3.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

採
択
件
数
：
18

7件
総
額
：
78

,8
21

,0
00

円

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
付
ホ
ー
ム
等
の
対
象
施
設
の
整

備
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
法

人 ・
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
対

象
施
設
の
整
備
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う

市
町
村

・
大
規
模
修
繕
を
実
施
す
る
際
に
、
あ
わ
せ

て
行
う
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

導
入
に
必
要
な
経
費
が
対
象

・
定
員
数
に
45

8千
円
を
乗
じ
た
額
の
範
囲

で
補
助
（
定
額
）

採
択
件
数
：

５
件

総
額
（
予
定
）
：

68
,5
29

千
円

採
択
件
数
:5
件

総
額
：
14

8,
07

4千
円
（
繰
越
含
む
）

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介

護
施
設
・
事
業
所

採
択
件
数
：
未
定

総
額
（
予
定
）
：

90
,0
00

,0
00

円

■
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
①
移
乗
介
護
、
②

移
動
支
援
、
③
排
泄
支
援
、
④
見
守
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
入
浴
支
援
、
⑥
介

護
商
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の
場
面
に
お
い
て

使
用
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
風
タ
ン
軽
減
効

果
の
あ
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1機

器
に
つ
き
aま

た
は
ｂ
の

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
移
譲
支
援
・
入
浴
k支

援
:1
00

万
円

　
　
上
記
以
外
の
機
器
:3
0万

円
・
利
用
者
定
員
数
の
2割

ま
で
を
補
助
上
限

台
数
と
す
る
。

■
そ
の
他

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
該
当
し
な
い
が
、
介
護
従

事
者
の
負
担
軽
減
等
に
寄
与
す
る
機
器
が
対

象 ・
補
助
額
は
、
1機

器
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
10

0万
円

・
利
用
者
定
員
数
の
2割

ま
で
の
補
助
上
限

台
数
と
す
る
。

■
IC
T等

の
導
入
支
援

①
介
護
ソ
フ
ト
、
②
タ
ブ
レ
ッ
ト
情
報
端

末
、
③
通
信
環
境
機
器
、
④
保
守
経
費
等
、

⑤
そ
の
他
（
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
等
）

の
導
入
経
費
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
aま

た
は
b

の
い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
職
員
数
1名

～
10

名
:1
00

万
円

　
職
員
数
11

名
～
20

名
:1
60

万
円

　
職
員
数
21

名
～
30

名
:2
00

万
円

　
職
員
数
31

名
以
上
:2
60

万
円

■
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導

入
支
援

①
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
に

よ
る
導
入
（
複
数
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
導
入
す
る
も
の
）
、
②
見
守
り
機

器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
（
W
i-F

i
整
備
費
、
イ
ン
カ
ム
、
シ
ス
テ
ム
連
動
経

費
）
に
係
る
経
費
が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
1,
00

0万
円

■
業
務
改
善
支
援

他
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
事
業
所
等

が
①
第
三
者
に
よ
る
業
務
改
善
支
援
、
②
介

護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
取
組
に
関

す
る
研
修
・
相
談
等
を
受
け
た
場
合
の
経
費

が
対
象

・
補
助
額
は
、
1事

業
所
に
つ
き
a又

は
bの

い
ず
れ
か
低
い
額

a　
補
助
対
象
経
費
の
3/
4

b　
45

万
円

群
馬
県
介
護
基
盤
等
整
備
事

業
費
補
助
金
（
介
護
施
設
等

の
大
規
模
修
繕
の
際
に
あ
わ

せ
て
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
支
援
）

群
馬
県

介
護
施
設
等
に
お
い
て
、
大
規
模
修
繕
（
助
成

を
受
け
て
い
る
か
は
問
わ
な
い
。
）
を
実
施
す

る
際
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導

入
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
支
援

21
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

群
馬
県

介
護
施
設
・
事
業
所
が
行
う
介
護
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
導
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

群
馬
県

511



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
埼

玉
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

高
齢

者
福

祉
課

施
設

整
備

担
当

担
当

者
中

井

電
話

番
号

04
8-

83
0-

32
60

FA
X番

号
04

8-
83

0-
47

81

E-
m

ai
l

a3
24

0-
06

@
pr

ef
.sa

ita
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ai

ta
m

a
.lg

.jp
/a

06
03

/k
ai

go
-

ne
t/

ro
bo

t/
sa

ita
m

a.
ht

m
l

令
和

６
年

6月
～

7月
部

署
高

齢
者

福
祉

課
施

設
整

備
担

当
担

当
者

中
井

電
話

番
号

04
8-

83
0-

32
60

FA
X番

号
04

8-
83

0-
47

81

E-
m

ai
l

a3
24

0-
06

@
pr

ef
.sa

ita
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ai

ta
m

a
.lg

.jp
/a

06
03

/k
or

ei
-

se
ib

i/r
4-

ro
bo

t-b
os

yu
.h

tm
l

部
署

長
寿

応
援

部
介

護
保

険
課

事
業

者
係

担
当

者
櫻

井
電

話
番

号
04

8-
82

9-
12

65
FA

X番
号

04
8-

82
9-

19
81

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
ho

ke
n@

cit
y.s

ai
ta

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.sa
ita

m
a.

jp
/0

05
/0

01
/0

18
/0

10
/p

09
1

87
6.

ht
m

l
←

目
次

に
戻

る

定
員

数
に

45
8千

円
乗

じ
た

額
の

範
囲

で
市

長
が

定
め

る
額

採
択

件
数

：
０

件
採

択
件

数
：

１
件

総
額

：
7,

56
0,

00
0円

ー
3

さ
い

た
ま

市
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

等
整

備
助

成
事

業
費

補
助

金
（

介
護

施
設

等
の

大
規

模
修

繕
の

際
に

あ
わ

せ
て

行
う

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
支

援
）

さ
い

た
ま

市
福

祉
局

長
寿

応
援

部
介

護
保

険
課

大
規

模
修

繕
の

際
に

あ
わ

せ
て

行
う

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
導

入
費

用
を

助
成

す
る

。
さ

い
た

ま
市

内
の

地
域

密
着

型
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
認

知
症

高
齢

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
等

2
介

護
施

設
等

の
大

規
模

修
繕

の
際

に
あ

わ
せ

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

導
入

支
援

埼
玉

県
高

齢
者

福
祉

課
介

護
施

設
等

に
お

い
て

大
規

模
修

繕
（

助
成

を
受

け
て

い
る

か
は

問
わ

な
い

。
）

を
実

施
す

る
際

に
、

県
が

実
施

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

事
業

又
は

Ｉ
Ｃ

Ｔ
導

入
支

援
事

業
に

お
い

て
対

象
と

な
っ

て
い

る
機

器
等

を
導

入
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
を

県
が

補
助

す
る

事
業

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
及

び
見

守
り

機
器

の
導

入
に

伴
う

通
信

環
境

整
備

を
す

る
際

の
経

費
の

一
部

を
助

成

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

：
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
①

移
乗

介
護

、
②

移
動

支
援

、
③

排
泄

支
援

、
④

見
守

り
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

⑤
入

浴
支

援
、

⑥
介

護
業

務
支

援
の

い
ず

れ
か

の
場

面
に

お
い

て
使

用
さ

れ
、

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
で

あ
る

こ
と

。

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
：

（
１

）
W

i-F
i環

境
を

整
備

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

（
２

）
職

員
間

の
情

報
共

有
や

職
員

の
移

動
負

担
を

軽
減

す
る

な
ど

効
果

・
効

率
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
た

め
の

イ
ン

カ
ム

（
３

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

用
い

て
得

ら
れ

る
情

報
を

介
護

記
録

に
シ

ス
テ

ム
連

動
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

経
費

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

普
及

促
進

事
業

埼
玉

県
高

齢
者

福
祉

課
介

護
保

険
法

に
基

づ
く

指
定

又
は

許
可

を
受

け
た

埼
玉

県
内

に
所

在
す

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

１
機

器
に

つ
き

、
a又

は
bの

い
ず

れ
か

低
い

額
。

a 
所

要
経

費
の

3/
4

b 
移

乗
支

援
、

入
浴

支
援

：
10

0万
円

見
守

り
機

器
（

導
入

に
併

せ
て

実
施

す
る

通
信

環
境

整
備

費
を

含
む

）
：

30
万

円
そ

の
他

機
器

：
30

万
円

（
申

請
総

額
が

予
算

を
超

え
た

場
合

、
上

記
の

と
お

り
交

付
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

）

予
算

10
5,

90
0千

円
交

付
件

数
39

件
交

付
額

42
,2

65
千

円

令
和

６
年

6月
～

7月

埼
玉

県
内

の
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

補
助

対
象

と
な

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

は
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
促

進
事

業
及

び
Ｉ

Ｃ
Ｔ

導
入

支
援

事
業

に
準

じ
る

補
助

上
限

額
：

定
員

30
名

以
上

の
広

域
型

施
設

等
の

場
合

施
設

定
員

1人
あ

た
り

45
8千

円
（

地
域

密
着

型
施

設
に

関
し

て
は

埼
玉

県
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

等
整

備
助

成
事

業
費

等
補

助
金

交
付

要
綱

参
照

）

予
算

49
8,

55
0千

円
交

付
件

数
39

件
交

付
額

45
0,

24
2千

円

埼
玉

県

512



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

千
葉
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

7/
25

～
8/
14

部
署

高
齢
者
福
祉
課
法
人
支
援
班

担
当
者

電
話
番
号

04
3-

22
3-

25
93

FA
X番

号
04

3-
22

7-
00

50

E-
m

ai
l

ー

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.c
hi

ba
.lg

.
jp

/c
at

e/
kf

k/
fu

ku
sh

i/k
ou

re
ish

a/
se

rv
ice

/in
de

x.h
tm

l

部
署

介
護
保
険
管
理
課

担
当
者

米
倉

電
話
番
号

04
3-

24
5-

52
06

FA
X番

号
04

3-
24

5-
56

23

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
ka

nr
i.H

W
S@

cit
y.c

hi
ba

.lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.ch

ib
a.

j
p/

ho
ke

nf
uk

us
hi

/k
or

ei
sh

og
ai

/k
ai

go
ho

ke
nk

an
ri/

r
ob

ot
/d

ai
kib

or
ob

ot
_s

yu
k

us
ya

.h
tm

l
←
目
次
に
戻
る

2
大
規
模
修
繕
時
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

千
葉
市

介
護
施
設
等
の
大
規
模
修
繕
に
あ
わ
せ
て
行
う

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
費
用
を
助
成

す
る
。

千
葉
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等

定
員
数
に
45

8千
円
を
乗
じ
た
額
の
範
囲
で

市
長
が
定
め
る
額

前
年
度
調
査
に
よ
り
、
決
定

済
（
令
和
7年

度
分
は
令
和
6

年
8月

に
受
付
終
了
）

件
数
：
5件

（
予

定
）

総
額
（
予
定
）

14
1,
76

8千
円

採
択
件
数
：
3件

総
額
：
14

0,
06

6千
円

連
絡
窓
口

1
千
葉
県
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

定
着
支
援
事
業
費
補
助
金

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支

援
）

千
葉
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
、
県
内

に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
が
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
補
助

県
内
に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

（
範
囲
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
係
る
経
費
の
3/
4を

補
助
（
上
限
額
あ
り
）
。

（
条
件
）

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
計
画
に
基
づ
き
、
導

入
に
よ
り
得
ら
れ
た
効
果
に
関
す
る
デ
ー
タ

等
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
県
及
び
国
へ
報
告

す
る
。

・
千
葉
県
介
護
業
務
効
率
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

作
成
の
業
務
改
善
研
修
動
画
を
視
聴
す
る
こ

と
。

・
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

(IP
A)
が
実
施
す
る
「
SE

CU
RI
TY

AC
TI
ON

」
の
自
己
宣
言
を
行
う
。

予
算
額
：
当
初

12
2,
00

0千
円
、
補

正
予
定

採
択
件
数
：
10

3件
件
（
う
ち
廃
止
6

件
、
次
年
度
へ
の

繰
越
1件

）
総
額
：
確
定

73
,9
50

千
円

未
確
定
：
1,
58

2千
円

千
葉
県

513



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

東
京
都

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
10

月
8日

～
令
和

６
年
11

月
５
日

部
署

福
祉
局
高
齢
者
施
策
推
進
部
介

護
保
険
課
介
護
人
材
担
当

担
当
者

電
話
番
号

03
-5

32
0-

42
67

FA
X番

号

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.fu
ku

sh
iza

id
a

n.
jp

/2
06

ge
nb

ak
ai

ka
ku

/ji
s

ed
ai

/

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
現
場
改
革
促
進
事
業

次
世
代
介
護
機
器
導
入
促
進

支
援
事
業

東
京
都

(一
部
事
務
を
公
益
財
団
法
人

東
京
都
福
祉
保
健
財
団
へ
委

託
)

移
乗
介
護
、
移
動
支
援
、
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
見
守
り
支
援
機
器
導
入
に
伴
う

通
信
環
境
整
備
等
の
機
器
の
購
入
等
に
係
る
経

費
の
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
、
東
京
都
内
に
所
在
す
る
介
護
施

設
・
事
業
所

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

種
別
は
異
な
る
。

〇
次
世
代
介
護
機
器
導
入
支
援
事
業
費
補
助

【
補
助
内
容
】

・
移
乗
介
護
・
入
浴
支
援

　
補
助
基
準
額
1,
33

4千
円

　
補
助
率
3/
4

・
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
　
介
護
業
務
支
援

　
補
助
基
準
額
40

0千
円

　
補
助
率
3/
4

〇
次
世
代
介
護
機
器
導
入
推
進
事
業
費
補
助

【
補
助
内
容
】

・
移
乗
介
護
・
入
浴
支
援

　
補
助
基
準
額
1,
33

4千
円

　
補
助
率
7/
8

・
移
動
支
援
、
排
泄
支
援
、
見
守
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
業
務
支
援

　
補
助
基
準
額
60

0千
円

　
補
助
率
3/
4

・
公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
が

実
施
す
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
へ

の
参
加
、
「
公
開
見
学
会
」
等
へ
の
協
力
が

条
件

〇
見
守
り
支
援
機
器
お
よ
び
通
信
環
境
の

　
一
体
的
整
備
事
業

【
補
助
内
容
】

・
見
守
り
支
援
機
器

　
補
助
基
準
額
40

0千
円

　
補
助
率
3/
4

・
見
守
り
支
援
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環

　
境
整
備

　
補
助
基
準
額
13

,3
34

千
円
(法

人
内
全
事

業
所
合
計
)

　
補
助
率
3/
4

・
法
人
単
位
の
申
請
、
過
年
度
に
補
助
を
受

け
た
法
人
は
翌
年
度
以
降
補
助
対
象
外

支
援
事
業
14

0件
推
進
事
業
24

件
一
体
的
整
備
事
業

85
件

総
額
1,
53

5,
01

6千
円

支
援
事
業
26

3件
推
進
事
業
20

件
一
体
的
事
業
36

件
総
額
1,
19

3,
61

3千
円

東
京
都

514



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
神

奈
川

県
更

新
日

：
令

和
6年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
20

24
/1

1/
5

部
署

高
齢

福
祉

課

~
担

当
者

古
河

20
24

/1
1/

15
電

話
番

号
04

5-
21

0-
11

11
（

内
線

48
53

）

FA
X番

号
04

5-
21

0-
88

74

E-
m

ai
l

fs
hi

se
ts

u.
50

8@
pr

ef
.ka

na
g

aw
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
an

ag
a

wa
.jp

/d
oc

s/
u6

s/
cn

t/
f4

20
3

73
/p

10
75

20
1.

ht
m

l

20
24

/5
/2

4
部

署
産

業
振

興
課

~
担

当
者

一
瀬

20
25

/2
/1

4
電

話
番

号
04

5-
21

0-
56

50

FA
X番

号
04

5-
21

0-
88

71

E-
m

ai
l

ich
ise

.p
jv@

pr
ef

.ka
na

ga
wa

.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
an

ag
a

wa
.jp

/d
oc

s/
sr

4/
ro

bo
t-

do
ny

u-
ho

jo
.h

tm
l

2
①

 県
内

に
事

務
所

又
は

事
業

所
を

有
す

る
法

人
・

個
人

事
業

者
等

(地
方

公
共

団
体

等
を

含
む

)
②

 県
内

に
在

住
し

て
い

る
個

人
③

 ①
・

②
に

ロ
ボ

ッ
ト

を
貸

与
す

る
た

め
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
購

入
す

る
リ

ー
ス

業
者

・
レ

ン
タ

ル
業

者

【
対

象
ロ

ボ
ッ

ト
】

さ
が

み
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
特

区
の

取
組

を
通

じ
て

商
品

化
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

【
助

金
額

】
ロ

ボ
ッ

ト
１

台
ご

と
に

導
入

経
費

(※
)の

1/
3を

補
助

※
購

入
の

場
合

：
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

※
ロ

ボ
ッ

ト
製

造
元

等
か

ら
貸

与
を

受
け

る
場

合
：

当
該

年
度

の
お

け
る

賃
料

総
額

（
本

体
価

格
+対

象
付

属
品

等
の

価
格

）

【
主

な
補

助
の

条
件

】
年

度
内

の
補

助
の

上
限

１
申

請
者

当
た

り
の

補
助

上
限

額
：

10
0万

円 【
補

助
条

件
】

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

補
助

金
交

付
要

領
で

定
め

る
要

件
を

満
た

す
事

業
（

導
入

）
計

画
で

あ
る

こ
と

補
助

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

8,
96

5,
00

0円

補
助

件
数

：
11

件
総

額
：

3,
52

5,
00

0円

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

補
助

金
神

奈
川

県
産

業
振

興
課

「
さ

が
み

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

特
区

」
で

商
品

化
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
導

入
経

費
を

補
助

※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

限
り

ま
せ

ん

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

で
の

移
乗

支
援

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

で
、

効
率

化
や

負
担

軽
減

な
ど

の
効

果
が

あ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

神
奈

川
県

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
費

補
助

金
交

付
要

領
で

定
め

る
目

的
要

件
・

技
術

的
要

件
・

市
場

的
要

件
を

満
た

す
こ

と

１
機

器
に

つ
き

導
入

に
係

る
費

用
の

4/
5を

補
助

補
助

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

42
9,

21
5,

00
0円

補
助

件
数

：
49

件
総

額
：

36
7,

98
8,

00
0円

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
補

助
神

奈
川

県
高

齢
福

祉
課

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

や
業

務
の

効
率

化
が

期
待

で
き

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

導
入

に
係

る
経

費
の

助
成

を
行

う

神
奈

川
県

内
に

所
在

す
る

、
介

護
保

険
法

に
よ

る
介

護
事

業
所

・
介

護
施

設
等

神
奈

川
県

515



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

部
署

健
康
福
祉
局
高
齢
健
康
福
祉
課

担
当
者

太
田
、
伊
藤
、
大
田
原
、
菅
原

電
話
番
号

04
5-

67
1-

39
20

FA
X番

号
04

5-
55

0-
36

13

E-
m

ai
l

kf
-

zin
za

i@
cit

y.y
ok

oh
am

a.
jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.yo

ko
ha

m
a.

lg
.jp

/k
ur

as
hi

/s
um

ai
-

ku
ra

sh
i/s

hi
go

to
/k

ai
go

/z
in

za
ika

ku
ho

.h
tm

l

部
署

経
済
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部

担
当
者

西
勝

電
話
番
号

04
4-

20
0-

25
13

FA
X番

号
04

4-
20

0-
39

20

E-
m

ai
l

28
in

no
va

@
cit

y.k
aw

as
ak

i.j
p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ka
wa

sa
k

i.j
p/

28
0/

pa
ge

/0
00

01
67

55
3

.h
tm

l

部
署

健
康
福
祉
局
福
祉
基
盤
課

担
当
者

堀
米
、
山
根

電
話
番
号

04
2-

70
7-

70
46

FA
X番

号
04

2-
75

9-
43

95

E-
m

ai
l

fu
ku

sh
i-

kib
an

@
cit

y.s
ag

am
ih

ar
a.

ka
na

ga
wa

.jp

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

【
補
助
対
象
経
費
】

施
設
等
を
大
規
模
修
繕
す
る
際
に
あ
わ
せ

て
、
当
該
施
設
等
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
導
入
す
る
経
費

【
補
助
率
】

10
/1

0

【
補
助
基
準
額
】

定
員
1人

あ
た
り
34

7千
円

令
和
6年

度
補
正
予
算
要
求
の

た
め
の
所
要
額
調
査
を
令
和
6

年
2月

2日
か
ら
令
和
6年

2月
13

日
に
実
施

※
補
助
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
県
及
び
市
の
6月

補
正

に
お
け
る
予
算
確
保
が
要
件

と
な
る
。

申
請
件
数
（
予

定
）
：

12
施
設

総
額
：

23
5,
40

2,
00

0円

採
択
件
数
：

6件 総
額
：

17
8,
79

0,
00

0円

補
助
金
額
：
経
費
の
９
/1
0（

上
限
45

万
円
）

対
象
機
器
：
移
乗
支
援
、
移
動
支
援
、
排
泄

支
援
、
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

入
浴
支
援
、
介
護
業
務
支
援
の
い
ず
れ
か
の

場
面
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
機
器
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
翻
訳
機

補
助
条
件
：
補
助
年
度
に
40

歳
以
上
の
中
高

齢
者
、
又
は
外
国
人
を
、
介
護
職
員
等
と
し

て
新
た
に
３
か
月
以
上
雇
用
す
る
こ
と
。

（
ポ
ー
タ
ブ
ル
翻
訳
機
に
つ
い
て
は
、
補
助

年
度
に
外
国
人
を
介
護
職
員
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
）

令
和
６
年
５
月
１
日
～
令
和

６
年
12

月
23

日
（
予
定
）

50
件

22
,5
00

,0
00

円
11

件
4,
71

7,
00

0円
横
浜
市
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導

入
支
援
事
業
費
補
助
金

横
浜
市
健
康
福
祉
局
高
齢
健

康
福
祉
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
導
入
す
る
経
費
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
や

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を
図
る

市
内
の
介
護
保
険
施
設
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
（
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
福
祉
用
具

貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
除
く
。
）

5
相
模
原
市
施
設
開
設
準
備
経

費
等
支
援
事
業
補
助
金
（
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

支
援
事
業
）

相
模
原
市
健
康
福
祉
局
福
祉

基
盤
課

施
設
等
を
大
規
模
修
繕
す
る
際
に
あ
わ
せ
て
、

当
該
施
設
等
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導

入
す
る
経
費
に
つ
い
て
支
援

市
内
で
介
護
施
設
等
を
運
営
す
る
法
人

4
川
崎
市
福
祉
製
品
導
入
促
進

補
助
金

川
崎
市

か
わ
さ
き
基
準
(K
IS
)認

証
福
祉
製
品
（
認
証

期
間
内
に
限
る
）
を
市
内
の
事
業
所
に
設
置
又

は
配
置
す
る
際
に
必
要
な
経
費
を
助
成

市
内
に
福
祉
・
介
護
事
業
所
を
有
す
る
法
人

又
は
団
体
(市

内
に
事
業
所
を
有
し
て
１
年

以
上
、
同
一
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
)

【
補
助
対
象
経
費
】

購
入
費
又
は
借
受
料
、
運
搬
費
、
設
置
又
は

配
置
に
か
か
る
工
事
費

【
補
助
率
】

1/
2以

下
【
補
助
限
度
額
】

３
０
万
円

【
条
件
】

・
認
証
製
品
の
購
入
ま
た
は
３
か
月
以
上
の

借
受
け
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
補
助
対
象
経
費

の
総
額
が
６
万
円
以
上
等

令
和
6年

7月
23

日
か
ら
令
和

7年
1月

31
日
ま
で

未
定

採
択
件
数
：
3件

総
額
：
53

3,
00

0円

3

神
奈
川
県

516



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

新
潟
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健
課

担
当
者

松
原

電
話
番
号

02
5-

28
0-

52
72

FA
X番

号
02

5-
28

0-
52

29

E-
m

ai
l

m
at

su
ba

ra
.ka

ito
@

pr
ef

.n
iig

at
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
iig

at
a.

l
g.

jp
/s

ec
/k

ou
re

i/k
ai

go
-

te
ch

no
lo

gy
20

24
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：
23

件
総
額
：
7,
66

6千
円

1
新
潟
県
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入
支
援
補
助
金

新
潟
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
IC
T機

器
等
の
介
護
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
導
入
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
本
格
的
な
導
入
を
促
進
し
、
介
護

従
事
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護

従
事
者
が
継
続
し
て
就
労
す
る
た
め
の
環
境
整

備
を
図
る
た
め
、
導
入
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
。

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
分
】

次
の
①
～
③
を
満
た
す
者

①
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
等
を
受
け
て

い
る
事
業
所

②
新
潟
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所

③
新
潟
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
た
実
績
が
な
い
事
業
所

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
分
】

・
目
的
要
件
、
技
術
的
要
件
、
市
場
的
要
件

を
満
た
す
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
に
係
る
経
費

・
総
費
用
の
1/
2を

補
助
（
補
助
上
限
額
あ

り
）

採
択
件
数
：
未
定

（
R6

～
R8

で
15

7
件
採
択
予
定
）

総
額
（
予
定
）
：

36
,4
67

千
円

20
24

年
９
月
30

日
(月

)か
ら

20
24

年
12

月
27

日
(金

)

新
潟
県

517



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

富
山
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

9月
17

日
(火

)～
10

月
15

日
(火

)
部
署

厚
生
部
高
齢
福
祉
課

担
当
者

岩
井
　
彩
衣
佳

電
話
番
号

07
6-

44
4-

96
25

FA
X番

号
07

6-
44

4-
34

92

E-
m

ai
l

sa
ek

a.
iw

ai
@

pr
ef

.to
ya

m
a.

l
g.

jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.t

oy
am

a.
jp

/1
21

1/
ku

ra
sh

i/k
en

ko
u/

ko
ur

ei
sh

a/
ho

jyo
kin

/t
ec

hn
ol

og
y.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

富
山
県
厚
生
部
高
齢
福
祉
課

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
IC
T機

器
の
導
入
、
通
信
環

境
整
備
等
に
か
か
る
経
費
の
補
助

富
山
県
内
に
お
い
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
指
定
事
業
者
又
は
施
設
開
設
者

【
補
助
率
】
3/
4

【
補
助
限
度
額
】

ロ
ボ
ッ
ト
：
20

0万
円

IC
T:職

員
数
に
よ
る

1名
以
上
10

名
以
下
：
10

0万
円

11
名
以
上
20

名
以
下
：
16

0万
円

21
名
以
上
30

名
以
下
：
20

0万
円

31
名
以
上
：
26

0万
円

パ
ッ
ケ
ー
ジ
：
1,
00

0万
円

予
算

16
0,
00

0,
00

0円
の

内
数

採
択
件
数
：
52

件
総
額
：
49

,8
81

,0
00

円

富
山
県

518



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

石
川
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
課

担
当
者

正
田

電
話
番
号

07
6-

22
5-

14
16

FA
X番

号
07

6-
22

5-
14

18

E-
m

ai
l

ka
ig

o@
pr

ef
.is

hi
ka

wa
.lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.i
sh

ika
wa

.lg
.jp

/a
ns

in
/ic

t-
io

t.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

16
0件

総
額
：
10

0,
61

5
千
円

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

石
川
県

介
護
事
業
所
で
の
IC
T・

Io
T機

器
の
導
入
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
助
成

石
川
県
内
の
介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
）

申
請
時
点
で
IC
T・

Io
T機

器
導
入
に
係
る
検

討
チ
ー
ム
を
組
織
し
検
討
を
行
い
、
そ
の
メ

ン
バ
ー
1名

以
上
が
、
石
川
県
が
開
催
す
る

養
成
研
修
に
参
加
で
き
る
こ
と

【
補
助
率
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
4分

の
3（

満
た
さ
な
い
場
合
、
2分

の
1）

【
補
助
限
度
額
】

IC
T：

75
0千

円
（
50

0千
円
）
/事

業
所

Io
T：

移
乗
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
90

0
千
円
（
60

0千
円
）
/台

、
そ
の
他
の
機
器

30
0千

円
（
20

0千
円
）
/台

【
Io
T機

器
の
補
助
限
度
台
数
】
施
設
系
は

定
員
の
10

分
の
1、

在
宅
系
は
定
員
等
の
20

分
の
1

採
択
件
数
：

16
0件

程
度

総
額
（
予
定
）
：

18
3,
00

0千
円

20
24

年
9月

5日
～
10

月
4日

石
川
県

519



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

福
井
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

健
康
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

担
当
者

冨
士

電
話
番
号

07
76

-2
0-

03
32

FA
X番

号
E-

m
ai

l
ho

ka
ise

i@
pr

ef
.fu

ku
i.lg

.jp
HP

_U
RL

掲
載
終
了

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
生
産
性
向
上
推
進
事
業

補
助
金
（
福
井
県
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業
補
助

金
）

福
井
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
見
守
り
セ
ン
タ
ー
等
）
の
導

入
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

福
井
県
内
で
介
護
保
険
法
上
の
指
定
ま
た
は

許
可
を
受
け
た
事
業
所

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
見
守
り
セ
ン
タ
ー
等
）
の

導
入
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

・
補
助
率
：
３
／
４

・
補
助
上
限
：
1,
00

0千
円
／
事
業
所

補
助
件
数
：
85

件
程
度

ー

令
和
6年

8月
19

日
～
令
和
6

年
9月

13
日

福
井
県

520



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

山
梨
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

未
定

部
署

福
祉
保
健
部
健
康
長
寿
推
進
課

担
当
者

保
坂

電
話
番
号

05
5-

22
3-

14
51

FA
X番

号
05

5-
22

3-
14

68

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
-k

ib
an

-
ch

ou
sa

@
pr

ef
.ya

m
an

as
hi

.l
g.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.y
am

an
a

sh
i.j

p/
ch

ou
ju

/t
ec

hn
ol

og
y_

m
od

el
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た

業
務
効
率
化
事
業
費
補
助
金

山
梨
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
導
入
す
る

事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
支
援

山
梨
県
内
の
介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
全
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
）

厚
生
労
働
省
の
実
施
要
綱
に
準
じ
る
。

R6
当
初
予
算
額

80
,0
00

千
円

採
択
件
数
：

13
件

総
額
：
43

,0
75

千
円

山
梨
県

521



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

長
野
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

介
護
支
援
課

担
当
者

吉
田

電
話
番
号

02
6-

23
5-

71
29

FA
X番

号
02

6-
23

5-
73

94

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
jin

za
i@

pr
ef

.n
ag

an
o.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.n

ag
an

o.
lg

.jp
/k

ai
go

-
sh

ie
n/

jin
za

i/k
ai

go
ro

bo
tt

op
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

長
野
県

採
択
件
数
：

18
件

総
額
：

21
,1
36

,0
00

円

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
や
IC
T等

の
介
護
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
導
入
や
定
着
に
係
る
経
費
を
助
成

県
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

原
則
、
国
の
実
施
要
項
に
準
じ
る
。

令
和
６
年
9月

～
10

月
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等

に
係
る
補
助

採
択
件
数
：

75
件
（
予
定
）

総
額
：

42
0,
53

3,
00

0円
（
予
定
）

※
審
査
前
状
況

長
野
県

522



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
岐

阜
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

高
齢

福
祉

課

担
当

者
山

口
、

丹
羽

電
話

番
号

05
8-

27
2-

82
89

FA
X番

号
05

8-
27

8-
26

39

E-
m

ai
l

c1
12

15
@

pr
ef

.g
ifu

.lg
.jp

HP
_U

RL
- ←

目
次

に
戻

る

連
絡

窓
口

1
岐

阜
県

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

定
着

支
援

事
業

費
補

助
金

岐
阜

県
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
に

よ
る

職
場

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、

IC
T機

器
等

の
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

導
入

及
び

定
着

に
要

す
る

経
費

に
対

し
て

補
助

を
実

施

介
護

保
険

法
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

県
内

に
所

在
す

る
事

業
所

を
運

営
す

る
法

人

１
 介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
支

援
事

業
【

補
助

基
準

額
】

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

う
ち

、
移

乗
支

援
及

び
入

浴
支

援
並

び
に

そ
の

他
の

機
器

等
　

1機
器

に
つ

き
10

0万
円

・
上

記
以

外
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

　
1機

器
に

つ
き

30
万

円
２

 IC
T等

の
導

入
支

援
事

業
【

補
助

基
準

額
】

1事
業

所
に

つ
き

・
職

員
数

1人
～

10
人

の
場

合
　

10
0万

円
・

職
員

数
11

人
～

20
人

の
場

合
　

16
0万

円
・

職
員

数
21

人
～

30
人

の
場

合
　

20
0万

円
・

職
員

数
31

人
以

上
の

場
合

　
26

0万
円

３
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

導
入

支
援

事
業

【
補

助
基

準
額

】
1事

業
所

に
つ

き
1,

00
0万

円
４

 導
入

支
援

と
一

体
的

に
行

う
業

務
改

善
支

援
事

業
【

補
助

基
準

額
】

1事
業

所
に

つ
き

45
万

円
※

補
助

率
は

3/
4で

統
一

総
額

：
36

5,
30

8,
00

0円
（

予
定

）

採
択

件
数

：
62

件
総

額
：

22
0,

11
3,

00
0円

令
和

６
年

９
月

９
日

～
１

０
月

１
８

日

岐
阜

県

523



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

静
岡
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

静
岡
県
介
護
保
険
課

担
当
者

長
江
　
波
輝

電
話
番
号

05
4-

22
1-

20
84

FA
X番

号
05

4-
22

1-
21

42

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
@

pr
ef

.sh
izu

ok
a.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.s

hi
zu

ok
a.

jp
/k

en
ko

fu
ku

sh
i/k

or
ei

fu
ku

sh
i/k

ai
go

ho
ke

n/
10

40
74

3/
10

23
07

2.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
分
野
IC
T化

等
事
業
費
補

助
金
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業
）

静
岡
県

原
則
、
国
の
実
施
要
綱
に
沿
っ
た
内
容
で
実
施

静
岡
県
内
に
所
在
し
、
介
護
保
険
法
（
平
成

９
年
法
律
第
12

3号
）
に
基
づ
き
指
定
又
は

許
可
を
受
け
た
事
業
所
等

原
則
、
国
の
実
施
要
綱
に
沿
っ
た
内
容
で
実

施
54

8,
95

5千
円

※
IC
T導

入
支
援
事

業
メ
ニ
ュ
ー
と
の

合
算

15
7件

（
事
業
所

数
）

12
8,
56

1千
円

令
和
６
年
10

月
上
旬
～
10

月
下
旬

静
岡
県

524



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
愛

知
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
11

月
中

に
交

付
申

請
の

受
付

開
始

予
定

。
部

署
高

齢
福

祉
課

募
集

期
間

：
１

ヶ
月

程
度

担
当

者
安

宅

電
話

番
号

05
2-

95
4-

68
61

FA
X番

号
05

2-
95

4-
69

19

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
sh

ite
i@

pr
ef

.a
ich

i.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.a
ich

i.j
p/

so
sh

iki
/k

or
ei

/

←
目

次
に

戻
る

総
額

90
4,

25
7千

円

連
絡

窓
口

1
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
支

援
事

業
愛

知
県

福
祉

局
高

齢
福

祉
課

介
護

事
業

所
に

お
け

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

の
導

入
に

か
か

る
経

費
を

助
成

す
る

。
愛

知
県

内
に

所
在

す
る

介
護

保
険

に
基

づ
く

、
指

定
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

及
び

施
設

の
設

置
者

介
護

事
業

所
が

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

や
IC

T機
器

等
を

導
入

し
た

場
合

に
、

購
入

等
に

係
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

。
【

補
助

率
】

4/
5

【
基

準
額

】
◆

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

支
援

①
移

乗
介

護
、

入
浴

支
援

、
そ

の
他

(床
走

行
式

リ
フ

ト
、

一
括

で
調

理
支

援
を

行
う

機
器

、
加

熱
・

冷
蔵

機
能

等
を

備
え

た
配

膳
車

、
バ

イ
タ

ル
情

報
等

を
基

に
職

員
へ

通
知

を
行

う
シ

ス
テ

ム
、

特
殊

浴
槽

）
・

１
機

器
あ

た
り

、
1,

00
0,

00
0円

②
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
介

護
業

務
支

援
・

１
機

器
当

た
り

、
30

0,
00

0円
◆

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

の
導

入
支

援
・

１
名

以
上

10
 名

以
下

  　
1,

00
0,

00
0円

・
11

 名
以

上
20

 名
以

下
　

1,
60

0,
00

0円
・

21
 名

以
上

30
 名

以
下

　
2,

00
0,

00
0円

・
31

 名
以

上
　

　
　

　
　

  2
,6

00
,0

00
円

◆
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

導
入

支
援

・
１

事
業

所
あ

た
り

　
10

,0
00

,0
00

円

総
額

78
7,

54
4千

円

※
８

月
～

９
月

の
事

前
協

議
時

に
協

議
を

し
た

事
業

所
の

う
ち

、
内

示
の

あ
っ

た
事

業
所

の
み

申
請

可
能

。

愛
知

県

525



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
三

重
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

長
寿

介
護

課

担
当

者
奥

村
　

雄
我

電
話

番
号

05
9-

22
4-

22
35

FA
X番

号
05

9-
22

4-
29

19

E-
m

ai
l

ch
oj

us
@

pr
ef

.m
ie

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.m
ie

.lg
.jp

/C
HO

JU
S/

HP
/in

de
x.h

tm

←
目

次
に

戻
る

採
択

件
数

：
60

件
総

額
：

32
8,

07
2,

00
0円

連
絡

窓
口

1
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
支

援
事

業
三

重
県

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
を

導
入

す
る

際
の

経
費

、
及

び
見

守
り

機
器

を
効

果
的

に
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
通

信
環

境
を

整
備

す
る

た
め

の
経

費
に

つ
い

て
一

部
補

助
。

三
重

県
内

に
所

在
し

介
護

保
険

法
（

平
成

9
年

１
２

月
１

７
日

法
律

第
１

２
３

号
）

第
８

条
（

第
６

項
、

第
１

２
項

及
び

第
１

３
項

を
除

く
。

）
に

掲
げ

る
事

業
を

行
う

事
業

所
及

び
施

設
で

あ
っ

て
、

次
に

掲
げ

る
要

件
を

満
た

す
も

の
・

 少
な

く
と

も
見

守
り

セ
ン

サ
ー

、
イ

ン
カ

ム
・

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
 IC

T 
機

器
、

介
護

記
録

ソ
フ

ト
の

３
点

を
活

用
し

、
従

前
の

介
護

職
員

等
の

人
員

体
制

の
効

率
化

を
行

う
と

と
も

に
、

利
用

者
の

ケ
ア

の
質

の
維

持
・

向
上

や
職

員
の

休
憩

時
間

の
確

保
等

の
負

担
軽

減
に

資
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

を
予

定
し

て
い

る
こ

と
。

（
範

囲
）

・
「

三
重

県
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
支

援
事

業
実

施
要

領
」

第
３

条
に

掲
げ

る
補

助
対

象
範

囲
に

当
て

は
ま

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

及
び

第
５

条
に

掲
げ

る
見

守
り

機
器

の
導

入
に

伴
う

通
信

環
境

整
備

に
か

か
る

経
費

【
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
】

1機
器

当
た

り
の

補
助

対
象

経
費

の
実

支
出

額
に

5分
の

4を
乗

じ
て

得
た

額
と

以
下

に
掲

げ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

ご
と

の
基

準
額

と
を

比
較

し
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

・
移

乗
支

援
、

入
浴

支
援

：
10

0万
円

・
上

記
以

外
：

30
万

円

【
通

信
環

境
整

備
】

補
助

対
象

経
費

の
実

支
出

額
の

合
計

に
5分

の
4を

乗
じ

た
額

と
、

基
準

額
10

00
万

円
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

（
条

件
）

・
「

三
重

県
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
支

援
事

業
実

施
要

領
」

に
掲

げ
る

要
件

を
す

べ
て

満
た

す
も

の
。

・
補

助
を

受
け

た
翌

年
度

か
ら

3年
間

、
業

務
改

善
効

果
等

を
報

告
す

る
こ

と
。

・
ほ

か
の

補
助

金
を

受
け

て
導

入
す

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
及

び
通

信
環

境
整

備
で

は
な

い
こ

と
。

採
択

件
数

：
未

定
総

額
：

未
定

令
和

6年
7月

11
日

～
令

和
6

年
8月

13
日

三
重

県

526



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

滋
賀
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
７
月
26

日
～
９
月

30
日

部
署

医
療
福
祉
推
進
課

担
当
者

青
山

電
話
番
号

07
7-

52
8-

35
97

FA
X番

号
07

7-
52

8-
48

51
E-

m
ai

l
ed

00
@

pr
ef

.sh
ig

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

://
ww

w.
pr

ef
.sh

ig
a.

lg
.j

p/
ip

pa
n/

ke
nk

ou
iry

ou
hu

ku
sh

i/k
ou

re
isy

a/
31

91
88

.h
tm

l ←
目
次
に
戻
る

採
択
件
数
：

69
件

総
額
：

17
6,
17

0,
00

0円

連
絡
窓
口

1
滋
賀
県
介
護
職
員
職
場
環
境

改
善
支
援
事
業

滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
医

療
福
祉
推
進
課

介
護
業
務
の
効
率
化
と
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
要

す
る
経
費
を
補
助
す
る

県
内
で
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
・
許
可
を
受
け
て

い
る
施
設
・
事
業
所

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
効
果
の
あ
る
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

専
門
相
談
会
へ
の
参
加

導
入
成
果
報
告
書
の
提
出
お
よ
び
公
表
　
他

補
助
額
：

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
】
１
機
器
に
つ
き
上
限
30

万
円
（
移
乗
支
援
、
入
浴
支
援
お
よ
び
そ
の

他
に
該
当
す
る
機
器
に
限
り
10

0万
円
）

【
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
】
１
事
業
所
に
つ
き
上
限
1,
00

0万
円

補
助
率
：
対
象
経
費
の
4/
5

予
算
額
：
10

0,
00

0
千
円
（
IC
T導

入
助

成
を
含
む
）

滋
賀
県

527



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

京
都
府

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

地
域
福
祉
推
進
課

担
当
者

角
野

電
話
番
号

07
5-

41
4-

46
75

FA
X番

号
07

5-
41

4-
46

15

E-
m

ai
l

s- ka
do

no
41

@
pr

ef
.ky

ot
o.

lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
yo

to
.jp

/c
hi

iki
/n

ew
s/

r6
ka

og
or

ob
o

ict
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
要
領
に
準
ず
る

連
絡
窓
口

調
整
中

採
択
件
数
：

13
件

総
額
：

52
,3
06

,0
00

円
（
R５

現
年
分
の

み
）

※
別
で
17

件
あ
り

（
繰
越
分
）

令
和
6年

9月
20

日
～

10
月
21

日
1

京
都
府
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

等
定
着
支
援
事
業

京
都
府

介
護
事
業
所
に
対
し
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

導
入
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援

（
１
）
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
又
は
許

可
を
受
け
、
京
都
府
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証
制
度

の
宣
言
法
人
・
事
業
所
、
認
証
法
人
・
事
業

所
、
上
位
認
証
法
人
で
あ
る
こ
と
。

京
都
府

528



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
大

阪
府

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

福
祉

部
高

齢
介

護
室

介
護

事
業

者
課

整
備

調
整

グ
ル

ー
プ

担
当

者
南

・
東

尾

電
話

番
号

06
-6

94
4-

71
04

FA
X番

号
06

-6
94

4-
66

70

E-
m

ai
l

ko
re

ika
ig

o-
ro

bo
t@

gb
ox

.p
re

f.o
sa

ka
.lg

.j
p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.o

sa
ka

.lg
.jp

/o
09

01
00

/k
or

ei
sh

ise
ts

u
/k

ai
go

ro
bo

/k
ai

go
ro

bo
ho

zy
o.

ht
m

l

←
目

次
に

戻
る

W
eb

に
よ

る
事

前
エ

ン
ト

リ
ー

（
法

人
名

、
事

業
所

名
、

ロ
ボ

ッ
ト

種
別

、
見

積
金

額
等

を
入

力
）

【
事

前
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

】
20

24
年

７
月

上
旬

～
下

旬
※

事
前

エ
ン

ト
リ

ー
す

る
に

は
条

件
を

満
た

す
こ

と
が

必
要

。

事
前

エ
ン

ト
リ

ー
⇒

抽
選

に
よ

り
事

業
所

の
優

先
順

位
を

決
定

⇒
予

算
の

範
囲

内
の

事
業

所
に

対
し

、
交

付
申

請
書

類
の

提
出

を
求

め
る

。

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
68

件

総
額

  2
99

,8
60

,0
00

円

1
大

阪
府

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

事
業

大
阪

府
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
、

見
守

り
機

器
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
及

び
そ

の
他

機
器

等
の

費
用

に
つ

い
て

助
成

。

大
阪

府
内

で
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

介
護

事
業

者
（

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
、

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
は

除
く

）

補
助

率
は

3/
4（

上
限

あ
り

）
。

【
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

上
限

額
】

移
乗

支
援

・
入

浴
支

援
機

器
 1

00
万

円
/

台
、

そ
れ

以
外

は
30

万
円

/台
。

※
１

事
業

所
あ

た
り

の
上

限
額

50
0万

円
。

【
見

守
り

機
器

の
導

入
に

伴
う

通
信

環
境

整
備

の
上

限
額

】
　

1,
00

0万
円

/事
業

所
。

【
そ

の
他

機
器

等
の

上
限

額
】

10
0万

円
/事

業
所

。

※
本

補
助

と
Ｉ

Ｃ
Ｔ

導
入

支
援

事
業

補
助

金
を

申
請

す
る

場
合

は
、

併
せ

て
1,

00
0万

円
が

上
限

。

そ
の

他
条

件
や

詳
細

は
要

綱
を

参
照

。

採
択

件
数

：
13

8件
（

予
定

）
総

額
  6

26
,9

26
,0

00
円

大
阪

府

529



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

兵
庫
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

福
祉
部
高
齢
政
策
課

担
当
者

筒
井
　
琢
士

電
話
番
号

07
8-

34
1-

77
11

FA
X番

号
07

8-
36

2-
94

70

E-
m

ai
l

Ta
ku

ji_
Ts

ut
su

i@
pr

ef
.h

yo
g

o.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
eb

.p
re

f.h
yo

go
.l

g.
jp

/k
f0

5/
20

24
_r

ob
o_

ict
_h

oj
o.

ht
m

l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

約
35

件
総
額

16
2,
73

2,
00

0円

1
介
護
現
場
に
お
け
る
労
働
環

境
改
善
支
援
事
業

兵
庫
県

介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
補
助

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
ま
た
は
許
可
を

受
け
た
兵
庫
県
内
の
介
護
保
険
施
設
・
事
業

所

国
の
要
綱
に
準
ず
る
。

採
択
件
数
：

R6
（
予
定
）

約
16

3件
総
額

1,
33

4,
91

6,
00

0円

R5
実
績
（
繰
越

分
）

約
22

7件
総
額

1,
74

8,
69

7,
00

0円

令
和
６
年
８
月
９
日
～
９
月

２
日

兵
庫
県

530



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

奈
良
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

地
域
包
括
支
援
課

担
当
者

國
谷
　
渉
平

電
話
番
号

07
42

-2
7-

80
39

FA
X番

号
07

42
-2

6-
10

15

E-
m

ai
l

ku
ni

ta
ni

-
sh

oh
ei

@
of

fic
e.

pr
ef

.n
ar

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.n
ar

a.
j

p/
34

77
6.

ht
m

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
採
択
件
数
：

総
額
：

(予
定
)8
6,
70

0千
円

採
択
件
数
：
24

件
総
額
：
40

,6
19

千
円

令
和
6年

9月
13

日
(金

)～
10

月
4日

(金
)

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
奈
良
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
の
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
支
援

奈
良
県
内
の
介
護
施
設
又
は
事
業
所
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者

※
同
一
法
人
か
ら
の
応
募
事
業
所
数
に
制
限

は
な
い
が
、
同
一
法
人
か
ら
複
数
の
事
業
所

を
応
募
す
る
場
合
は
、
優
先
順
位
を
付
与
し

て
い
た
だ
く
。

●
補
助
率

補
助
率
は
全
て
対
象
経
費
の
3/
4

●
補
助
上
限
額

➀
機
器
の
導
入
に
要
す
る
経
費

｢移
乗
支
援
｣｢
入
浴
支
援
｣「

そ
の
他
の
危

機
」
は
10

0万
円
。
そ
れ
以
外
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
は
30

万
円
。

➁
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
に

よ
る
導
入
要
す
る
経
費

1事
業
所
あ
た
り
上
限
10

00
万
円

③
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
の
補
助
上
限
額

１
事
業
所
あ
た
り
上
限
10

00
万
円

④
導
入
支
援
と
一
体
的
に
行
う
業
務
改
善
支

援
を
受
け
る
た
め
に
要
す
る
経
費

1事
業
所
あ
た
り
上
限
45

万
円

奈
良
県

531



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
和

歌
山

県
更

新
日

：
令

和
6年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R６

予
定

R５
実

績
事

前
エ

ン
ト

リ
ー

：
８

月
１

日
（

月
）

～
８

月
２

７
日

部
署

長
寿

社
会

課

担
当

者
中

谷

電
話

番
号

07
3-

44
1-

25
19

FA
X番

号
07

3-
44

1-
25

23

E-
m

ai
l

e0
40

30
01

@
pr

ef
.w

ak
ay

am
a

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

ay
a

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

40
30

0/
d0

02
01

77
3.

ht
m

l

部
署

障
害

福
祉

課

担
当

者
中

本

電
話

番
号

07
3-

44
1-

25
37

FA
X番

号
07

3-
43

2-
55

67

E-
m

ai
l

e0
40

40
02

@
pr

ef
.w

ak
ay

am
a

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.w
ak

ay
a

m
a.

lg
.jp

/p
re

fg
/0

40
40

0/
in

d
ex

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

1
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

支
援

事
業

和
歌

山
県

長
寿

社
会

課
介

護
事

業
所

に
お

い
て

介
護

従
事

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
効

果
の

あ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

や
IC

T
の

導
入

に
か

か
る

費
用

に
つ

い
て

助
成

介
護

保
険

法
に

基
づ

く
指

定
又

は
許

可
を

受
け

て
い

る
和

歌
山

県
内

に
所

在
す

る
事

業
所

・
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

ま
た

は
IC

T
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

及
び

IC
Tを

導
入

し
た

事
業

所
は

得
ら

れ
た

効
果

等
を

報
告

す
る

こ
と

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
：

上
限

額
（

1機
器

）
：

移
乗

支
援

・
入

浴
支

援
機

器
1,

00
0千

円
、

そ
れ

以
外

の
機

器
 3

00
千

円
・

IC
T：

 上
限

額
（

1事
業

所
）

：
1,

00
0千

円
～

2,
60

0千
円

・
パ

ッ
ケ

ー
ジ

型
導

入
：

上
限

額
（

1事
業

所
）

：
10

,0
00

千
円

・
3/

4補
助

(事
業

者
1/

4)

採
択

件
数

：
84

件
総

額
：

19
0,

38
6,

00
0円

採
択

件
数

：
76

件
総

額
：

20
8,

32
1,

00
0円

2
和

歌
山

県
障

害
福

祉
分

野
に

お
け

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

支
援

事
業

和
歌

山
県

障
害

福
祉

課
障

害
者

支
援

施
設

等
事

業
者

が
介

護
従

事
者

の
負

担
を

軽
減

す
る

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
導

入
す

る
際

に
必

要
な

備
品

購
入

費
、

リ
ー

ス
・

レ
ン

タ
ル

料
、

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

費
用

を
助

成

県
知

事
が

認
め

た
社

会
福

祉
法

人
、

公
益

社
団

法
人

、
公

益
財

団
法

人
及

び
特

定
非

営
利

活
動

法
人

等
の

団
体

が
運

営
す

る
障

害
者

支
援

施
設

事
業

者
、

障
害

児
入

所
施

設
事

業
者

日
常

生
活

支
援

に
お

け
る

、
①

移
乗

介
護

、
②

移
動

支
援

、
③

排
泄

支
援

、
④

見
守

り
・

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ、
⑤

入
浴

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
効

果
が

あ
る

こ
と

・
障

害
者

支
援

施
設

は
１

施
設

あ
た

り
2,

10
0千

円
が

上
限

・
障

害
児

入
所

施
設

は
１

施
設

あ
た

り
1,

20
0千

円
が

上
限

・
3/

4補
助

（
国

1/
2、

県
1/

4、
事

業
者

1/
4）

非
公

募
（

予
算

編
成

時
の

需
要

調
査

で
当

該
補

助
事

業
の

活
用

希
望

の
あ

っ
た

事
業

者
に

対
し

再
度

意
向

確
認

を
行

い
、

候
補

者
を

選
定

）

採
択

件
数

：
２

件
総

額
：

1,
18

2,
00

0円

採
択

件
数

：
５

件
総

額
：

2,
51

1,
00

0円

和
歌

山
県

532



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

鳥
取
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

未
定

部
署

長
寿
社
会
課

担
当
者

電
話
番
号

08
57

-2
6-

76
89

FA
X番

号
08

57
-2

6-
81

68

E-
m

ai
l

ch
ou

jyu
sh

ak
ai

@
pr

ef
.to

tto
r

i.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.t
ot

to
ri.

lg
.jp

/3
13

19
1.

ht
m

←
目
次
に
戻
る

採
択
件
数
：
50

事
業
所
72

機
器

総
額
：
78

,6
29

千
円

連
絡
窓
口

1
鳥
取
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援
事
業
補
助
金

鳥
取
県

介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
業
務
の

効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
介
護
事
業
所
が
介
護

環
境
の
改
善
の
た
め
に
整
備
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
購
入
費
等
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
。

介
護
事
業
所
（
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
全

サ
ー
ビ
ス
を
対
象
）

対
象
と
す
る
機
器
、
補
助
上
限
額
は
原
則
と

し
て
国
の
要
綱
に
準
じ
る
。

ー

鳥
取
県

533



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

島
根
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

担
当
者

陰
山
・
宇
山

電
話
番
号

08
52

-2
2-
57

18
・
65

20
FA

X番
号

08
52

-2
2-

52
38

E-
m

ai
l

ka
ig

o-
ict

@
pr

ef
.sh

im
an

e.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.s

hi
m

an
e

.lg
.jp

/m
ed

ica
l/f

uk
us

hi
/k

o
ur

ei
/k

ai
go

_h
ok

en
/h

oj
ok

in
/ ←
目
次
に
戻
る

総
額
（
予
定
）
：

19
5,
58

5,
00

0円
（
IC
T、

業
務
改
善

支
援
を
含
む
）

採
択
件
数
：
50

件
総
額
：
38

,4
03

,0
00

円

連
絡
窓
口

1
島
根
県
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

定
着
支
援
事
業

【
補
助
上
限
額
】

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
：
１
機
器
あ
た
り
30

万
円

（
移
乗
支
援
機
器
、
入
浴
支
援
機
器
、
そ
の

他
で
示
す
機
器
は
１
機
器
あ
た
り
10

0万
円
）

見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境
整

備
、
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

に
よ
る
導
入
：
１
事
業
所
あ
た
り
1,
00

0万
円 【
補
助
率
】
4/
5

島
根
県

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
IC
T機

器
等
の
導
入
に
か
か

る
費
用
等
に
つ
い
て
助
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定
又
は
認
可
を

受
け
た
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所
を
運
営
又

は
開
設
す
る
者

令
和
6年

10
月
10

日
～
令
和
6

年
10

月
31

日

島
根
県

534



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
岡

山
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

子
ど

も
・

福
祉

部
長

寿
社

会
課

担
当

者
石

部

電
話

番
号

08
6-

22
6-

73
26

FA
X番

号
08

6-
22

4-
22

15

E-
m

ai
l

ch
oj

u@
pr

ef
.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.o

ka
ya

m
a.

jp
/p

ag
e/

93
44

66
.h

tm
l

部
署

子
ど

も
・

福
祉

部
長

寿
社

会
課

担
当

者
山

﨑

電
話

番
号

08
6-

22
6-

73
24

FA
X番

号
08

6-
22

4-
22

15

E-
m

ai
l

ch
oj

u-
ka

ig
o@

pr
ef

.o
ka

ya
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL
－

部
署

保
健

福
祉

局
高

齢
福

祉
部

事
業

者
指

導
課

担
当

者
弘

保
電

話
番

号
08

6-
21

2-
10

14
FA

X番
号

08
6-

22
1-

30
10

E-
m

ai
l

ji- sh
id

ou
@

cit
y.o

ka
ya

m
a.

lg
.jp

HP
_U

RL
－ ←

目
次

に
戻

る

連
絡

窓
口

1
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
定

着
支

援
事

業
岡

山
県

こ
ど

も
・

福
祉

部
長

寿
社

会
課

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
大

規
模

修
繕

の
際

に
あ

わ
せ

て
行

う
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

・
IC

Tの
導

入
に

必
要

な
経

費
（

令
和

２
年

４
月

１
４

日
老

高
発

04
14

第
１

号
・

老
振

発
04

14
第

１
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

総
務

課
長

・
高

齢
者

支
援

課
長

・
振

興
課

長
通

知
「

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

（
介

護
従

事
者

の
確

保
に

関
す

る
事

業
）

に
お

け
る

「
管

理
者

等
に

対
す

る
雇

用
管

理
改

善
方

策
普

及
・

促
進

事
業

」
の

実
施

に
つ

い
て

」
の

別
紙

１
・

別
紙

２
を

準
用

す
る

。
）

採
択

件
数

：
16

件
総

額
（

予
定

）
：

14
8,

75
6,

00
0円

採
択

件
数

：
12

件
総

額
：

30
7,

56
4,

00
0円

実
施

主
体

で
あ

る
市

町
村

ご
と

に
公

募
介

護
施

設
等

の
大

規
模

修
繕

の
際

に
あ

わ
せ

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

導
入

支
援

事
業

「
令

和
５

年
度

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

生
産

性
向

上
や

協
働

化
等

を
通

じ
た

職
場

環
境

改
善

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
（

令
 和

 ６
 年

 ６
 月

 ４
 日

老
発

０
６

０
４

第
１

号
）

の
別

紙
１

を
準

用
す

る
。

採
択

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

33
,0

00
,0

00
円

（
予

算
額

）

2

令
和

６
年

９
月

１
９

日
～

令
和

６
年

１
０

月
２

５
日

採
択

件
数

：
22

件
総

額
：

19
,1

99
,0

00
円

岡
山

県
こ

ど
も

・
福

祉
部

長
寿

社
会

課
介

護
施

設
等

の
大

規
模

修
繕

の
際

に
あ

わ
せ

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

導
入

に
必

要
な

経
費

を
助

成

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
よ

る
職

場
環

境
の

改
善

を
図

る
た

め
に

行
う

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
・

定
着

に
必

要
な

経
費

を
助

成

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
効

能
を

評
価

す
る

た
め

、
介

護
従

事
者

及
び

利
用

者
（

要
介

護
者

等
）

に
つ

い
て

、
貸

与
期

間
前

、
貸

与
期

間
後

の
状

態
を

記
録

し
、

期
間

終
了

後
評

価
と

意
見

を
取

り
ま

と
め

報
告

書
を

作
成

す
る

こ
と

。

【
参

加
事

業
所

】
29

事
業

所
【

事
業

費
総

額
】

12
,6

21
千

円
（

予
算

額
）

（
R5

よ
り

調
査

研
究

行
わ

な
い

）

【
参

加
事

業
所

】
33

事
業

所
【

事
業

費
総

額
】

9,
13

1千
円

（
R5

よ
り

調
査

研
究

行
わ

な
い

）

【
前

期
】

令
和

6年
5月

10
日

～
令

和
6

年
6月

13
日

【
後

期
】

令
和

6年
9月

12
日

～
令

和
6

年
10

月
15

日

県
内

の
介

護
事

業
所

又
は

介
護

施
設

等

県
内

の
介

護
施

設
等

3
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
推

進
事

業
岡

山
市

保
健

福
祉

局
高

齢
福

祉
部

事
業

者
指

導
課

市
内

介
護

事
業

所
に

無
償

で
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

貸
与

（
3カ

月
間

）
す

る
こ

と
で

、
市

内
事

業
所

へ
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
普

及
や

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

に
よ

る
介

護
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

市
内

の
介

護
事

業
所

岡
山

県

535



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

広
島
県

更
新
日
：

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
７
月
29

日
（
月
）

～
令
和
６
年
８
月
23

日
（
金
）

部
署

①
（
県
）
医
療
介
護
基
盤
課

②
（
補
助
事
業
者
）
一
般
社
団

法
人
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会

広
島
県
ブ
ロ
ッ
ク
　
事
務
局

担
当
者

①
介
護
人
材
グ
ル
ー
プ
　
柴

電
話
番
号

①
08

2-
51

3-
31

42
②
08

2-
87

7-
10

79

FA
X番

号
①
な
し

②
08

2-
87

7-
13

23

① ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.h
iro

sh
im

a.
jp

② jim
uk

yo
ku

@
fu

ku
sh

iyo
gu

-
hi

ro
sh

im
a.

jp
① ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.h
iro

sh
i

m
a.

lg
.jp

/s
os

hi
ki/

54
/k

ai
go

t
ec

hn
ol

og
y2

02
4.

ht
m

l
② ht

tp
s:/

/w
ww

.fu
ku

sh
iyo

gu
-

hi
ro

sh
im

a.
jp

/t
ec

_s
up

po
rt_

20
24

/
←
目
次
に
戻
る

令
和
6年

11
月

連
絡
窓
口

E-
m

ai
l

厚
生
労
働
省
基
準
と
同
様
と
す
る

※
審
査
に
よ
り
補
助
対
象
事
業
所
及
び
補
助

額
を
決
定
す
る
。
（
予
算
額
の
範
囲
内
で
補

助
す
る
。
）

※
法
人
上
限
額
を
設
定
す
る
。
（
上
限

2,
50

0万
円
）

採
択
件
数
：

10
8件

総
額
：

33
2,
30

6,
00

0円

（
IC
T導

入
支
援
分

を
含
む
）

採
択
件
数
：

47
事
業
所

（
34

法
人
）

64
3台

総
額
：

75
,7
27

,0
17

円
※
確
定
額

（
辞
退
４
件
）

HP
_U

RL

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

一
般
社
団
法
人
日
本
福
祉
用

具
供
給
協
会
中
国
支
部
広
島

県
ブ
ロ
ッ
ク

県
内
の
介
護
事
業
所
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
際
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
事
業
所

①
介
護
保
険
法
の
指
定
を
受
け
て
い
る
事
業

所 ②
広
島
県
内
に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所

③
「
魅
力
あ
る
福
祉
・
介
護
の
職
場
宣
言
ひ

ろ
し
ま
」
認
証
制
度
の
認
証
法
人

広
島
県

536



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
山

口
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績

部
署

長
寿

社
会

課

担
当

者
大

野

電
話

番
号

08
3-

93
3-

27
93

FA
X番

号
08

3-
93

3-
28

09

E-
m

ai
l

sh
ise

ts
u-

ch
ou

jyu
@

pr
ef

.ya
m

ag
uc

hi
.l

g.
jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ka
ig

o.
pr

ef
.

ya
m

ag
uc

hi
.lg

.jp
/c

m
s/

33
60

.h
tm

l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
（

１
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

 1
9件

、
（

２
）

通
信

環
境

整
備

 2
件

総
額

：
11

,9
32

,0
00

円

1
山

口
県

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

導
入

支
援

事
業

山
口

県
健

康
福

祉
部

長
寿

社
会

課
介

護
従

事
者

の
身

体
的

負
担

軽
減

や
業

務
効

率
化

な
ど

、
継

続
し

て
就

労
す

る
た

め
の

職
場

環
境

整
備

を
支

援
す

る
た

め
、

介
護

施
設

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
費

用
を

一
部

助
成

介
護

老
人

福
祉

施
設

等
施

設
等

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

及
び

通
所

介
護

等
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

事
業

者

（
１

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
①

移
乗

介
護

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

で
使

用
②

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

効
果

の
あ

る
こ

と ③
県

が
定

め
る

技
術

的
・

市
場

的
要

件
を

満
た

す
こ

と
④

１
機

器
に

つ
き

、
補

助
基

準
額

上
限

３
０

万
円

（
た

だ
し

、
60

万
円

未
満

の
機

器
に

つ
い

て
は

、
そ

の
価

格
に

2分
の

1（
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
場

合
は

3/
4）

を
乗

じ
て

得
た

額
）

⑤
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

に
よ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
使

用
状

況
報

告
書

導
入

年
度

の
翌

年
度

か
ら

３
年

間
報

告
す

る
こ

と
。

（
２

）
見

守
り

機
器

の
導

入
に

伴
う

通
信

環
境

整
備

①
見

守
り

機
器

を
効

果
的

に
活

用
す

る
W

IF
I

環
境

の
整

備
に

必
要

な
整

備
に

必
要

な
経

費
を

対
象

と
す

る
②

１
事

業
所

に
つ

き
、

補
助

基
準

額
上

限
60

万
円

（
た

だ
し

、
12

0万
円

未
満

の
場

合
は

、
そ

の
価

格
に

2分
の

1（
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
場

合
は

3/
4）

を
乗

じ
て

得
た

額
）

採
択

件
数

（
予

定
）

：
（

１
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

 3
5件

、
（

２
）

通
信

環
境

整
備

 1
2件

総
額

（
予

定
）

：
10

,8
24

,0
00

円

令
和

６
年

６
月

24
日

～
令

和
６

年
８

月
30

日

山
口

県

537



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

徳
島
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

未
定

部
署

保
健
福
祉
部
長
寿
い
き
が
い
課

担
当
者

大
久
保

電
話
番
号

08
8-

62
1-

21
59

FA
X番

号
08

8-
62

1-
28

40

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
iki

ga
ika

@
pr

ef
.to

ku
s

hi
m

a.
lg

.jp

HP
_U

RL

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

43
事
業
所

総
額
：

76
,3
97

,0
00

円

1
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
IC
T

導
入
促
進
事
業

徳
島
県

介
護
従
事
者
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
取
組

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
介
護
保
険
施
設
・
事
業

所
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
経
費
を
支
援

徳
島
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

補
助
対
象
経
費

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導
入
(見

守
り
機
器
の
導

入
に
伴
う
通
信
環
境
整
備
等
)

補
助
率

・
3/
4ま

た
は
1/
2

補
助
限
度
額

・
移
乗
支
援
及
び
入
浴
支
援
に
つ
い
て
は
、

１
機
器
に
つ
き
10

0万
円

・
上
記
以
外
に
つ
い
て
は
、
１
機
器
に
つ
き

30
万
円

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導
入
に
つ
い
て
は
、
１
事

業
所
あ
た
り
1,
00

0万
円

予
算
額
：

16
0,
00

0,
00

0円
※
IC
T等

の
導
入
に

係
る
補
助
金
分
を

含
む

徳
島
県

538



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
香

川
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
令

和
６

年
９

月
26

日
～

令
和

６
年

10
月

17
日

部
署

健
康

福
祉

部
長

寿
社

会
対

策
課

担
当

者
牧

野
真

大
・

久
下

恵
子

電
話

番
号

08
7-

83
2-

32
67

FA
X番

号
08

7-
80

6-
02

06

E-
m

ai
l

ch
oj

u@
pr

ef
.ka

ga
wa

.lg
.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
ag

aw
a.

lg
.jp

/c
ho

ju
/c

ho
ju

/ji
gy

os
ya

/k
iki

n_
ho

jyo
.h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

交
付

決
定

件
数

：
５

件
交

付
決

定
額

：
3,

33
4,

00
0円

1
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
定

着
支

援
事

業
香

川
県

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

や
、

業
務

の
効

率
化

な
ど

介
護

従
事

者
が

継
続

し
て

就
労

す
る

た
め

の
環

境
整

備
策

と
し

て
有

効
で

あ
る

と
と

も
に

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
に

係
る

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。

次
の

①
か

ら
③

の
要

件
を

す
べ

て
満

た
す

事
業

所
①

香
川

県
内

に
所

在
し

、
介

護
保

険
法

（
平

成
９

年
法

律
第

12
3号

）
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
業

所
・

施
設

等
で

あ
る

こ
と

。
②

香
川

県
の

県
税

に
滞

納
が

な
い

こ
と

。
③

運
営

指
導

等
で

指
摘

が
あ

っ
た

場
合

は
、

そ
の

改
善

状
況

報
告

書
が

指
定

・
監

督
権

限
者

に
提

出
さ

れ
改

善
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

○
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
導

入
支

援
(ア

) 介
護

ロ
ボ

ッ
ト

次
の

ⅰ
か

ら
ⅲ

の
全

て
の

要
件

を
満

た
す

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
際

の
経

費
を

対
象

と
す

る
。

ⅰ
 目

的
要

件
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
、

①
移

乗
介

護
、

②
移

動
支

援
、

③
排

泄
支

援
、

④
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
⑤

入
浴

支
援

、
⑥

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
効

果
の

あ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

で
あ

る
こ

と
ⅱ

 技
術

的
要

件
次

の
い

ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
す

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

で
あ

る
こ

と
。

・
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
（

①
セ

ン
サ

ー
等

に
よ

り
外

界
や

自
己

の
状

況
を

認
識

し
、

②
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

情
報

を
解

析
し

、
③

そ
の

結
果

に
応

じ
た

動
作

を
行

う
技

術
を

い
う

。
）

を
活

用
し

て
、

従
来

の
機

器
で

は
で

き
な

か
っ

た
優

位
性

を
発

揮
す

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

経
済

産
業

省
が

行
う

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

導
入

促
進

事
業

」
（

平
成

25
年

度
～

平
成

29
年

度
）

、
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
標

準
化

事
業

」
（

平
成

30
年

度
～

令
和

２
年

度
）

、
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

等
推

進
事

業
（

開
発

補
助

）
」

（
令

和
３

年
度

～
）

に
お

い
て

採
択

さ
れ

た
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
（

「
重

点
分

野
６

分
野

13
項

目
の

対
象

機
器

・
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」
に

限
る

。
）

ⅲ
 市

場
的

要
件

販
売

価
格

等
が

公
表

さ
れ

て
お

り
、

一
般

に
購

入
等

が
で

き
る

状
態

に
あ

る
こ

と
。

○
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

導
入

支
援

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
複

数
組

み
合

わ
せ

て
導

入
す

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

に
対

し
て

、
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

の
導

入
に

係
る

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。

11
月

中
旬

以
降

交
付

決
定

予
定

香
川

県

539



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

愛
媛
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
6年

7月
24

日
～
令
和
6

年
8月

28
日

部
署

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
生
き
が
い

推
進
局
長
寿
介
護
課

担
当
者

寺
川

電
話
番
号

08
9-

91
2-

23
38

FA
X番

号
08

9-
93

5-
80

75

E-
m

ai
l

ch
ou

ju
ka

ig
o@

pr
ef

.e
hi

m
e.

l
g.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.e
hi

m
e

.jp
/p

ag
e/

80
58

0.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

1
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支

援
事
業

愛
媛
県

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や

IC
T機

器
等
の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
や

定
着
に
向
け
た
経
費
の
助
成

愛
媛
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

原
則
、
国
の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
定
着
支
援

事
業
実
施
要
綱
に
準
じ
た
内
容

予
算
額

【
左
記
の
う
ち
、

介
護
ﾛﾎ
ﾞｯ
ﾄ分

】
21

4,
00

0千
円

【
介
護
ﾛﾎ
ﾞｯ
ﾄ導

入
支
援
事
業
分
】

予
算
額

79
,6
68

千
円

採
択
台
数
：

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

42
6台

通
信
環
境
整
備

14
箇
所

総
額
：

77
,5
09

千
円

連
絡
窓
口

愛
媛
県

540



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
高

知
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
令

和
６

年
６

月
７

日
～

令
和

６
年

７
月

８
日

部
署

長
寿

社
会

課

担
当

者
畑

中

電
話

番
号

08
8-

82
3-

96
31

FA
X番

号
08

8-
82

3-
92

59

E-
m

ai
l

06
02

01
@

ke
n.

pr
ef

.ko
ch

i.lg
.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
oc

hi
.lg

.
jp

/s
os

hi
ki/

06
02

01
/

令
和

６
年

10
月

４
日

～
令

和
６

年
10

月
24

日
部

署
長

寿
社

会
課

担
当

者
徳

弘

電
話

番
号

08
8-

82
3-

96
32

FA
X番

号
08

8-
82

3-
92

59

E-
m

ai
l

06
02

01
@

ke
n.

pr
ef

.ko
ch

i.lg
.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
oc

hi
.lg

.
jp

/s
os

hi
ki/

06
02

01
/

←
目

次
に

戻
る

1
高

知
県

介
護

福
祉

機
器

等
導

入
支

援
事

業
高

知
県

職
員

の
負

担
軽

減
や

業
務

効
率

化
を

目
的

と
し

て
介

護
福

祉
機

器
及

び
福

祉
用

具
を

導
入

す
る

場
合

の
経

費
に

つ
い

て
支

援

県
内

法
人

（
独

立
行

政
法

人
、

地
方

公
共

団
体

、
一

部
事

務
組

合
及

び
広

域
連

合
を

除
く

。
）

の
う

ち
、

以
下

に
該

当
す

る
者

 
 １

　
高

齢
者

関
係

 
介

護
保

険
法

に
よ

る
指

定
又

は
許

可
を

受
け

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

法
人

（
居

宅
療

養
管

理
指

導
、

福
祉

用
具

貸
与

、
特

定
福

祉
用

具
販

売
及

び
居

宅
介

護
支

援
を

除
く

。
）

 
 ２

　
障

害
児

・
者

関
係

 
（

１
）

障
害

者
支

援
施

設
 

（
２

）
障

害
児

入
所

施
設

 
（

３
）

居
宅

介
護

・
重

度
訪

問
介

護
事

 
業

者
 

（
４

）
主

た
る

対
象

が
身

体
障

害
者

で
 

あ
る

共
同

生
活

援
助

事
業

者
 

（
５

）
主

た
る

対
象

が
身

体
障

害
者

で
 

あ
る

短
期

入
所

事
業

所
 

（
６

）
主

た
る

対
象

が
身

体
障

害
者

で
 

あ
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

う
ち

療
養

介
護

、
生

活
介

護
、

自
立

訓
練

を
行

っ
て

い
る

事
業

者

１
　

高
さ

調
節

機
能

付
き

電
動

ベ
ッ

ド
 

２
　

跳
ね

上
げ

式
、

テ
ィ

ル
ト

式
及

び
リ

ク
ラ

 イ
ニ

ン
グ

式
等

の
移

乗
が

容
易

な
車

椅
子

 
（

シ
ャ

ワ
ー

用
を

含
む

。
）

 
３

　
移

動
・

昇
降

用
リ

フ
ト

 
※

自
動

車
用

車
い

す
リ

フ
ト

を
除

く
。

 
※

同
時

に
購

入
ま

た
は

リ
ー

ス
す

る
吊

り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト

）
等

、
職

員
の

身
体

的
負

担
軽

減
に

資
す

る
機

能
を

発
揮

す
る

た
め

に
必

要
不

可
欠

な
付

属
品

を
含

む
。

 
４

　
昇

降
式

の
浴

室
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

 
５

　
福

祉
用

具
 

（
ア

）
移

乗
用

ボ
ー

ド
　

　
 

（
イ

）
移

乗
用

シ
ー

ト
・

シ
ー

ツ
 

（
ウ

）
移

乗
用

グ
ロ

ー
ブ

 
（

エ
）

自
立

型
て

す
り

及
び

低
作

業
用

チ
ェ

ア
等

、
作

業
姿

勢
を

補
助

す
る

用
具

 
補

助
率

：
1／

2 
 

採
択

件
数

：
未

定
総

額
(予

定
)：

31
,4

18
千

円
(予

算
額

）

採
択

件
数

：
35

件
(6

6事
業

所
)

総
額

：
25

,6
45

千
円

連
絡

窓
口

2
高

知
県

介
護

事
業

所
デ

ジ
タ

ル
化

支
援

補
助

金
高

知
県

職
員

の
負

担
軽

減
や

業
務

効
率

化
を

目
的

と
し

て
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
お

よ
び

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
等

を
導

入
す

る
場

合
の

経
費

に
つ

い
て

の
支

援

県
内

法
人

（
独

立
行

政
法

人
を

除
く

）
の

う
ち

、
介

護
保

険
法

に
よ

る
指

定
ま

た
は

許
可

を
受

け
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
法

人
（

居
宅

療
養

管
理

指
導

、
福

祉
用

具
貸

与
及

び
特

定
福

祉
用

具
販

売
を

除
く

）

〈
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
〉

１
　

日
常

生
活

支
援

に
お

け
る

①
移

乗
支

援
（

非
装

着
型

）
②

移
動

支
援

③
排

泄
支

援
④

見
守

り
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
⑤

入
浴

支
援

⑥
介

護
業

務
支

援
の

い
ず

れ
か

の
場

面
に

お
い

て
使

用
さ

れ
、

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
２

 　
１

に
よ

ら
ず

、
介

護
事

業
所

の
身

体
的

負
担

の
軽

減
や

、
間

接
業

務
時

間
の

削
減

等
に

つ
な

が
る

業
務

の
効

率
化

な
ど

、
介

護
従

事
者

が
継

続
し

て
就

労
す

る
た

め
の

環
境

整
備

と
し

て
有

効
で

あ
り

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
機

器

補
助

率
：

３
／

４

採
択

件
数

：
未

定
総

額
(予

定
)：

22
3,

16
2千

円
(予

算
額

)

※
予

算
額

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

導
入

支
援

を
含

ん
だ

額

採
択

件
数

：
17

件
(2

1事
業

所
)

総
額

：
75

,1
41

千
円 ※

Ｉ
Ｃ

Ｔ
導

入
支

援
を

除
い

た
件

数
・

実
績

高
知

県

541



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
福

岡
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
20

24
年

8月
初

旬
～

９
月

末

部
署

保
健

医
療

介
護

部
高

齢
者

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課
介

護
人

材
確

保
対

策
室

担
当

者
樋

口

電
話

番
号

09
2-

64
3-

33
27

採
択

件
数

：
22

5
総

額
（

予
定

）
：

50
9,

49
5,

00
0円

連
絡

窓
口

1
福

岡
県

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

事
業

福
岡

県
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

経
費

及
び

見
守

り
機

器
を

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

通
信

環
境

整
備

に
係

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

福
岡

県
内

に
所

在
す

る
介

護
保

険
法

上
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
事

業
所

１
　

補
助

対
象

経
費

（
１

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

事
業

次
の

①
～

③
の

全
て

の
要

件
を

満
た

す
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

際
の

経
費

①
目

的
要

件
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
、

移
乗

介
護

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
に

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
②

技
術

的
要

件
経

済
産

業
省

が
行

う
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
」

（
平

成
25

年
度

～
平

成
29

年
度

）
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

標
準

化
事

業
」

（
平

成
30

年
度

～
令

和
２

年
度

）
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
等

推
進

事
業

（
開

発
補

助
）

」
（

令
和

３
年

度
～

）
に

お
い

て
採

択
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

（
「

重
点

分
野

６
分

野
13

 項
目

の
対

象
機

器
・

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

に
限

る
。

）
、

又
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
を

活
用

し
て

、
従

来
の

機
器

で
は

で
き

な
か

っ
た

優
位

性
を

介
護

分
野

で
発

揮
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
③

市
場

的
要

件
販

売
価

格
が

公
表

さ
れ

て
お

り
、

一
般

に
購

入
で

き
る

状
態

に
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
（

２
）

通
信

環
境

を
整

備
す

る
た

め
の

事
業

次
の

①
～

③
の

い
ず

れ
か

を
対

象
と

し
、

既
に

見
守

り
機

器
を

導
入

し
て

い
る

場
合

も
対

象
と

す
る

。
①

W
i-F

i環
境

を
整

備
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
②

職
員

間
の

情
報

共
有

や
職

員
の

移
動

負
担

を
軽

減
す

る
な

ど
効

果
・

効
率

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
イ

ン
カ

ム
を

導
入

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

③
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

用
い

て
得

ら
れ

る
情

報
を

介
護

記
録

に
シ

ス
テ

ム
連

動
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

経
費

２
　

補
助

金
の

交
付

額
（

１
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
事

業
①

機
器

１
台

に
つ

き
、

補
助

対
象

経
費

の
実

支
出

額
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

基
準

額
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

〇
基

準
額

・
移

乗
支

援
又

は
入

浴
支

援
…

１
０

０
万

円
・

上
記

以
外

…
３

０
万

円
②

１
回

あ
た

り
の

限
度

台
数

は
、

利
用

定
員

数
の

２
割

の
数

（
１

台
未

満
は

切
り

上
げ

と
す

る
。

）
と

す
る

。
（

２
）

通
信

環
境

を
整

備
す

る
事

業
１

事
業

所
に

つ
き

、
補

助
対

象
経

費
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

１
５

０
万

円
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

３
　

条
件

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

等
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

。

採
択

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

57
2,

74
3,

00
0円

福
岡

県

542



No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
連

絡
窓

口

FA
X番

号
09

2-
64

3-
32

53

E-
m

ai
l

k- ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.fu
ku

ok
a.

l
g.

jp

HP
_U

RL

部
署

福
祉

局
高

齢
社

会
部

高
齢

社
会

政
策

課
　

福
祉

人
材

係

担
当

者
川

端

電
話

番
号

09
2-

71
1-

45
95

FA
X番

号
09

2-
73

3-
55

87

E-
m

ai
l

fu
ku

jin
@

cit
y.f

uk
uo

ka
.lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.ci

ty
.fu

ku
ok

a.
lg

.jp
/f

uk
us

hi
/s

ha
ka

isa
nk

a
/h

ea
lth

/0
0/

fu
ku

sh
iji

nz
ai

.h
tm

l

2
令

和
５

年
度

 「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
講

座
」

業
務

及
び

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

IC
Tト

ラ
イ

ア
ル

導
入

支
援

事
業

」
業

務
委

託

福
岡

市
福

祉
局

高
齢

社
会

政
策

課

A「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
講

座
」

:介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
に

対
す

る
認

識
を

深
め

、
具

体
的

な
活

用
方

法
を

学
ぶ

こ
と

で
、

現
場

の
職

員
の

負
担

を
軽

減
す

る
と

と
も

に
、

介
護

の
質

を
高

め
、

職
員

の
定

着
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

指
す

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
講

座
」

を
実

施
B 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

・
IC

Tト
ラ

イ
ア

ル
導

入
支

援
事

業
：

介
護

人
材

の
確

保
及

び
定

着
を

図
る

た
め

、
各

事
業

所
が

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

・
IC

Tを
気

軽
に

ト
ラ

イ
ア

ル
（

試
用

）
で

き
る

環
境

を
整

備
し

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

IC
T機

器
の

導
入

促
進

に
つ

な
げ

る

A:
福

岡
市

指
定

介
護

サ
―

ビ
ス

事
業

所
の

経
営

者
層

及
び

現
場

リ
ー

ダ
ー

層
B:

福
岡

市
指

定
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

採
択

件
数

：
22

5
総

額
（

予
定

）
：

50
9,

49
5,

00
0円

A:
無

償
で

講
座

を
実

施
B:

無
償

で
試

用
貸

出
を

実
施

令
和

６
年

７
月

頃
～

令
和

６
年

８
月

頃
予

算
額

8,
21

0,
00

0円
＜

内
訳

＞
A：

2,
00

0,
00

0円
B：

6,
21

0,
00

0円

8,
19

6,
35

9円

1
福

岡
県

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

支
援

事
業

福
岡

県
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

経
費

及
び

見
守

り
機

器
を

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

通
信

環
境

整
備

に
係

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

福
岡

県
内

に
所

在
す

る
介

護
保

険
法

上
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
事

業
所

１
　

補
助

対
象

経
費

（
１

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

事
業

次
の

①
～

③
の

全
て

の
要

件
を

満
た

す
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

購
入

す
る

際
の

経
費

①
目

的
要

件
日

常
生

活
支

援
に

お
け

る
、

移
乗

介
護

、
移

動
支

援
、

排
泄

支
援

、
見

守
り

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
入

浴
支

援
、

介
護

業
務

支
援

の
い

ず
れ

か
の

場
面

に
お

い
て

使
用

さ
れ

、
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
に

効
果

の
あ

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
②

技
術

的
要

件
経

済
産

業
省

が
行

う
「

ロ
ボ

ッ
ト

介
護

機
器

開
発

・
導

入
促

進
事

業
」

（
平

成
25

年
度

～
平

成
29

年
度

）
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
・

標
準

化
事

業
」

（
平

成
30

年
度

～
令

和
２

年
度

）
、

「
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
開

発
等

推
進

事
業

（
開

発
補

助
）

」
（

令
和

３
年

度
～

）
に

お
い

て
採

択
さ

れ
た

ロ
ボ

ッ
ト

（
「

重
点

分
野

６
分

野
13

 項
目

の
対

象
機

器
・

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

に
限

る
。

）
、

又
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
を

活
用

し
て

、
従

来
の

機
器

で
は

で
き

な
か

っ
た

優
位

性
を

介
護

分
野

で
発

揮
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
③

市
場

的
要

件
販

売
価

格
が

公
表

さ
れ

て
お

り
、

一
般

に
購

入
で

き
る

状
態

に
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
（

２
）

通
信

環
境

を
整

備
す

る
た

め
の

事
業

次
の

①
～

③
の

い
ず

れ
か

を
対

象
と

し
、

既
に

見
守

り
機

器
を

導
入

し
て

い
る

場
合

も
対

象
と

す
る

。
①

W
i-F

i環
境

を
整

備
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
②

職
員

間
の

情
報

共
有

や
職

員
の

移
動

負
担

を
軽

減
す

る
な

ど
効

果
・

効
率

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

の
イ

ン
カ

ム
を

導
入

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

③
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
機

器
を

用
い

て
得

ら
れ

る
情

報
を

介
護

記
録

に
シ

ス
テ

ム
連

動
さ

せ
る

た
め

に
必

要
な

経
費

２
　

補
助

金
の

交
付

額
（

１
）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
事

業
①

機
器

１
台

に
つ

き
、

補
助

対
象

経
費

の
実

支
出

額
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

基
準

額
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

〇
基

準
額

・
移

乗
支

援
又

は
入

浴
支

援
…

１
０

０
万

円
・

上
記

以
外

…
３

０
万

円
②

１
回

あ
た

り
の

限
度

台
数

は
、

利
用

定
員

数
の

２
割

の
数

（
１

台
未

満
は

切
り

上
げ

と
す

る
。

）
と

す
る

。
（

２
）

通
信

環
境

を
整

備
す

る
事

業
１

事
業

所
に

つ
き

、
補

助
対

象
経

費
に

４
分

の
３

を
乗

じ
た

額
（

千
円

未
満

切
捨

て
と

す
る

。
）

と
、

１
５

０
万

円
と

を
比

較
し

て
、

少
な

い
方

の
額

を
補

助
額

と
す

る
。

３
　

条
件

介
護

従
事

者
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

等
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

。

採
択

件
数

：
未

定
総

額
（

予
定

）
：

57
2,

74
3,

00
0円

福
岡

県

543



No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

連
絡
窓
口

随
時
募
集

部
署

保
健
福
祉
局
　
先
進
的
介
護
シ

ス
テ
ム
推
進
室

担
当
者

塚
原
、
和
田

電
話
番
号

09
3-

58
2-

27
12

FA
X番

号
09

3-
58

2-
20

95

E-
m

ai
l

ho
-

se
ns

hi
n@

cit
y.k

ita
ky

us
hu

.l
g.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ki
ta

ky
us

hu
.lg

.jp
/h

o-
hu

ku
/h

o-
se

ns
hi

n.
ht

m
l

毎
年
春
頃

部
署

保
健
福
祉
局
　
先
進
的
介
護
シ

ス
テ
ム
推
進
室

担
当
者

塚
原
、
和
田

電
話
番
号

09
3-

58
2-

27
12

FA
X番

号
09

3-
58

2-
20

95

E-
m

ai
l

ho
-

se
ns

hi
n@

cit
y.k

ita
ky

us
hu

.l
g.

jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty

.ki
ta

ky
us

hu
.lg

.jp
/h

o-
hu

ku
/h

o-
se

ns
hi

n.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

公
募
後
、
審
査

採
択
件
数
５
件

7,
75

0,
00

0円
（
予

算
額
）

採
択
件
数
５
件

3
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
育

成
講
習

北
九
州
市

保
健
福
祉
局

先
進
的
介
護
シ
ス
テ
ム
推
進

室

4
先
進
的
介
護
「
北
九
州
モ
デ

ル
」
導
入
支
援

北
九
州
市

保
健
福
祉
局

先
進
的
介
護
シ
ス
テ
ム
推
進

室

　
介
護
現
場
の
業
務
改
善
の
手
法
で
あ
る
「
北

九
州
モ
デ
ル
」
の
導
入
支
援
を
行
う
。

　
具
体
的
に
は
、
業
務
量
調
査
、
課
題
の
抽

出
、
効
果
的
な
機
器
等
の
選
定
、
業
務
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
「
北

九
州
市
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援
・
普
及
促

進
セ
ン
タ
ー
」
の
専
門
の
相
談
員
が
、
伴
走
型

の
支
援
を
行
う
。

北
九
州
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老

人
保
健
施
設

　
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
を
推
進
す
る
専

門
人
材
」
の
育
成
を
目
的
に
、
①
入
門
編
②
実

践
編
③
管
理
編
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
た
講

習
会
を
実
施
。

①
入
門
編

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
意
義
や
基
本
的

な
知
識
の
習
得

②
実
践
編

　
適
切
な
機
器
選
定
や
効
果
的
な
活
用
に
関
す

る
知
識
の
習
得
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
講

師
に
よ
る
実
機
体
験

③
管
理
編

　
職
場
全
体
の
作
業
効
率
を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
先
行
事
例
を
交
え
な
が
ら
実
施

北
九
州
市
指
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
介

護
従
事
者
及
び
経
営
者

講
習
料
無
料
。

W
eb

等
に
よ
る
事
前
申
込
制
。

①
入
門
編

Yo
uT

ub
e配

信
(2

4/
6/

3~
24

/1
1/

13
)

②
実
践
編

(2
4/
6/
12

、
24

/7
/1
0、

24
/9
/1
7、

24
/1

0/
15

)

③
管
理
編

zo
om

(2
4/

11
/1

3)

1,
59

1,
00

0円
（
予

算
額
）

延
べ
39

5名
参
加

福
岡
県

544



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

佐
賀
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

佐
賀
県
　
健
康
福
祉
部
　
長
寿

社
会
課

担
当
者

重
松

電
話
番
号

09
52

-2
5-

72
66

FA
X番

号
09

52
-2

5-
72

65

E-
m

ai
l

ka
ig

oh
ok

en
@

pr
ef

.sa
ga

.lg
.j

p

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.s
ag

a.
l

g.
jp

/k
iji

00
36

86
18

/in
de

x.
ht

m
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

34
件

総
額
：

36
,8
86

,0
00

円

令
和
6年

6月
24

日
～
令
和
6

年
7月

31
日

1
佐
賀
県
介
護
現
場
に
お
け
る

先
進
機
器
導
入
支
援
事
業
費

補
助
金

佐
賀
県

日
常
生
活
支
援
に
お
け
る
移
乗
支
援
、
排
泄
支

援
、
見
守
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴

支
援
、
介
護
業
務
支
援
で
利
用
す
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
及
び
IC
T機

器
等
の
先
進
機
器
を
介
護

事
業
所
が
導
入
す
る
際
の
経
費
に
対
し
補
助
を

行
う
。

佐
賀
県
内
で
介
護
保
険
法
上
の
指
定
又
は
許

可
を
受
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
先
進

機
器
を
導
入
す
る
者

・
国
の
要
綱
に
沿
っ
た
範
囲
及
び
条
件
で
実

施
。

・
補
助
上
限
台
数
は
利
用
定
員
の
２
割

（
1/
5）

採
択
件
数
：

75
件

総
額
：

11
6,
57

2,
00

0円

佐
賀
県

545



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

長
崎
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
６
年
７
月
２
４
日
～
令

和
６
年
９
月
４
日

部
署

長
寿
社
会
課
・
介
護
人
材
確
保

推
進
班

担
当
者

前
田

電
話
番
号

09
5-

89
5-

24
40

FA
X番

号
09

5-
89

5-
25

76

E-
m

ai
l

ka
ig

oj
in

za
i@

pr
ef

.n
ag

as
ak

i.
lg

.jp

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.n

ag
as

ak
i.j

p/
ob

je
ct

/s
hi

ka
ku

-
sh

ike
n-

bo
sy

u/
bo

sh
u/

67
57

19
.h

tm
l

←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

1
介
護
現
場
デ
ジ
タ
ル
改
革
推

進
事
業

長
崎
県
福
祉
保
健
部
長
寿
社

会
課

①
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
普
及
促
進
事
業
補
助

金
：
介
護
事
業
所
に
お
け
る
業
務
効
率
化
、
職

員
の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
効
果
的
な
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
IC
Tの

導
入
、
活
用
を
図
る
研
修
を

支
援

②
介
護
DX

化
推
進
事
業
補
助
金
：
業
務
全
般

で
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
化
に
よ
る
介
護
生
産
性
向

上
・
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
経
費
を
補
助

③
事
業
者
グ
ル
ー
プ
職
場
環
境
改
善
協
働
実
施

推
進
事
業
補
助
金
：
人
材
募
集
や
一
括
採
用
等

の
実
施
及
び
IC
T等

の
機
器
導
入
経
費
を
補
助

①
②
長
崎
県
内
に
所
在
す
る
介
護
保
険
法
に

基
づ
く
指
定
又
は
許
可
を
受
け
た
介
護
事
業

所
・
介
護
施
設
等

③
小
規
模
法
人
を
１
以
上
含
む
、
複
数
の
法

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
事
業
所

①
②
厚
生
労
働
省
の
要
綱
（
別
紙
１
）
に
準

じ
る
。

③
厚
生
労
働
省
の
要
綱
（
別
紙
３
）
に
準
じ

る
。

採
択
件
数
：

①
11

6件
（
事
業
所

数
）

②
2件

（
事
業
所

数
）

③
3件

（
グ
ル
ー
プ

数
）

総
額
：

①
26

6,
03

3,
00

0円
②
20

,0
00

,0
00

円
③
9,
19

9,
00

0円

採
択
件
数
：

10
4件

（
事
業
所

数
）

総
額
：

10
4,
45

5,
00

0円

長
崎
県

546



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

熊
本
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
6年

9月
10

日
か
ら
同
年

10
月
4日

部
署

高
齢
者
支
援
課

担
当
者

森

電
話
番
号

09
6-

33
3-

22
15

FA
X番

号

E-
m

ai
l

ko
ur

ei
sh

ie
n@

pr
ef

.ku
m

am
ot

o.
lg

.jp

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.k
um

a
m

ot
o.

jp
/s

os
hi

ki/
32

/2
12

92
9.

ht
m

l
←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

88
件

総
額
：

82
,0
80

,0
00

円

1
熊
本
県
介
護
職
員
勤
務
環
境

改
善
支
援
事
業
費
補
助
金

熊
本
県

次
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
を
補

助
。
た
だ
し
、
保
険
料
、
通
信
費
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
及
び
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除

く
。

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
支
援
事
業

（
ア
）
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

（
イ
）
そ
の
他
に
該
当
す
る
機
器

・
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導
入

支
援
事
業

（
ア
）
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

に
よ
る
導
入

（
イ
）
見
守
り
機
器
の
導
入
に
伴
う
通
信
環
境

整
備

・
導
入
支
援
と
一
体
的
に
行
う
業
務
改
善
支
援

事
業

（
ア
）
第
三
者
に
よ
る
業
務
改
善
支
援

（
イ
）
介
護
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
取

組
に
関
す
る
研
修
・
相
談
等

介
護
保
険
法
に
よ
る
指
定
又
は
許
可
を
受

け
、
熊
本
県
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
介
護
事
業
所
・
介
護
施
設
等

・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
支
援
事
業

　
１
機
器
に
つ
き
3/
4

（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
う
ち
「
移
乗
支
援
（
装

着
型
・
非
装
着
型
）
」
、
「
入
浴
支
援
」
又

は
そ
の
他
に
該
当
す
る
機
器
は
１
機
器
に
つ

き
10

0万
円
、
左
記
以
外
は
１
機
器
に
つ
き

30
万
円
が
上
限
）

・
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導

入
支
援
事
業

　
１
事
業
所
に
つ
き
3/
4

（
１
事
業
所
に
つ
き
上
限
10

00
万
円
）

・
導
入
支
援
と
一
体
的
に
行
う
業
務
改
善
支

援
事
業

　
１
事
業
所
に
つ
き
3/
4

（
１
事
業
所
に
つ
き
上
限
45

万
円
）

採
択
件
数
(予

定
)

：
未
定

総
額
(予

定
)：

34
4,
28

6,
00

0円
※
IC
T分

含
む
。

熊
本
県

547



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
大

分
県

更
新

日
：

令
和

6年
11

月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
R6

年
8月

～
9月

（
一

部
対

象
経

費
は

申
請

期
限

延
長

）
部

署
高

齢
者

福
祉

課
人

材
確

保
・

DX
推

進
班

担
当

者
鈴

木
 図

南
電

話
番

号
09

7-
50

6-
26

84
FA

X番
号

09
7-

50
6-

17
37

E-
m

ai
l

do
ny

u-
ho

jo
@

pr
ef

.o
ita

.jp
HP

_U
RL

←
目

次
に

戻
る

連
絡

窓
口

採
択

件
数

：
95

件
総

額
：

18
3,

14
8千

円 ※
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

IC
T合

計

1
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
支

援
事

業
大

分
県

福
祉

保
健

部
高

齢
者

福
祉

課
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

が
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

す
る

経
費

の
一

部
を

助
成

大
分

県
内

に
お

い
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
行

う
事

業
者

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

定
着

支
援

事
業

実
施

要
綱

に
基

づ
き

設
定

採
択

件
数

：
未

定
総

額
：

未
定

大
分

県

548



介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

宮
崎
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

部
署

長
寿
介
護
課

担
当
者

池
田

電
話
番
号

09
85

-2
6-

70
58

FA
X番

号
09

85
-2

6-
73

44

E-
m

ai
l

sh
ise

ts
u@

pr
ef

.m
iya

za
ki.

lg
.

jp

HP
_U

RL
－ ←
目
次
に
戻
る

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

66
件

総
額
：

12
5,
14

5,
00

0円

８
月
～
９
月

1
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事
業

宮
崎
県
長
寿
介
護
課

介
護
保
険
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
や
通
信
環
境
の
整
備
に
係
る
経

費
に
つ
い
て
補
助
。

宮
崎
県
内
の
介
護
保
険
施
設
・
事
業
所

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

購
入
費
用
又
は
通
信
環
境
整
備
係
る
費
用
の

4/
5を

補
助

【
上
限
額
】

・
移
乗
・
入
浴
支
援
、
そ
の
他
機
器

　
10

0万
円
／
台

・
上
記
以
外

　
30

万
円
／
台

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
導
入
支
援
（
通
信
環
境
整

備
を
含
む
。
）

　
1,
00

0万
円
／
事
業
所

採
択
件
数
（
予

定
）
：

10
0件

総
額
（
予
定
）
：

18
3,
20

0,
00

0円

宮
崎
県

549



介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

導
入

に
係

る
助

成
制

度
鹿

児
島

県
更

新
日

：
令

和
6年

11
月

No
.

事
業

の
名

称
実

施
団

体
事

業
内

容
対

象
者

範
囲

ま
た

は
条

件
公

募
期

間
R6

予
定

R5
実

績
～

11
月

８
日

部
署

介
護

保
険

室

担
当

者
澄

川

電
話

番
号

09
9-

28
6-

26
87

FA
X番

号
09

9-
28

6-
55

54

E-
m

ai
l

k- jig
yo

@
pr

ef
.ka

go
sh

im
a.

lg
.j

p

HP
_U

RL

ht
tp

s:/
/w

ww
.p

re
f.k

ag
os

hi
m

a.
jp

/a
e0

5/
ke

nk
o-

fu
ku

sh
i/k

or
ei

sy
a/

jig
yo

sh
a

/r
5r

ob
ot

to
.h

tm
l

←
目

次
に

戻
る

介
護

従
事

者
の

身
体

的
負

担
軽

減
や

業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
，

介
護

事
業

所
が

行
う

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

及
び

通
信

環
境

整
備

に
係

る
経

費
の

補
助

採
択

件
数

：
42

件
総

額
：

62
,4

04
,0

00
円

連
絡

窓
口

1
鹿

児
島

県
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
支

援
事

業
鹿

児
島

県
介

護
事

業
所

１
台

当
た

り
補

助
対

象
経

費
の

３
／

４

・
 移

乗
介

護
（

装
着

型
・

非
装

着
型

）
，

入
浴

支
援

に
つ

い
て

は
10

0万
円

を
上

限
・

 そ
の

他
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
30

万
円

を
上

限
・

 見
守

り
セ

ン
サ

ー
の

導
入

に
伴

う
通

信
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

15
0万

円
を

上
限

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
以

外
で

県
が

認
め

る
機

器
等

に
つ

い
て

は
10

0万
円

を
上

限

総
額

93
,0

95
千

円

鹿
児

島
県
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介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
導
入
に
係
る
助
成
制
度

沖
縄
県

更
新
日
：

令
和
6年

11
月

No
.

事
業
の
名
称

実
施
団
体

事
業
内
容

対
象
者

範
囲
ま
た
は
条
件

公
募
期
間

R6
予
定

R5
実
績

令
和
6年

9月
13

日
～
令
和
6

年
10

月
11

日
部
署

高
齢
者
介
護
課

担
当
者

比
嘉

電
話
番
号

09
8-

86
6-

22
14

FA
X番

号
09

8-
86

2-
63

25

E-
m

ai
l

HP
_U

RL
ht

tp
s:/

/w
ww

.p
re

f.o
kin

aw
a

.lg
.jp

/k
yo

iku
/k

ai
go

fu
ku

sh
i

/1
00

67
08

/1
02

68
25

.h
tm

l

←
目
次
に
戻
る

「
地
域
医
療
総
合
確
保
基
金
（
介
護
従
事
者

の
確
保
に
関
す
る
事
業
）
に
お
け
る
「
管
理

者
等
に
対
す
る
雇
用
管
理
改
善
方
策
普
及
・

促
進
事
業
」
の
実
施
に
つ
い
て
」
別
紙
１
に

あ
る
ロ
ボ
ッ
ト

総
費
用
の
１
／
２
を
補
助
（
従
前
の
介
護
職

員
等
の
人
員
体
制
の
効
率
化
を
予
定
す
る

等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
３
／

４
）

※
補
助
上
限
額
：
移
乗
支
援
10

0万
、
そ
の

他
30

万

採
択
件
数
：
未
定

総
額
：
20

,0
00

,0
00

円

連
絡
窓
口

採
択
件
数
：

５
法
人
(８

施
設
)

総
額
：

15
,0
00

,0
00

円

1
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
沖
縄
県

事
業
所
等
が
、
介
護
従
事
者
の
身
体
的
負
担
の

軽
減
や
業
務
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
場
合
に
、
経
費
の
一
部

を
助
成

沖
縄
県
内
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
事
業
者
（
一
部
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
あ

り
）

沖
縄
県
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N
o

介
護

保
険

の
種

目
（
１
種

）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

（
複

数
可

）
利
用
シ
ー
ン

（
複

数
可

）

主
な
利
用
場

所
（
複

数
可

）

登
場

人
物

（
本

人
/
介

護
者

/
他

）
タ
イ
ト
ル

場
面

の
説

明
（
5
0
～
8
0
文
字
）

解
説

（
1
5
0
～
2
0
0
文
字
）

参
考

要
因

イ
ラ
ス
ト

0
0
1

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器

見
守

り
・
コ

ミ
ュ
（
施

設
）

起
居
・
就
寝

寝
室

本
人
/
介
護
者

2
1
5
1
9
0

徘
徊

老
人

監
視

シ
ス
テ
ム

ナ
ー
ス
コ
ー
ル

と
の

接
続

を
忘

れ
、
徘

徊
に

気
づ

く
の

が
遅

れ
る

離
床

感
知

マ
ッ
ト
と

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

の
接

続
が

O
F
F
に

な
っ
て

お
り

、
利

用
者

が
徘

徊
し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
く
の

が
遅

れ
て

し
ま
っ
た

介
助

の
都

合
で

機
能

を
停

止
さ

せ
る

こ
と
が

あ
り
ま

す
の

で
、
そ

の
際

に
入

れ
忘

れ
た

の
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
ま
た

、
新

し
い

入
居

者
で

入
居

当
初

よ
り
入

れ
忘

れ
て

い
た

と
い

う
報

告
も
あ

り
ま
す
。
頻

繁
に
起

こ
る

よ
う
で

あ
れ

ば
、
注

意
を
促

す
表

示
を

見
や

す
い

と
こ

ろ
に

貼
っ
て

お
く
な

ど
の

工
夫

が
必

要
で

し
ょ
う
。
ま

た
、
介
助
方
法
の
変
更
や
セ
ン
サ
ー
の
変
更
で
機

能
を

停
止

さ
せ

ず
に

済
む

方
法

も
あ

る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
の

で
、
一

度
事

業
者

に
相

談
し
て

は
い

か
が

で
し
ょ
う

か
。

人
：
一

時
的

に
停

止
さ
せ
た
機

能
を
再

び
入

れ
る

の
を
忘
れ
て
い

た
モ

ノ
：
接

続
の

O
N
-O

F
F
表

示
が

わ
か

り
に

く
か

っ
た

管
理

：
新

し
い

入
居

者
を
受

け
入

れ
る
際

の
ナ
ー

ス
コ
ー

ル
設

定
手

順
や

起
動

確
認

ル
ー

ル
が

定
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た

0
0
2

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器

見
守

り
・
コ

ミ
ュ
（
在

宅
）

起
居
・
就
寝

寝
室

本
人

2
1
5
1
9
0

徘
徊

老
人

監
視

シ
ス
テ
ム

電
源

コ
ー

ド
が

抜
け
て

し
ま

い
、
徘

徊
に

気
づ

く
の
が
遅
れ
て
し
ま
う

電
源

コ
ー

ド
の

配
線

が
床

上
に

放
置

さ
れ
、
抜
け
て

い
た

こ
と

に
気

づ
か

ず
徘

徊
感

知
機

器
が

作
動

し
な

か
っ
た

電
源

コ
ー

ド
が

床
上

に
放

置
さ

れ
る

と
足

に
か

か
り

転
倒

を
誘

発
す
る
要

因
に
も
な
り
危

険
で
す
。
ま
た
目

立
つ

場
所

に
配

線
が

あ
る
と
認

知
症

の
本

人
が

電
源

コ
ー
ド
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
り
、
セ
ン
サ
ー
を

外
し
て
し

ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す

。
そ
の

よ
う
な

こ
と
も

想
定

し
て
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
接
続
部
分

の
不

具
合

が
原

因
で
差

し
込

み
が

容
易

に
外

れ
て

し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の

で
、
頻

回
に
発

生
す
る
よ
う
で

あ
れ

ば
点

検
を
依
頼
す
る
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

モ
ノ
：
長

年
の

使
用

で
劣

化
が

あ
り
外

れ
や

す
く

な
っ
て
い

た
環

境
：
電

源
コ
ー
ド
が

歩
行

な
ど

で
触

れ
や

す
い

位
置
に
放
置
さ
れ
て
い
た

環
境

：
接

続
部

分
が

ベ
ッ
ド
の

奥
に

あ
り
、
外

れ
て
い

る
か

ど
う
か

の
目
視
が
し
づ
ら
か

っ
た

管
理

：
コ
ー
ド
の

管
理

を
怠

っ
た

0
0
3

床
ず
れ
防

止
用

具
起
居
・
就
寝

寝
室

本
人

0
3
3
3
0
9

特
殊
な
褥
瘡

予
防

装
置

内
側

に
架

け
ら
れ

た
エ

ア
マ

ッ
ト
の

モ
ー

タ
ー

部
に

足
が

接
触

し
て
い

て
火

傷
の

よ
う
な

症
状

が
で
る

利
用

者
の

小
指

に
火

傷
の

よ
う

な
症

状
が

あ
り

、
要

因
を

調
べ

た
と
こ
ろ

エ
ア
マ
ッ
ト

の
モ

ー
タ

ー
と

の
接

触
が
疑
わ

れ
た
。
エ
ア

マ
ッ

ト
は

旧
式

で
モ
ー
タ
ー
は

4
0
度

近
い

温
度

だ
っ
た

エ
ア
マ
ッ
ト
の

モ
ー
タ
ー
部

に
限

ら
ず

皮
膚

へ
の

部
分

的
な
接
触
は

血
流

を
阻

害
し
、
褥

そ
う
を
発

生
さ

せ
る

危
険
要
因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は

エ
ア
マ
ッ
ト

の
モ
ー
タ
ー
部

が
フ
ッ
ト
ボ

ー
ド
内

側
に
置

か
れ

接
触

し
や

す
い

位
置

で
あ

っ
た

こ
と
、
温

度
上

昇
も
認

め
ら

れ
低

温
火

傷
の

可
能

性
な

ど
皮

膚
に

危
険

を
及

ぼ
す

要
因

が
複

数
存

在
し
た

こ
と
が

わ
か

り
ま
す
。
要

因
の

特
定

が
難

し
い

場
合

で
も

複
数

の
要

因
を

予
測

し
て

対
応
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
。

モ
ノ
：
旧
式
の
モ
ー
タ
ー
で
フ
ッ
ト
ボ

ー
ド
の

内
側

に
架

け
た
り
、
マ
ッ
ト
レ
ス
上

に
置

く
こ
と
が

で
き

る
形
状
で
あ
っ
た

モ
ノ
：
フ
ッ
ク
が

破
損

し
て

外
側

に
架

け
る

こ
と

が
出
来
な
か

っ
た

環
境
：
部
屋
が
狭
く
エ
ア
マ
ッ
ト
の
モ
ー
タ
ー
を
外

側
に
架
け
る
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
か

っ
た

管
理

：
体

位
交

換
の

際
な

ど
に

、
足

先
等

が
ど

こ
か

に
接

触
し
て

い
な

い
か

を
確

認
す

る
こ
と
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

0
0
4

入
浴

用
い

す
入
浴

浴
室

本
人
/
介
護
者

0
9
3
3
0
3

入
浴

用
チ
ェ

ア
1
2
2
1
0
3

介
助

用
車

い
す

シ
ャ
ワ
ー

の
あ

と
車

い
す

に
移

乗
す

る
際

に
フ
ッ
ト
サ

ポ
ー

ト
が

接
触

し
て
し
ま
う

シ
ャ
ワ

ー
後

の
移

乗
で

、
本

人
に

立
位

に
な

っ
て

も
ら

い
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ
ー

と
車

い
す

を
入

れ
替

え
よ

う
と

し
た

際
、
フ
ッ
ト

サ
ポ

ー
ト
が

脚
に

接
触

、
怪

我
を

さ
せ

そ
う
に
な
る

シ
ャ
ワ
ー
キ
ャ
リ
ー
と
車

い
す
の

入
れ

替
え
で
利

用
者

の
脚

に
フ
ッ
ト
プ

レ
ー

ト
を

接
触

さ
せ

て
し
ま
う
ケ
ー

ス
の

多
く
に
、
本

人
の

立
位

が
不

安
定

で
急

い
で
入

れ
替

え
よ
う
と
し
た

、
ま
た
は

介
助

者
が

利
用

者
を

支
え

な
が

ら
片

手
だ

け
で
車

い
す
を
操

作
し
て
い

た
、
と
い

う
反

省
が

聞
か

れ
ま
す
。
い

ず
れ

の
場

面
で

も
「
立

位
不
安
定
」
や
「
片
手

操
作

」
と
い
う
状
態

が
あ

る
こ
と
自

体
で
あ

ら
か

じ
め

危
険

が
予

知
さ

れ
、
そ
も
そ
も
の

移
乗

方
法

自
体

が
適

切
で

は
な

か
っ
た

と
判

断
さ

れ
ま

す
。

人
：
こ
の

く
ら
い

の
介

助
は

一
人

で
行

う
も

の
と

思
っ
て
い

た
人

：
限

ら
れ

た
時

間
内

で
終

了
さ

せ
よ
う
と
焦

っ
て
い

た
環
境
：
浴
室
が
狭
く
2
名
介
助
が
で
き
な
か

っ
た

環
境

：
介

助
の

速
さ

が
評

価
さ

れ
る

職
場

の
雰

囲
気
が
あ
っ
た

環
境

：
移

乗
支

援
の

用
具

が
用

意
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

管
理

：
立

位
が

不
安

定
に

な
っ
て

き
て

い
る
こ
と

に
対

し
て

日
常

の
介

助
方

法
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

0
0
5

入
浴
支
援

入
浴

浴
室

本
人
/
介
護
者

0
9
3
3
1
2

入
浴

担
架

・
お
む
つ
交
換

台
0
9
3
3
2
1

浴
槽

機
械

式
浴

槽
が

上
昇

し
た

際
に

、
反

対
側

で
洗

身
し
て

い
た

利
用

者
の

脚
を
挟
ん
で
し
ま
っ
た

昇
降

式
の

機
械

浴
槽

で
、
両

側
に

ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
を
接

続
し
て
２

名
同

時
に

介
助

を
行

っ
て

い
た

と
こ
ろ
、

片
方

の
入

浴
で

浴
槽

を
上

昇
さ

せ
た

際
、

反
対

側
の

利
用

者
の

脚
を

挟
み

込
ん

で
し

ま
っ
た

機
械

浴
槽

の
左

右
に

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
接

続
し
て

２
名

の
利

用
者

を
同

時
に

入
浴

介
助

す
る

場
合

、
各

々
の

介
助

者
が

反
対

側
の

利
用

者
の

姿
勢

な
ど
に

注
意

を
払

う
必

要
が

あ
る

こ
と
か

ら
よ

り
慎

重
な

安
全

確
認
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
浴
槽

か
ら
離

れ
た
箇

所
で

洗
身

し
、
湯

に
つ
か

る
時

に
浴

槽
に
接

続
す
る
な

ど
手

順
を

見
直

す
こ
と
で

安
全

性
を
高

め
る
こ
と
が

出
来

ま
す
。

ま
た

、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
か

ら
足

が
出

て
い

た
こ
と
自

体
が

安
全

で
は

な
い

と
い

う
認

識
も
必

要
で
す
。

人
：
機

械
浴

槽
の

左
右

で
同

時
に

洗
身

介
助

を
行
う
こ
と
で
時
間
的
な

効
率

を
高

め
よ
う
と
し
て

い
た

環
境

：
浴

槽
か

ら
離

れ
た

場
所

で
洗

身
す

る
ス

ペ
ー
ス
が
無
か

っ
た

管
理

：
現
場

で
ど

の
よ
う
な

入
浴

手
順

を
行

っ
て

い
る
か

管
理
者
が
把
握
し
て
い

な
か

っ
た

管
理

：
２
名

同
時

の
入

浴
手

順
に

対
し
て
の

危
険

予
測

が
出

来
て
い

な
か

っ
た

0
0
6

乗
り
物

車
内

そ
の

他
本
人
/
介
護
者

1
2
0
9
0
3

ニ
−
リ
ン
グ
カ

−

運
転

席
か

ら
操

作
し
た

電
動

ス
ラ

イ
ド
ド
ア
に

利
用
者
の
手

を
挟

ん
で

し
ま
っ
た

乗
車

の
順

番
を

待
っ

て
い

た
利

用
者

が
車

両
に

手
を

か
け

て
い

た
こ
と

に
気

づ
か

ず
運

転
席

か
ら
の

操
作

で
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
を
閉

め
た
と
こ
ろ
、
挟

ん
で

し
ま
っ
た

福
祉

車
両

の
み

な
ら
ず

、
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に

手
を

挟
む

事
故

に
は

注
意

が
必

要
で

す
。
特

に
運

転
席

か
ら
操

作
が

可
能

な
電

動
式

の
場

合
、
運

転
者

か
ら
は

死
角

と
な

る
箇

所
に

手
な

ど
が

出
て

い
る

可
能

性
を

想
定

し
な

が
ら
声

掛
け

だ
け
で

は
な

い
安

全
確

認
が

求
め

ら
れ
ま
す
。
乗
車
す
る
利
用
者
の
認
知
機
能

な
ど

の
状

態
に

よ
っ
て

は
運

転
席

か
ら
の

操
作

を
避

け
、
ド
ア
サ

イ
ド
で
目

視
し
な

が
ら
開

閉
す
る
手

順
を
ル

ー
ル

化
す

る
こ
と
も
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

人
（
介

護
者

）
：
出

発
が

遅
れ
て
お
り
焦

っ
て
い

た
人

（
介

護
者

）
：
ド
ア
が

動
き

始
め

れ
ば

手
を

離
す

だ
ろ
う
と
思

っ
て
い

た
人

（
利

用
者

）
：
ド
ア
が

自
動

で
閉

ま
る
と
思

っ
て

い
な
か

っ
た

モ
ノ
：
運

転
席

か
ら
ド
ア
ま
わ

り
が

死
角

と
な

っ
て
見

え
づ

ら
か

っ
た

管
理
：
余
裕
の
あ
る
送
迎
計

画
が

立
て

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

福
祉

用
具

分
類

C
C
T
A
9
5
（
最
大
3
種
）令

和
６
年

度
　
新

た
に
作

成
等

し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事

例
に
つ
い
て
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N
o

介
護

保
険

の
種

目
（
１
種

）

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

（
複

数
可

）
利
用
シ
ー
ン

（
複

数
可

）

主
な
利
用
場

所
（
複

数
可

）

登
場

人
物

（
本

人
/
介

護
者

/
他

）
タ
イ
ト
ル

場
面

の
説

明
（
5
0
～
8
0
文
字
）

解
説

（
1
5
0
～
2
0
0
文
字
）

参
考

要
因

イ
ラ
ス
ト

福
祉

用
具

分
類

C
C
T
A
9
5
（
最
大
3
種
）

0
0
7

乗
り
物

そ
の
他

本
人
/
介
護
者

1
2
1
2
1
8

自
動

車
用

車
い

す
リ
フ
ト

傾
斜

地
で

リ
フ
ト
を

操
作

し
た

と
こ
ろ

故
障

し
た

左
右

の
高

さ
に

差
が

大
き

い
傾

斜
地

で
リ

フ
ト
を

下
ろ

し
た

際
、

片
方

が
最

初
に

接
地

し
た
が

、
そ
の

ま
ま
操

作
し
続

け
た

と
こ

ろ
動

か
な

く
な

っ
て

し
ま
っ
た

福
祉

車
両

の
リ
フ
ト
に

は
油

圧
式

や
機

械
式

な
ど

複
数
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が

、
い
ず
れ
の
機
構

で
も
左
右

の
負

荷
に
差

が
大

き
い

と
故

障
の

原
因

と
な

り
ま
す
。

ま
た

、
こ
の

よ
う
な

地
面

で
の

利
用

は
、
車

い
す

乗
り

込
み
部

に
段

差
が

生
じ
た
り
、
車

い
す
の

走
行

が
不

安
定

に
な
る
な
ど
好

ま
し
い

と
は

言
え
ま
せ
ん
。
悪

い
条

件
で

無
理

に
介

助
を

行
お

う
と
す

る
こ
と
で

事
故

は
発

生
し
や

す
く
な

る
の

で
、
日
頃

か
ら
路
面

状
況

な
ど

の
環

境
に

も
気

を
配

り
安

全
な

送
迎

を
心

が
け

ま
し
ょ
う
。

人
：
左

右
の

高
さ

の
差

で
機

械
が

故
障

し
て

し
ま

う
と
は

考
え
て
い

な
か

っ
た

環
境

：
近

く
に

平
ら
に

駐
車

で
き

る
適

切
な

送
迎

場
所

が
無

か
っ
た

管
理

：
送

迎
計

画
に

余
裕

が
無

く
、
安

全
な

場
所

に
車

を
移
動
さ
せ
る
時
間
が
無
か

っ
た

0
0
8

乗
り
物

車
内

そ
の

他
本

人
/
介

護
者

1
2
1
2
1
8

自
動

車
用

車
い

す
リ
フ
ト

1
2
2
1
9
0

姿
勢

変
換

機
能
付
き
車
い

す

全
長

の
長

い
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ

車
い

す
で

車
両

と
の

間
に

足
を
挟

み
そ

う
に
な
っ
た

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車

い
す
の

フ
ッ
ト
サ
ポ

ー
ト

を
上
げ

た
ま
ま
リ
フ
ト

を
上

昇
さ

せ
た

と
こ

ろ
、
車

両
後

端
部

に
足

先
を

挟
み

込
み

そ
う
に
な
っ
た

膝
が

曲
が

り
に
く
い

本
人

の
身

体
状

況
、
車

い
す
の

形
状

、
リ
フ
ト
の

大
き
さ

や
昇

降
時

の
固

定
装

置
の

有
無

な
ど

さ
ま
ざ

ま
な

条
件

が
関

係
し
ま
す
が

、
結

果
と
し

て
重
大
な
事
故
に

つ
な

が
り
か

ね
な
い

事
象

で
す
。
リ

ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

車
い

す
は

全
長

が
長

く
な

る
の

で
リ
フ

ト
を

利
用

す
る
時

に
は

可
能

な
限

り
フ
ッ
ト
サ
ポ

ー
ト

は
降

ろ
し
、
操

作
中

は
常

に
目

視
確

認
す
る
な
ど

注
意

が
必

要
で

す
。
リ
フ
ト
に

車
い

す
の

固
定

装
置

が
あ
る

場
合

に
は

固
定

し
て

か
ら
昇

降
操

作
を

行
う
と
危

険
の
回
避
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
：
足
先
が
車
両
後
端
部
ま
で
出

て
い

る
と
は

思
わ

な
か

っ
た

人
：
車

い
す

の
全

長
が

長
く
リ
フ
ト
の

前
寄

り
に

車
い

す
を

乗
せ

る
と
バ

ッ
ク
ド
ア
を
閉

め
る
と
き

に
都

合
が

良
い

と
考

え
て
し
ま
っ
た

モ
ノ
：
車

両
後

端
部

と
の

挟
み

込
み

に
対

し
て

安
全

装
置

が
備

わ
っ
て
い

な
か

っ
た

管
理

：
膝

が
曲

が
り
に

く
い

利
用

者
を

想
定

し
た

リ
フ
ト
操

作
の

注
意

点
を
考

え
て
い

な
か

っ
た

0
0
9

移
動

用
リ

フ
ト

移
乗

支
援

（
非

装
着

）
起

居
・
就

寝
移

乗
寝
室

本
人
/
介
護
者

1
2
3
6
0
6

台
座

式
床

走
行

リ
フ
ト

腋
下

に
入

れ
た

パ
ッ
ド

の
挿

入
が

不
十

分
で

外
れ

、
転

倒
し
そ

う
に

な
っ
た

ベ
ッ
ド
か

ら
の

立
ち

上
が

り
を

介
助

す
る

際
、
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ

リ
フ
ト
の

腋
下

パ
ッ
ド

の
挿

入
が

不
十

分
だ

っ
た

た
め

外
れ

、
後

方
に

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
た

腋
下

に
パ

ッ
ド
を

挿
入

す
る
構

造
の

ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ

リ
フ
ト
で
は

、
腋

下
パ

ッ
ド
を

十
分

に
挿

入
し
、
同

時
に

胸
パ

ッ
ド
に

身
体

を
密

着
さ

せ
た

状
態

で
体

重
を

腋
下

と
胸

に
分

散
さ

せ
る
こ
と
が

大
切

で
す
。
そ
の

た
め

に
は

、
ま
ず

最
初

に
ベ
ッ
ド
上

で
浅

め
の

端
座

位
と
な

り
手

す
り
を
し
っ
か

り
と
握

る
な

ど
基

本
的

な
使

い
方

を
理

解
す
る
こ
と
が

重
要

で
す
。
握

る
こ
と
が

出
来

な
い

場
合

な
ど

で
は

背
中

に
ベ

ル
ト
を

ま
わ

す
構

造
の

リ
フ
ト
を

選
定

す
る
な

ど
、
身

体
機

能
に

適
合

し
た

機
種

を
選

定
し
ま
し
ょ
う
。

人
：
胸

パ
ッ
ド
に

身
体

を
密

着
さ

せ
る

こ
と
の

重
要
性
を
意
識
し
て
い

な
か

っ
た

モ
ノ
：
背

中
を

サ
ポ

ー
ト
す

る
ベ

ル
ト
の

無
い

機
種
で
あ
っ
た

管
理

：
適

切
な

使
用

方
法

の
伝

達
が

行
わ

れ
て

い
な
か

っ
た

管
理
：
用
意
さ
れ
て
い
る
機
種
が
ど
の
程
度
の
身

体
機

能
の

被
介

護
者

に
適

合
す

る
か

管
理

さ
れ

ず
、
現
場
ま
か

せ
で
あ
っ
た

0
1
0

移
動

用
リ

フ
ト

入
浴

支
援

（
リ

フ
ト

椅
子

付
き

介
護

浴
槽

）

入
浴

浴
室
・
脱
衣
所

本
人
/
介
護
者

1
2
3
6
1
5

機
器

用
設

置
型

リ
フ
ト

リ
モ

コ
ン
が

壊
れ

リ
フ

ト
が
動
か

な
く
な
っ
た

長
年

使
用

し
て

い
る

リ
フ
ト
の

リ
モ
コ
ン
の

コ
ー
ド
が

断
線

し
て
し

ま
い

浴
槽

か
ら

出
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た

有
線

リ
モ
コ
ン
の

断
線

は
、
使

用
頻

度
の

高
い

施
設

介
護

の
現

場
で

は
比

較
的

発
生

し
や

す
い

故
障

で
す

。
コ
ー

ド
を

無
理

に
引

っ
張

ら
な

い
な

ど
丁

寧
な

取
扱

い
も
大

切
で
す
が

、
突

然
の

故
障

で
浴

槽
か

ら
出

ら
れ

な
く
な

る
な

ど
二

次
的

な
事

故
に

つ
な

が
る

こ
と
も

考
え
ら
れ

る
こ
と
か

ら
、
断

線
に

よ
る
故

障
は

想
定

さ
れ

る
も
の

と
し
て

、
予

兆
が

あ
っ
た
段

階
で

使
用

を
避

け
る
、
可
能
で
あ
れ
ば

予
備
を
用
意
し
て
定

期
的

に
交

換
す
る
な
ど

あ
ら
か

じ
め
対

処
し
て
お

く
こ
と
も
大

切
で
す
。

人
：
時

々
動

か
な

い
こ
と
が

あ
る
な
ど

断
線

の
予

兆
が
あ
っ
た
が
、
特
に
気
に
留
め
な
か

っ
た

モ
ノ
：
リ
モ
コ
ン
コ
ー
ド
が

短
か

く
、
引

っ
張

ら
れ

る
力
に
弱

か
っ
た

環
境

：
リ
モ
コ
ン
の

操
作

位
置

が
遠

く
、
コ
ー
ド
に

引
っ
張
る
力
を
加
え
て
し
ま
っ
た

管
理
：
経
年

で
断

線
な

ど
の

劣
化

が
あ

る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た

0
1
1

特
殊
寝
台

起
居

・
就

寝
移

乗
寝
室

本
人
/
介
護
者

1
8
1
2
0
9

電
動

ギ
ャ
ッ

チ
ベ
ッ
ド

脚
部

が
突

然
外

れ
て

落
下

し
、
利

用
者

の
足

先
が
挟
ま
れ
た

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

に
移

乗
し
よ

う
と

し
た
と
こ
ろ
、
特
殊
寝
台

の
脚

部
が

外
れ

ベ
ー

ス
フ
レ
ー
ム
が

落
下

、
利

用
者

の
足

先
が

挟
ま
れ
た

主
に

在
宅

で
使

用
さ

れ
る

特
殊

寝
台

で
は

、
脚

部
品

の
固

定
に

プ
ッ
シ
ュ
リ
ベ

ッ
ト
と
い

う
繰

り
返

し
着

脱
で

き
る
樹

脂
部

品
が

採
用

さ
れ

て
い

る
機

種
が

多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
例
は

プ
ッ
シ
ュ
リ
ベ
ッ
ト
の
外

れ
た

状
態

で
使

用
し
て

い
た

こ
と
が

原
因

で
あ
り
、
そ
の

要
因

と
し
て

組
立

時
の

ミ
ス
や

、
繰

り
返

し
使

用
で

の
劣

化
な

ど
か

ら
固

定
力

が
不

十
分

に
な

っ
て

い
た

こ
と

も
考

え
ら
れ

ま
す
。
確

実
な

組
立

作
業

は
も
ち
ろ
ん
で

す
が

、
劣

化
し
た
際

に
は

消
耗

品
と
い

う
意

識
で

交
換

す
る
こ
と
も
考

慮
し
ま
し
ょ
う
。

人
：
プ

ッ
シ
ュ
リ
ベ
ッ
ト
が

外
れ
る
こ
と
を
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

モ
ノ
：
繰

り
返

し
の

使
用

で
変

形
す
る

と
固

定
力

が
落
ち
る
構
造
で
あ
っ
た

管
理
：
組
立
に
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
な

か
っ
た

管
理

：
組

立
後

の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
に

部
品

の
変

形
や
劣

化
の

項
目

が
な
か

っ
た

管
理

：
プ

ッ
シ
ュ
リ
ベ
ッ
ト
を

消
耗

品
と
し
て

扱
っ

て
い

な
か

っ
た
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必須項⽬のうち、未回答数が18問あります。
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3．「新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦」などの他財源による「介護ロボット導⼊⽀援事業」を実施した
4．実施しなかった（↓その理由を教えてください）

★上記設問の回答ごとに以下の要領で以降の設問、あるいは、別シートへの回答をお願いいたします。
■「1．地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」を実施した」を選択した場合、Ⅰ以降の設問へ回答してください。
■「2．令和5年度補正予算による「介護サービス事業者の⽣産性向上や協働化等を通じた職場環境改善事業」を実施した」を選択した場合、Ⅰ以降の回答は
 不要でただし、採択した計画（＝執⾏済分）の詳細について「調査票A－1（R5実績、施設・居住系）」「A－2（R5実績、在宅系）」へご回答ください。

■「3．「新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦」などの他財源による「介護ロボット導⼊⽀援事業」を実施した」「４．実施しなかった」を選択した場
 合、 Ⅰ以降の回答は不要です。「調査票Ⅱ－1（R6）」へお進みください。

1．令和5年度の地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」について、実施状況および実績を以下にご回答ください。

【必須】 （１）補助対象の上限額の設定内容とその理由について教えてください。
※必ず上限額と補助率の両⽅をご回答ください。
【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援︓1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
⾒守りセンサーの導⼊に伴う通信環境整備︓1事業所あたり上限750万円
補助上限台数︓必要台数（制限の撤廃）
補助率︓⼀定の要件※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定
　　　　　それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定
※導⼊計画書において⽬標とする⼈員配置を明確にした上で、⾒守りセンサーやインカム、介護記録ソフト等の複数の機器を導⼊し、

職員の負担軽減等を図りつつ、⼈員体制を効率化させる場合

1．対象有
2．対象無

1．上限100万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

1．対象有
2．対象無

1．上限30万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

⼀定の要件を満たす事業所

介護ロボット導⼊⽀援事業の実施状況調査（令和５年度の実績）

基本情報⼊⼒

都道府県名

所属部署・係

電話番号

連絡先Email

Ⅰ．令和５年度　地域医療介護総合確保基⾦による「介護ロボット導⼊⽀援事業」の実績について

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の対象有無

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の上限額

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の補助率

上記以外の機器の対象有無

上記以外の機器の上限額

上記以外の機器の補助率
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1．対象有
2．対象無

1．上限750万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

国の実施要綱を基に実施しているため
予算が限られているため
他の補助事業と同じ基準にしている
その他（↓具体的にご記載ください）

1．対象有
2．対象無

1．上限100万円
2．上記以外 万円

1．１／２
2．上記以外 （分数で表記してください）

1．対象有
2．対象無

1．上限30万円
2．上記以外 万円

1．１／２
2．上記以外 （分数で表記してください）

1．対象有
2．対象無

1．上限750万円
2．上記以外 万円

1．１／２
2．上記以外 （分数で表記してください）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

国の実施要綱を基に実施しているため
予算が限られているため
他の補助事業と同じ基準にしている
その他（↓具体的にご記載ください）

なお、施設・居住系、在宅系に含まれるサービス種別は下記の⼀覧を参照ください。
※調査票Ⅰー２、Ⅰー３ではICT導⼊⽀援事業で採択した計画の実績も含めて記載してください。

独⾃の基準

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の対象有無

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の上限額

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の補助率

補助上限台数

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の補助率

上記基準の設定理由
（あてはまるすべてにご⼊⼒し

てください）

それ以外の事業所

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の対象有無

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の上限額

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の補助率

上記以外の機器の対象有無

上記以外の機器の上限額

上記以外の機器の補助率

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の対象有無

⾒守りセンサーの導⼊に伴う
通信環境整備の上限額

【必須】 （２）採択した計画（＝執⾏済分）の詳細を施設・居住系、在宅系に分けてそれぞれ「調査票Ⅰ-2（施設・居住系）」
「調査票Ⅰ-3（在宅系）」へ記⼊してください。

補助上限台数

独⾃の基準

上記基準の設定理由
（あてはまるすべてにご⼊⼒し

てください）
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指定介護⽼⼈福祉施設（特養） 訪問⼊浴介護
介護⽼⼈保健施設 訪問看護
介護療養型医療施設 訪問リハビリテーション
介護医療院 通所介護
特定施設⼊居者⽣活介護 通所リハビリテーション
認知症対応型共同⽣活介護 短期⼊所⽣活介護
地域密着型介護⽼⼈福祉施設 短期⼊所療養介護
その他 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護
地域密着型通所介護
認知症対応型通所介護
⼩規模多機能型居宅介護
複合型サービス（看護⼩規模多機能型居宅介護）
その他

施設・居住系 在宅系
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報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
（

内
訳

）
★

⼿
⼊

⼒
して

くだ
さ

い

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
（
内
訳
は
⼿
⼊
⼒
が

必
要
）
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ
ル
で
合
計
を
表
⽰
しま
す
の
で
、実

績
と

相
違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。
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必須項⽬のうち、未回答数が35問あります。
⻩⾊網掛けの項⽬・設問には必ずご回答ください。

【必須】令和6年度の介護ロボットの導⼊に関する⽀援事業の実施状況について、以下にご回答ください。

1．地域医療介護総合確保基⾦による「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」を実施した
2．令和5年度補正予算による「介護サービス事業者の⽣産性向上や協働化等を通じた職場環境改善事業」を実施した
3．「新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦」などの他財源による「介護ロボット導⼊⽀援事業」を実施した
4．実施しなかった（↓その理由を教えてください）

★上記設問の回答ごとに以下の要領で以降の設問、あるいは、別シートへの回答をお願いいたします。
■「1．地域医療介護総合確保基⾦による「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」を実施した」を選択した場合、Ⅱ以降の設問へ回答してください。
■「2．令和5年度補正予算による「介護サービス事業者の⽣産性向上や協働化等を通じた職場環境改善事業」を実施した」を選択した場合、
Ⅱ以降の設問について、（２）〜（４）及び（16）（17）のみご回答ください。
また、採択した計画（＝執⾏済分）の詳細について「調査票B－1（R6現状、施設・居住系）」「B－2（R6現状、在宅系）」へご回答ください。

■「3．「新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦」などの他財源による「介護ロボット導⼊⽀援事業」を実施した」「４．実施しなかった」を選択した
場合、 Ⅱ以降の設問について、（２）〜（４）及び（16）（17）のみご回答いただき、「調査票Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」へお進みください。

1．令和6年度の「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」について、実施状況および実績を以下にご回答ください。
※「介護サービス事業者の⽣産性向上や協働化等を通じた職場環境改善事業」「新型コロナウイルス感染症対応地⽅創⽣臨時交付⾦」などの他財源による実

施は除く。
【必須】　（１）「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」を来年度実施する予定はありますか。

1．来年度実施を予定している
2．実施の予定はない

1．実施した
2．実施しなかった（↓その理由を教えてください）

 介護施設等の⼤規模修繕の際にあわせて⾏うロボット・センサー・ICTの導⼊⽀援件数・補助額（円、国・都道府県の合計）
（1定員あたり42万円︓特養、⽼健、認知症GH、介護付きホームの例）

件
千円

1．来年度実施を予定している
2．実施の予定はない

【必須】　（５）令和６年度の介護テクノロジー導⼊⽀援事業の実施状況について、教えてください。
⇒追加募集を⾏った、または⾏う予定の場合はその実施状況についても教えてください。（任意）

⽉
⽇
⽉
⽇
⽉
⽇
⽉
⽇

公募開始時期（⽉）

介護テクノロジー導⼊⽀援事業の実施状況調査（令和６年１１⽉末時点の交付決定状況）

Ⅱ． 令和６年度　「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」の実施概況について

【必須】　（２）「介護施設等の⼤規模修繕の際にあわせて⾏う介護ロボット・ICTの導⼊⽀援事業」（地域医療介護総合確保基⾦、施設整備分）
 を実施しましたか。

【必須】　（３）「介護施設等の⼤規模修繕の際にあわせて⾏う介護ロボット・ICTの導⼊⽀援事業」（地域医療介護総合確保基⾦、施設整備分）
の実績

【必須】　（４）「介護施設等の⼤規模修繕の際にあわせて⾏う介護ロボット・ICTの導⼊⽀援事業」（地域医療介護総合確保基⾦、施設整備分）
を来年度実施する予定はありますか。

公募開始時期（⽇）
公募終了（予定）時期（⽉）
公募終了（予定）時期（⽇）
追加公募開始（予定）時期（⽉）
追加公募開始（予定）時期（⽇）
追加公募終了（予定）時期（⽉）
追加公募終了（予定）時期（⽇）
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【必須】　（６）令和６年度の補助対象それぞれの上限額や補助率などの設定内容とその理由について教えてください。
※必ず上限額と補助率の両⽅をご回答ください。
【上限額】国の実施要綱
移乗⽀援（装着型・⾮装着型）、⼊浴⽀援︓1機器あたり上限100万円、その他は上限30万円
介護現場の⽣産性向上に係る環境づくり︓1事業所あたり上限1000万円
補助上限台数︓必要台数
補助率※︓⼀定の要件※※を満たす事業所は、３／４を下限に都道府県の裁量により設定
　　　　　それ以外の事業所は１／２を下限に都道府県の裁量により設定
※「介護現場の⽣産性向上に係る環境づくり」は⼀律３／４
※※導⼊計画書において⽬標とする⼈員配置を明確にした上で、⾒守りセンサーやインカム、介護記録ソフト等の複数の機器を導⼊し、
　　　職員の負担軽減等を図りつつ、⼈員体制を効率化させる場合

1．対象有
2．対象無

1．上限100万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

1．対象有
2．対象無

1．上限30万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

国の実施要綱を基に実施しているため
予算が限られているため
他の補助事業と同じ基準にしている
その他（↓具体的にご記載ください）

1．対象有
2．対象無

1．上限100万円
2．上記以外 万円

1．１／２
2．上記以外 （分数で表記してください）

1．対象有
2．対象無

1．上限30万円
2．上記以外 万円

1．１／２
2．上記以外 （分数で表記してください）

制限を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の補助率

介護ロボット（⼀定の要件を満たす事業所）

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の対象有無

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の上限額

補助上限台数

独⾃の基準

上記以外の機器の対象有無

上記以外の機器の上限額

上記以外の機器の補助率

上記以外の機器の対象有無

上記以外の機器の上限額

上記以外の機器の補助率

上記基準の設定理由
（あてはまるすべてにご⼊⼒して

ください）

介護ロボット（それ以外の事業所）

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の対象有無

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の上限額

移乗⽀援（装着型・⾮装着
型）/⼊浴⽀援の補助率

補助上限台数

561



上記以外に独⾃の基準を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

国の実施要綱を基に実施しているため
予算が限られているため
他の補助事業と同じ基準にしている
その他（↓具体的にご記載ください）

1．対象有
2．対象無

1．上限1000万円
2．上記以外 万円

1．３／４
2．上記以外 （分数で表記してください）

取組計画により、職場環境の改善を図り、職員へ還元することを明記
既に導⼊されている機器、また本事業で導⼊する機器と連携し、⽣産性向上に資すること
プラットフォーム事業の相談窓⼝や介護⽣産性向上総合相談センターの活⽤
ケアプランデータ連携システム等の利⽤
LIFE標準仕様を実装した介護ソフトで実際にデータ登録を実施すること
その他（↓具体的にご記載ください）

1．対象有
2．対象無

当該経費の申請にあたって要件や基準等を設けている場合は以下の欄へ具体的に記⼊ください

【必須】　（７）令和６年度の導⼊⽀援事業（介護ロボット）の対象とする分野※を限定していますか。
※厚⽣労働省が経済産業省と共通して定める以下の6分野のこと
①移乗⽀援
②移動⽀援
③排泄⽀援
④⾒守り・コミュニケーション
⑤⼊浴⽀援
⑥介護業務⽀援

1．⽀援分野を限定していない
2．⽀援分野を限定している

【必須】　（８）上記（７）にて「2．⽀援分野を限定している」と回答した場合は、⽀援対象としている分野を以下より選択してください。

1．移乗⽀援
2．移動⽀援
3．排泄⽀援
4．⾒守り・コミュニケーション
5．⼊浴⽀援
6．介護業務⽀援

【必須】　（９）上記（７）にて「2．⽀援分野を限定している」と回答した場合は、限定している理由をご記載ください。

独⾃の基準

上記基準の設定理由
（あてはまるすべてにご⼊⼒して

ください）

介護現場の⽣産性向上に係る環境づくり

対象有無

上限額

補助率

補助要件の設定内容
（あてはまるすべてにご⼊⼒して

ください）

介護ロボットやICT等を活⽤するためのICTリテラシー習得に必要な経費

対象有無

要件や基準等の設定
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【必須】　（10）令和6年度（11⽉末まで）に提出された介護ロボットに関する導⼊計画はそれぞれ何件ですか。
※なお、施設・居住系、在宅系に含まれるサービス種別は枠外の⼀覧を参照ください。
※※「介護現場の⽣産性向上に係る環境づくり」の対象となる計画のうち、「介護ロボット」の対象となる機器を含まない場合は除く
＜特に注意いただきたい事項＞件数のカウント⽅法について【設問（10）〜（12）共通】
原則、１事業所が同時に計画するものについては、導⼊機器の数・種類に関わらず１件としてカウントしてください。ただし、以下のような場合は複数件とします。
①１事業所が、時期をずらして異なる機器の申請を⾏っている場合
②１事業所が、機器導⼊と通信環境整備を分けて計画している場合

【必須】　（11）11⽉末時点で導⼊⽀援事業の対象として交付決定した計画の詳細について、
施設・居住系、在宅系に分けてそれぞれ「調査票Ⅱ－2（施設・居住系）」「調査票Ⅱ－3（在宅系）」へ記⼊してください。　
※調査票Ⅱー２、Ⅱー３ではICT関連も含めて記載してください。

【必須】　（12）上記（10）で「交付決定した計画が無い」場合、「該当なし」または「⼿続き中」いずれかを選択してください

1．該当なし 1．該当なし
2．⼿続き中 2．⼿続き中

1．該当なし 1．該当なし
2．⼿続き中 2．⼿続き中

【必須】　（13）令和6年度（11⽉末時点）の応募状況について教えてください。

1．予算額に満たない応募があった（当初予算の90％未満）
2．当初の予算額とほぼ同額の応募があった（当初予算の90％〜110％未満）
3．当初の予算額を⼤きく超える応募があった（当初予算の110％以上）

【必須】　（14）上記（13）で回答いただいた応募状況を踏まえたその後の対応状況についても教えてください。

1．当初の予算内で対応できる範囲で採択した
2．予算を増額して採択した
3．その他（↓具体的にご記載ください）

【必須】　（15）令和6年度（11⽉末時点）の応募の中で、認められない計画があった場合、どんな理由でしたか。

1．介護ロボットの技術的３要素（センサー系、知能・制御系、駆動系）を満たしていない
2．認められなかった計画はない
3．その他（↓具体的にご記載ください）

【必須】　（16）介護ロボットの効果的な活⽤に関する⽀援を⾏っていますか。

１．介護サービス事業者に対する⽣産性向上（業務改善）⽀援事業で実施している
２．上記以外で実施している
３．実施していない

⇒実施している場合、どのような⽀援を⾏っていますか。（⾃由記述）（↓具体的にご記載ください。）

【必須】　（17）上記（16）にて「１．介護サービス事業者に対する⽣産性向上（業務改善）⽀援事業で実施している」を選択した場合、予算額をご記載ください
※国からの交付分＋都道府県負担分

千円

【必須】　（18）介護テクノロジー導⼊⽀援事業等を円滑に遂⾏するために必要とする情報は何ですか。（あてはまる全てを選択してください）

1．介護ロボットに関する機器情報
2．介護ロボットの対象範囲
3．介護ロボットの活⽤事例
4．展⽰会や研修会の開催情報
5．介護ロボットに関するヒヤリハット情報
6．その他（↓具体的にご記載ください）

⼀定の要件を満たす事業所の計画 それ以外の事業所の計画
施設・居住系の計画件数
在宅系の計画件数

⼀定の要件を満たす事業所の計画 それ以外の事業所の計画

施設・居住系の計画件数

施設・居住系の計画件数
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【必須】　（19）次年度（令和7年度）以降は「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」をどのように実施したいとお考えですか。

1．今年と同様に実施
2．内容をより充実させて実施（↓具体的な内容をご記載ください）

3．テーマ、分野を絞って実施（↓具体的な内容をご記載ください）

4．実施しない（↓理由をご記載ください）

【任意】　（20）本事業へのご意⾒や事業所からの反応などございましたら、ご記載ください。
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　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

テ
ク

ノロ
ジ

ー
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

⼀
定

の
要

件
を

満
た

す

そ
れ

以
外

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野

※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

予
算

執
⾏

額
（

円
）

【⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
0

令
和
6年

度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
テ
クノ
ロジ
ー
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を
参
照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を
1計

画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機
種
・ソ
フト
名
、導

⼊
台
数
を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
（

内
訳

）
★

⼿
⼊

⼒
して

くだ
さ

い

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
（
内
訳
は
⼿
⼊
⼒
が

必
要
）
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ
ル
で
合
計
を
表
⽰
しま
す
の
で
、実

績
と

相
違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。
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Ⅱ
－

３
．

令
和

６
年

度
　地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

⾦
に

よ
る

「介
護

テ
ク

ノロ
ジ

ー
導

⼊
⽀

援
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

⼀
定

の
要

件
を

満
た

す

そ
れ

以
外

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野

※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

予
算

執
⾏

額
（

円
）

【⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
0

令
和
6年

度
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
⾦
に
よ
る
「介
護
テ
クノ
ロジ
ー
導
⼊
⽀
援
事
業
」の
実
績
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
を
ご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を
参
照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を
1計

画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機
種
・ソ
フト
名
、導

⼊
台
数

を
下
記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
（

内
訳

）
★

⼿
⼊

⼒
して

くだ
さ

い

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
（
内
訳
は
⼿
⼊
⼒
が

必
要
）
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ
ル
で
合
計
を
表
⽰
しま
す
の
で
、実

績
と

相
違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。
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必須項⽬のうち、未回答はありません。

【必須】　1．「介護テクノロジー導⼊⽀援事業」「介護サービス事業者の⽣産性向上や協働化等を通じた職場環境改善事業」以外に
介護ロボット開発・普及の促進に関する事業を実施していますか。

1．実施した
2．実施していない（令和7年度実施予定がある）
3．実施していない

【任意】　2．介護ロボット開発・普及の促進に関する事業の内容等についてお知らせください。
　　 　　　また、管内の区市町村が独⾃に実施している事業についても、把握している範囲でお知らせください。
(１)開発に関する⽀援事業について

千円

千円

千円

千円

事業内容

対象者

対象⼈数
（対象社数）

その他の介護ロボット導⼊⽀援事業の実施状況調査

Ⅲ．その他の介護ロボット開発・普及の促進に関する事業について

令和7年度

開発
⽀援1

事業名

予算額

実施時期

開発
⽀援2

事業名

予算額

事業内容

対象者

事業内容

対象⼈数
（対象社数）

実施時期

事業名

予算額

対象⼈数
（対象社数）

実施時期

実施時期

開発
⽀援4

事業名

予算額

事業内容

対象者

開発
⽀援3 対象者

対象⼈数
（対象社数）
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(２)導⼊に関する⽀援事業について

千円

千円

(３)普及・啓発に関する⽀援事業について

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

令和7年度

導⼊
⽀援2

事業名

予算額

事業内容

導⼊
⽀援1

事業名

予算額

事業内容

対象者

対象⼈数
（対象社数）

対象者

対象⼈数
（対象社数）

実施時期

実施時期

執⾏額 予算額 予算額

令和5年度 令和6年度 令和7年度

普及・
啓発
⽀援1

事業名 事業名 事業名

対象者 対象者 対象者

事業内容 事業内容 事業内容

実績 実績⾒込み

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）

普及・
啓発
⽀援2

事業名 事業名 事業名

事業内容 事業内容 事業内容

実績 実績⾒込み

対象者 対象者 対象者

執⾏額 予算額 予算額

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）

普及・
啓発
⽀援3

事業名 事業名 事業名

事業内容 事業内容 事業内容

対象者 対象者 対象者

執⾏額 予算額 予算額

実績 実績⾒込み

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）

対象⼈数
（対象社数）
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【任意】　1．令和6年度に管内で開催された（または予定している）介護ロボットの展⽰等を含むイベントの名称等について、把握している範囲で教えてください。
※厚⽣労働省「福祉⽤具・介護ロボット実⽤化⽀援事業」介護ロボット地域フォーラムの開催は除きます。

1．有
2．無

1．有
2．無

1．有
2．無

1．有
2．無

1．有
2．無

1．有
2．無

【任意】　2．管内において、介護ロボット等の介護機器の開発に向けた、介護現場と開発企業による意⾒交換の場はありますか。把握している範囲で教えてください
※厚⽣労働省委託事業における「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム」にかかる事業は除きます。

件 社 件

件 社 件

【必須】　1．「介護⽣産性向上推進総合事業」事業を実施しましたか。

1．実施した
2．実施しなかった

【任意】　2．上記1で「1．実施した」と回答した場合、その実績について教えてください。
(1)都道府県等による介護現場⾰新会議に係る必要と認められた経費
①都道府県等による介護現場⾰新会議の設置に伴う必要な経費

件
千円

②介護事業所の取組（モデル的取組）に必要な経費
※（1事業所あたり）対象経費の1/2以内（上限500万円）

件
千円

③都道府県等が取組む介護の魅⼒発信や職員の定着⽀援等に要する必要な経費

千円
千円
千円

(2)第三者が⽣産性向上の取組を⽀援するための費⽤の⽀援（コンサル経費の補助）
※（1事業所あたり）対象経費の1/2以内（上限30万円）

件
千円

Ⅳ.その他、介護ロボットに関するイベントや会議等の開催状況について

イベント名称 開催⽇ 開催場所
（市町村） 主催者 来場者数 出展者数

運営費に対する
公的資⾦の
投⼊有無

⼈ 社

② ⼈

①

社

③ ⼈ 社

④ ⼈ 社

⼈ 社

⑥ ⼈

⑤

その他
教育機関・⾃治体

など

①

社

会議体の名称 事務局
（団体・組織名）

開催頻度
（⽉1回程度
など）

介護現場
参加施設・事業者

数

開発企業
参加企業数

設問は以上となります。
多くの設問のご回答にご協⼒いただき、誠にありがとうございました。
事務局にて確認のうえ、不明な点は問い合わせさせていただきます。

実施事業名

②

補助⾦額

Ⅴ． 地域医療介護総合確保基⾦による令和６年度「介護⽣産性向上推進総合事業」の実施概況について
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A－
１

．
令

和
５

年
度

　「
介

護
サ

ー
ビス

事
業

者
の

⽣
産

性
向

上
や

協
働

化
等

を
通

じた
職

場
環

境
改

善
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
予

算
執

⾏
額

（
円

）
【⾃

動
計

算
さ

れ
ま

す
】

0

令
和
5年

度
の
「介
護
サ
ー
ビス
事
業
者
の
⽣
産
性
向
上
や
協
働
化
等
を通

じた
職
場
環
境
改
善
事
業
」の
実
績
（
介
護
ロボ
ット
等
の
導
⼊
⽀
援
・I
CT
等
の
導
⼊
⽀
援
）
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
をご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を参

照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を1
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、定

員
数
、職

員
数
、離

島
振
興
法
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
で
あ
る
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機

種
・ソ
フト
名
、導

⼊
台
数
を下

記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

パ ケ ジ

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

定
員
数

職
員
数

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

離
島
振
興
法
に

規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施

地
域
で
あ
る

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ

ル
で
合
計
を表

⽰
しま
す
の
で
、実

績
と相

違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。

570



A－
２

．
令

和
５

年
度

　　
「介

護
サ

ー
ビス

事
業

者
の

⽣
産

性
向

上
や

協
働

化
等

を
通

じた
職

場
環

境
改

善
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
予

算
執

⾏
額

（
円

）
【⾃

動
計

算
さ

れ
ま

す
】

0

令
和
5年

度
の
「介
護
サ
ー
ビス
事
業
者
の
⽣
産
性
向
上
や
協
働
化
等
を通

じた
職
場
環
境
改
善
事
業
」の
実
績
（
介
護
ロボ
ット
等
の
導
⼊
⽀
援
・I
CT
等
の
導
⼊
⽀
援
）
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
をご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を参

照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を1
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、定

員
数
、職

員
数
、離

島
振
興
法
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
で
あ
る
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機
種
・ソ

フト
名
、導

⼊
台
数
を下

記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

パ ケ ジ

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

定
員
数

職
員
数

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

離
島
振
興
法
に

規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施

地
域
で
あ
る

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ

ル
で
合
計
を表

⽰
しま
す
の
で
、実

績
と相

違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。
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B－
１

．
令

和
６

年
度

　「
介

護
サ

ー
ビス

事
業

者
の

⽣
産

性
向

上
や

協
働

化
等

を
通

じた
職

場
環

境
改

善
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
予

算
執

⾏
額

（
円

）
【⾃

動
計

算
さ

れ
ま

す
】

0

令
和
6年

度
の
　「
介
護
サ
ー
ビス
事
業
者
の
⽣
産
性
向
上
や
協
働
化
等
を通

じた
職
場
環
境
改
善
事
業
」の
実
績
（
介
護
ロボ
ット
等
の
導
⼊
⽀
援
・I
CT
等
の
導
⼊
⽀
援
）
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
をご
記
⼊
くだ
さい
。

施
設
・居
住
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を参

照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を1
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、定

員
数
、職

員
数
、離

島
振
興
法
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
で
あ
る
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機

種
・ソ
フト
名
、導

⼊
台
数
を下

記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

施
設

・居
住

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

パ ケ ジ

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

定
員
数

職
員
数

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

離
島
振
興
法
に

規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施

地
域
で
あ
る

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ

ル
で
合
計
を表

⽰
しま
す
の
で
、実

績
と相

違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。

572



B－
２

．
令

和
６

年
度

　「
介

護
サ

ー
ビス

事
業

者
の

⽣
産

性
向

上
や

協
働

化
等

を
通

じた
職

場
環

境
改

善
事

業
」の

実
績

に
つ

い
て

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
の

導
⼊

⽀
援

・I
CT

等
の

導
⼊

⽀
援

）

0

その
他
の
場
合

種
別
名

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

計
画

件
数

の
合

計
　【

⾃
動

計
算

さ
れ

ま
す

】
予

算
執

⾏
額

（
円

）
【⾃

動
計

算
さ

れ
ま

す
】

0

令
和
6年

度
の
　「
介
護
サ
ー
ビス
事
業
者
の
⽣
産
性
向
上
や
協
働
化
等
を通

じた
職
場
環
境
改
善
事
業
」の
実
績
（
介
護
ロボ
ット
等
の
導
⼊
⽀
援
・I
CT
等
の
導
⼊
⽀
援
）
とし
て
、採

択
した
計
画
（
＝
執
⾏
済
分
）
の
詳
細
をご
記
⼊
くだ
さい
。

在
宅
系
サ
ー
ビス
（
該
当
す
る
サ
ー
ビス
種
別
は
枠
外
の
⼀
覧
を参

照
）
へ
の
導
⼊
実
績
を1
計
画
ご
とに
、事

業
所
名
、所

在
地
（
市
町
村
）
、サ
ー
ビス
種
別
、定

員
数
、職

員
数
、離

島
振
興
法
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
で
あ
る
、補

助
額
、補

助
率
、⽀

援
分
野
※
1、
製
造
業
者
名
、導

⼊
機
種
・ソ

フト
名
、導

⼊
台
数
を下

記
の
表
に
ご
記
⼊
くだ
さい
。

※
1︓

⽀
援

分
野

は
、①

移
乗

⽀
援

（
装

着
）

、②
移

乗
⽀

援
（

⾮
装

着
）

、➂
移

動
⽀

援
（

屋
外

）
、➃

移
動

⽀
援

（
屋

内
）

、⑤
移

動
⽀

援
（

装
着

）
、⑥

排
泄

⽀
援

（
排

泄
物

処
理

）
、⑦

排
泄

⽀
援

（
トイ

レ
誘

導
）

、⑧
排

泄
⽀

援
（

動
作

⽀
援

）
、⑨

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

施
設

）
、⑩

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

在
宅

）
、⑪

⾒
守

り・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
（

⽣
活

⽀
援

）
、⑫

⼊
浴

⽀
援

、⑬
介

護
業

務
⽀

援
、⑭

W
i-

Fi
⼯

事
、⑮

イ
ン

カ
ム

（
親

機
の

件
数

）
、⑯

介
護

記
録

との
シ

ス
テ

ム
連

動
、⑰

そ
の

他
の

機
器

（
介

護
ロ

ボ
ット

等
）

、⑱
ウ

ェア
ラ

ブ
ル

端
末

、 
⑲

介
護

ソ
フト

等
、⑳

タ
ブ

レ
ット

情
報

端
末

、㉑
通

信
環

境
機

器
等

、㉒
保

守
経

費
等

、㉓
そ

の
他

の
機

器
（

IC
T等

）
　の

い
ず

れ
か

の
番

号
を

選
択

して
くだ

さ
い

。な
お

、⑭
W

i-
Fi

⼯
事

、⑯
介

護
記

録
との

シ
ス

テ
ム

連
動

、㉒
保

守
経

費
等

　の
い

ず
れ

か
を

選
択

した
場

合
、「

導
⼊

台
数

」の
記

⼊
は

不
要

で
す

。
※

2︓
1計

画
で

複
数

の
機

器
を

導
⼊

す
る

計
画

に
つ

い
て

は
、全

て
の

機
器

に
つ

い
て

記
⼊

して
下

さ
い

。複
数

の
機

器
を

記
⼊

い
た

だ
く際

の
「計

画
番

号
」「

枝
番

」の
採

番
⽅

法
は

調
査

票
記

⼊
例

を
ご

覧
くだ

さ
い

。
ま

た
、本

シ
ー

トの
中

央
上

部
に

表
⽰

さ
れ

る
「計

画
件

数
の

合
計

」は
、枝

番
が

「1
」と

⼊
⼒

さ
れ

た
セ

ル
の

数
を

カ
ウ

ン
トし

て
い

る
た

め
、計

画
番

号
や

枝
番

の
⼊

⼒
に

漏
れ

や
ズ

レ
が

無
い

か
提

出
前

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。

在
宅

系
サ

ー
ビス

計 画 番 号

枝 番 ※ 2

パ ケ ジ

事
業
所
名

所
在
地

（
市
町
村
）

サ
ー
ビス

種
別

定
員
数

職
員
数

導
⼊
台
数

（
⽀
援
分
野

⑭
⑯
㉒
は

記
⼊
不
要
）

離
島
振
興
法
に

規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施

地
域
で
あ
る

補
助
額

（
円
単
位
、国

・都
道
府
県
の
合
計
）

（
千
円
以
下
切
り捨

て
）

補
助
率

（
〇
／
〇
）

⽀
援

分
野
※
1

製
造
業
者
名

導
⼊
機
種
・ソ
フト
名

＜
注
意
＞

記
⼊
い
た
だ
い
た
計
画
に
つ
い
て
、「
計
画
件
数
の
合
計
」「
予
算
執
⾏
額
」は
右
の
セ

ル
で
合
計
を表

⽰
しま
す
の
で
、実

績
と相

違
な
い
か
回
答
提
出
前
に
ご
確
認
くだ
さい
。
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